

































異世界建国記








桜木桜





[image: ]

電子版　ファミ通文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







第一章　グリフォンと禁忌の森

第二章　ユリアとテトラと子供たち

第三章　魔術と呪術、そして運命の転換

第四章　歴史の始まり

あとがき

プロフィール














　死とは突然やってくる。

　思いもよらないところから、思いもよらないタイミングで。

　俺の目の前には大型のトラック。

　時間はゆっくりと進む。脳裏にはやり残したことが次々と浮かんでは消えていく。

　友人やバイト先の上司、大学の教授。そう言えばレポート出してなかったな……。

　最後に養護施設のみんな。

　できればもっと挑戦的な人生を歩みたかったな。

　俺がそう思った時、子供が笑うような声と俺の全身の骨が砕ける音が耳に入った。





　　　　　※






　気付いたら森の中だった……。

　俺は辺りを見渡し、空を見上げる。

　空には俺が知っている月よりも巨大な月が輝いている。

　月明かりに照らされた木々は非常に大きい。俺の身長の何倍あるのだろうか？　巨木ばかり生えている。

　死後の世界だろうか？　聞いた話では三さん途ずの川と見渡す限りの花畑があるらしいが、そんな景色は少しも目に入らない。

　死後の世界にしては貧相だ。

　一体なんなんだよ……。

　ふと口の中に苦いものを感じて吐きだしてみると、それは草だった。

　なぜ俺は草なんか食ってるんだ？

　そこで俺は強烈な空腹に気がつく。

　めまいと疲労、倦けん怠たい感かんが全身を襲う。

　なにか食わないと死ぬ……。

　ドングリでも茸きのこでもなんでもいいから、とにかく口にできるもの。

　ふと俺の視界に大きなムカデが映った。

　普段なら悲鳴を上げて逃げ出すところだが、なぜか俺は凝視してしまう。

　よくよく見ると、かなり肉があるように思える。

　確か毒があるのは口で、口さえ何とかなれば食えるんだっけ……。

　食うか。

　初めて食べたムカデは不ま味ずかった。




「そう言えば寄生虫とか大丈夫かな？」

　俺はムカデを胃に収めてから心配になった。

　少し冷静じゃなかったな……。

　栄養が足りないと、ここまでバカになるのか。

　でも、まあ火の起こし方なんて知らないし、どっちにしろ生なまで食す必要性があった。

　よく嚙かんだから大丈夫、大丈夫。多分。

　中途半端に脳みそが働いて躊ちゅう躇ちよしていたら飢うえ死じにしたかもしれない。

　寄生虫の有無に関しては祈るしかないだろう。

「喉が渇いたな……」

　俺は水を求めて歩きだす。

　口の中に残るムカデの味を早く消し去りたかった。

　十分ほど歩くと、小川を見つける。

　生水は飲まない方がいいという言葉が脳裏に浮かんだが、煮しや沸ふつすることはできないから、そのまま飲むしかないだろう。

「生き返るな……」

　見た目には水は澄すんでいるので、寄生虫は大丈夫だろう。多分。

　ふと俺が小川の水を覗き込むと、そこには月明かりに照らされた俺の顔が……。

　誰だ……こいつ？

　水みな面もには灰色の髪色の痩やせこけた子供が映っていた。

　待て待て、間違ってるのはきっと水面だ。光の反射だってたまには間違えることもあるだろう。

　俺は頭の中で意味の分からない理屈をつけ目の前の現実から逃避しつつ、顔に手を伸ばす。恐る恐る自分の頰ほおに触れると骨が浮き出ているのが分かる。

　俺は太っているわけではなかったが、骨が浮き出るほど痩せてはいなかった。

　次に髪の毛を引っ張ってみる。髪の毛は灰色。

　俺は典型的な日本人で、黒髪だったはずだが……。

　やっぱり現実。

　つまりだ。これはあれだな。有名なあれだ。

「異世界転生……いや、憑ひよう依いか」

　俺は夜空を見上げる。

　地球の月の二倍以上の大きさはある月が夜空に輝いていた。

　なるほど、異世界だな、ここは。

　……なーんてね、そんなこと現実に起こるわけないだろ。

「これは夢だ。そう。夢に違いない。きっと目が覚めたら病院のベッドの上、もしくはトラックに轢ひかれたことそのものが夢なんだ。そう、そうに違いない。人間があっさり死ぬなんてあり得ないし」

　俺はそう思いながら地面に寝転がる。

　満天の星と巨大な月。

　綺麗だな～夢にしては！

　俺は目を瞑る。

　目が覚めたら全部夢落ちであることを信じて。

　…。

　……。

　………翌日。

　やっぱり現実でした。

　俺は朝日で輝く水面で自分の顔を確認して絶望する。

「でも顔は悪くないな」

　俺は目の前に映る少年──俺の顔を見る。

　痩せこけて、野良犬みたいに汚れているが各パーツはなかなか悪くない。

　肌の色はいわゆるオリーブ色というやつだ。

「まあ起きてしまったのなら仕方がないか……」

　まずは生活基盤を整えることから始めるしかない。

　その後に情報を集め、元の世界に帰れそうなら帰り、ダメそうならここに定住する。

　とりあえずそういう方針でいこう。家族がいないことが救いだな。

　ということでまずは……。

「腹ごしらえからだな」

　俺は立ち上がって森の中を物色し始めた。

　昨日は巨木ばかりの森だと思っていたが、今なら分かる。

　俺が縮んだことで大きく見えているだけ。実際には巨木というほど巨大ではない。

「それにしても何もないな。この森は」

　木の実や果物の類が一切ない。

　奥には何となく食べられそうな草は生えていたが、死にたくないので控える。

　体感温度からして季節は夏頃か。

　夏なら食べられるものがあるはずだ。多分悪いのは俺の探し方だろう。

　そもそも俺には野草の知識なんてない。しかもここは推定異世界。

　元の世界と同じ植生かどうか謎である。

「やっぱり虫を食うしかないか……」

　俺は目の前の蟻ありの行列を眺める。

　昨晩のムカデのおかげで体力は少し戻ったので、早急に食べないといけないわけではない。

　だが元々エネルギーが不足していた体だから今日一日抜けば、明日は動けなくなる可能性がある。

　せめて火の起こし方さえ分かればなあ。

　蝉せみでもムカデでも蟻でもサソリでも炙って安心して食べられるのに。

　まあ昨日は生で踊り食いをしたわけだが。

　火ってどうやって起こすんだろ。

　木と木を擦れば摩ま擦さつ熱ねつで火が起こるということは知ってるが……。

　ちゃんと着火するか謎だし、丁度いい木も見当たらない。

　できないことをやろうとして体力と時間を浪費するのは得策でないように感じる。

「おい、そこの人の子。ここは我が領地だ。立ち去れ」

　後ろから声をかけられた。

　なんか偉そうな声だが人であることは間違いない。

　天は俺を見捨てていなかった!!

「実は道に迷っていて……」

　振り返ると目の前には化け物がいた。

　顔や上半身は鷹のようで、巨大な翼を持っている。

　そして下半身は四足の獣──ライオンのよう。

　それは紋章や挿絵などで見られるグリフォンそのものだった。

　天は俺を見捨てたようである。

「あの、俺は不味いです！　骨と皮しかないです。昨日はムカデを食べました。や、やめた方がいいですよ！」

　俺は後ずさる。

　せっかく命を拾ったのにどうして食われなきゃいけないんだ！

「我とて食事の選えり好ごのみはする。誰が貴様のような不味そうな物を食うか。我を愚ぐ弄ろうしているのか？」

「そ、そんな滅相もありませんよ。あはははは。実は今、立ち去る最中でして。さようなら～」

　俺は全速力で駆けだした。相手は俺を食うのではなく、追い出したいらしい。じゃあ逃げればいい。俺もこの人（？）の領地だか縄張りだかを荒らす気なんてないのだから。

　バサバサと羽ばたく音が俺の鼓膜を震わす。

　砂が舞い、俺は思わず目を瞑った。

　目を開けると目の前にはグリフォンさん。

　しかも毛を逆立てて怒ってらっしゃる。

「ここより先は我が領地と言ったであろう？　森の奥地は我の領地であり、人は出入りしてはならない。それは盟約であったはず。やはり貴様、我が領地で食を得るつもりであるな？」

「すみません。ちょっと方向を間違えました。まさかこっちの方向があなた様の領地だとは……」

「噓をつくな！　我と貴様らの盟約はここ二百年に亘わたって受け継がれてきたではないか！　小さな子供でも知っておるわ！」

　そんなこと言われても知らんもんは知らん。

　立派な見た目の癖に癇かん癪しやく持ちとは仕方がない獣だ。

「もう少しまともな言い訳をして見せろ。そうしたら生かしてやろう」

　グリフォンはそう言って俺を睨にらみつける。全身に寒気が走る。

　このままだと殺される!!

　弁解するしかあるまい。

「その……実は憑依しまして」

「はあ？　なにを意味の分からんことを」

　グリフォンの顔つきが変わる。目がギラギラと輝いている。こりゃ死ぬかもな。

「いや、だからですね。気がついたら知らない森の中で、知らない子供になってたんですよ。本当ですよ？　信じてください」

　俺は土下座して頼み込む。せっかく転生したのだから二日目で死ぬなんて御免こうむりたい。

「ふむ……」

　俺の必死の土下座が効いたのか、グリフォンの殺気が少し弱まったように感じられた。グリフォンの瞳が赤く輝く。

「お主……迷い人か。なるほど。ならば知らないのも無理はない。すまなかったな」

　グリフォンの体から殺気が急に消え失せた。よく分からんが納得してくれたみたいだ。「お主も可か哀わい想そうに。住み慣れた故郷からこんな僻へき地ちへ。まあ、仕方があるまい。小僧どもに好かれたのはお主の責任。恨むなら己の運命を恨むのだな」

　なんだかよく分からんが、こいつは憑依について何か知っているらしい。

「あの……迷い人とは？」

「こことは違う世界からこの世界へやってくるモノのことだ」

「生まれ変わるのではなく？」

「ん？」

　グリフォンは俺の質問の意味が分からないというように首を傾げた。

　俺は現在、自分の身に起こっていることを説明する。グリフォンは唸る。

「うーむ、分からん。そのような現象は聞いたことがない。我が五百年前に出会った迷い人も生まれ変わったなどとは言っていなかったが……まあ、そういうこともあるのではないか？」

「はあ」

「そもそも迷い人などという現象があるのだ。そこに生まれ変わりが加わった程度、何も不思議はあるまい」

　よく分からんがグリフォンは勝手に納得し始めた。

　俺はちっとも納得できていない。

　まあ今悩んでも仕方がない。地道に調べるしかないだろう。

「ところでお主、いつの間にか子供になっていたと言っていたが、精神に関しては成人なのか？」

「ええ、まあ。今はこんなんですが。それが何か？」

　俺の問いにグリフォンはニヤリと笑った……ように見えた。

「見逃す代わりに一つ、仕事を頼みたい」





　　　　　※






「これは何ですか……」

「見れば分かるであろう。お主の同族だ」

　俺がグリフォンに連れられて洞窟に入ると、そこには三十人の子供がいた。

　五人が年とし端はのいかない子供。十九人が七歳から九歳くらい。そして残りの六人は今の俺と同年代ほど。

「どうして子供がこんなに？」

「知るか。最近人間どもが我が森にこうやって子供を捨てにくるのだ」

　なるほどね。飢き饉きんでもあったということだろう。

　俺が森の中で空腹状態でいたのはこうやって親に捨てられたからなのだろう。

「で、俺に子供たちの世話をせよと？」

「そういうことだ。話が早いな。独り立ちするまで面倒を見ろ」

　グリフォンは大きく頷うなずく。

　俺は子供は嫌いじゃない。むしろ好きな方だ。

　それに俺は養護施設で育ったから親に捨てられた彼らにも大きく共感できる。だから助けることに関しては問題ない。

　だが……。

「食べる物がないと話になりませんよ？」

「三年間は食糧を運んでやる。その後の食糧は自分たちで確保できるようになれ」

　虫でも食ってろと言われるかと思っていたのに意外だな。

　こいつ、実は良い奴なのか？

「どうして助けるのですか？」

「お主だって飢えた子犬が縋すがってきたら拾うであろう？　その後、無責任に放りだすか？　拾った責任というものがある。そういうことだ」

　なるほど。確かに目覚めが悪いな。

　助けられる力があるのに、その力を行こう使しせずにただ飢えさせる。

　精神衛生上よくない。

　だが人とグリフォンは大分違う。

　人の育て方が分からず、悩んでいた時に俺が来たというわけか。

　話は決まった。

　まずは子供たちに自己紹介をしなければならない。

「というわけで俺はお前たちのリーダーになった！　よろしく」

　俺がそう言うと……。

「△○●■◇○」

　宇宙語が返ってきた。

　冷静に考えてみれば異世界の言語が日本語と同じわけがない。そんなご都合主義が現実にあるわけない。いや、そもそも異世界も現実的ではないが。

　これではリーダー以前に人と関わって生きることそのものが困難だ。

　あれ？　なぜ俺はグリフォンと話せるんだ？

「すまなかった。そう言えば迷い人はこの地の言語を話せないのだったな。失念していた」

「俺はなぜあなたとなら話せるんですか？」

「我は『神しん言ごんの加か護ご』を持っているからな。当然だ」

　加護……なんかファンタジーっぽい用語が出てきた。

　さすがグリフォン。やはりそういう不思議パワーを持ってるんだな。

「だがこれは問題だな。よし。しばらく加護を貸してやろう」

「……貸せるんですか！」

「普通は無理だ。だが我は『貸かし出だしの加護』も持っているからな」

　さすがグリフォン先輩！

　伊だ達てに頭が鷲わしで下半身がライオンじゃない！

「でもそれだと他の子供たちがあなたと話せなくなりません？」

「バカ者。我がお主に貴重な加護を授けるわけなかろう。『言語の加護』をやる」

「いくつ加護を持ってるんですか？」

　今までで合計三個の加護が確認されているが、加護とはそんなに大安売りのモノなのだろうか。

「十二個だ。もっとも、その中で使えるものは少ないぞ。我は発声器官の問題で『言語の加護』は無価値だからな」

　どっちにしろ多いじゃないか。

　それともグリフォンでは平均的なのか？

「というわけで改めてよろしく」

　自然と口から異言語がこぼれ出た。

　なるほど、これは便利だ、これがあれば英語の勉強は不必要だったな。

「はい……よろしくお願いします……お兄ちゃん」

　茶髪の女の子がそう答えた。

　お兄ちゃん……良い響きだ。

「お前、名前はなんていうんだよ！」

　生意気そうな子供が俺に聞いてきた。

「人に名前を聞く前に自分から名乗るべきじゃないか？」

　俺が決まり文句を言うと、子供は舌打ちして名乗る。

「ロンだよ。今までリーダーをしてた。ほら、名乗ったぞ！　お前の名前は何だよ！」

「俺の名前は……」

　そこまで言いかけてふと思う。

　なんて名乗ろうか？

　日本人名を名乗るのか？　だが今の俺は日本人じゃない。日本人名を名乗るのは何か違う気がする。

　いや、名前なんてどうでもいいんだけど。

「俺のここでの名前、どういうのが良いと思いますか？」

　俺はグリフォンに聞いてみた。

「『アルムス』というのはどうだ？」

「どういう意味ですか？」

「特に意味はない。語呂がいいなと思っただけだ」

　なるほど。

「じゃあ俺はアルムスだ。よろしく、ロン君」

　俺は手を伸ばした。ロン君はそっぽを向いてしまう。

　何でだよ。

「お前、何歳だ？」

「二十歳」

「噓つけ!!」

　いや、本当なんだけどな……。

　俺はグリフォンの方を見る。あなたから言ってくださいよ。

「こやつの言っていることは本当だ。気がついたら子供の姿だったそうだぞ？」

「ええっ！　……でもグリフォン様がそう言うなら……」

　ロン君は急にしおらしくなる。

　そして俺を睨んで宣言する。

「俺はまだお前をリーダーとして認めないからな!!」

　まあ気持ちは分かるけどね。突然現れた子供が急に自分たちのリーダーなんてさ。

「ごめんなさい。ロン君は悪気があるんじゃないんです。ちょっとアホなだけで……」

　さっき、俺のことをお兄ちゃんと呼んでくれた女の子がロンを庇う。

「君の名前は？」

「私はソヨンです。ロン君とは幼おさな馴染なじみで……」

　なるほど。幼馴染か。

　こんなに可愛い幼馴染がいるとはロン君は幸せ者だな。

「おい！　アホって何だよ」

「本当のことでしょ」

「アホって言う方がアホだぞ！」

「じゃあロン君もアホじゃん」

「「アホアホアホアホアホアホアホ！」」

　突然仲良く喧けん嘩かを始めた。

　そんな二人のやり取りを見て、他の子供たちも笑っている。

　表面上は賑にぎやかで、楽しそうだ。

　賑やかに笑っていないと、辛いことを思い出してしまうからだろう。

　両親に騙だまされ、森の奥で捨てられて辛くないはずがない。

　必死に忘れようとしているのだ。

　その中でリーダーとして振る舞っていたロン君の負担はどれくらいなものか。

　ソヨンちゃんが俺を歓迎してるのは俺に懐なついたからじゃなくて、ロン君の負担が減ったのが嬉しいからだ。

「絶対に助けてやるからな」

　俺は決意を胸に呟つぶやいた。




　一通り自己紹介が終わった。

　捨てられ方は様々だが全員、親に捨てられたようだ。

　みんな出身地はバラバラ。

　仲良くなったのはここ数日のことらしい。つまり俺が馴染める余地がある。

　男女比は半々といったところ。

　とりあえず重要人物の六人だけを紹介しよう。

　ロン君。十二歳。最年長。今の俺よりも背が高い。少々喧嘩腰だが責任感がある。

　ソヨンちゃん。十二歳。ロン君とは同じ村の出身。結構可愛い。おそらくロン君の嫁。俺には敬語を使っているが、ロン君含めて子供たちには態度がデカい。地味に距離感を感じて寂しい。

　ロズワード君。十一歳。俺が来るまではナンバー２だった。ロン君以上に高圧的。俺のことが気にいらないようである。

　テトラちゃん。十歳。無口。六人の中で一番可愛い。

　グラム君。十歳。小柄で臆おく病びよう。

　ルルちゃん、十歳。すごく小さい。栄養状態……は他の子と一緒だと思うから、多分生まれつきだ。

　この六名がこの集団の中心人物である。

　なお、年は全員数え年のようだ。俺の年齢は不明だが、最年長が十二歳なのでそれに合わせて十二歳という事にしようと思う。

「やっぱり農作業をするしかないと思う」

　俺は六人を目の前に方針を話す。

　ハッキリ言って子供の意見を聞いても意味ない気がするが、一人で勝手に始めるよりはいいだろう。さすがに十歳未満の子供だと話にならないので遠慮してもらったが。

「でもさ、畑作るの滅茶苦茶大変だぜ？　どうするんだよ」

　ロン君の意見。全くその通りである。

　我々のいる場所は木が鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中。辺りには所々根っこが突き出している。

　仮にここを一から開かい墾こんしようとすれば、まず木を切り倒し、切り株を掘り起こし、根っこを切断しながら土を柔らかくしてようやくまともな土になる。さらにそこから作物を育てられる土に変えなければならない。まあ、一年では無理だな。

　致命的なのは全員子供という点。

　まともに鍬くわを握って振り回せる子供は十人にも満たないだろう。

　だがやらないよりはマシだ。

「無理だよ無理。やめようぜ」

　ロズワード君は足を投げ出してやる気のなさそうに言ってから、俺を睨む。

「こんな奴の言うことなんか聞いても碌ろくなことにならないよ。なあ、そう思うよな。テトラ？」

「……かといって他に具体案はない」

　テトラちゃんは俺の意見に賛成のようである。

「グラム君はどう思う？」

「え！　いえ、その……分かんないです」

　おどおどした表情のグラム君。

　まあ分からないのは当然だな。子供なんてみんなそんなもんだ。

「はーい！　はーい！　私は賛成です!!」

　聞いてもいないのにルルちゃんが元気に手を上げた。まあ、賛成してくれるのは嬉しいけどね。

「でもどうやって耕すんですか？」

　ソヨンちゃんが手を上げて質問した。

「鉄製農具を手に入れる。それがあれば大分楽になると思うよ」

「どうやって？」

「物々交換をする」

「鉄製農具と交換する物があったらとっくに胃袋に収めてるよ。バカじゃねえの」

「交換する物には少しだけ心当たりがある。残念ながら食えないが」

　俺の言葉に六人が一斉に首を傾げる。なんか可愛いな。

「おい、持ってきたぞ」

　みんなと話していると、グリフォンの声が耳に入った。どうやら目当ての物を持って来てくれたらしい。

「ありがとうございます。こいつがあればなんとかなります」

　俺はグリフォンから大量の剣や槍を受け取る。七割が鉄製で、三割が青銅製だ。

　これらの武器は勇敢な者たちバカがグリフォンを倒すために持ってきて、そしてグリフォンに食われたことでゴミになった物だ。

　グリフォンのような生き物なら定期的に勝負を挑まれるのでは？　と思い、もしかしたらと思っていたが、こんなにあるとは思わなかった。

「気にすることはない。我にはこのような牙や爪は必要ないからな。なかなか土に返らないし、臭いし困っていたところだ。早く処分してくれ。では、まだまだ大量に残っておるから取りに行く」

　グリフォンはそう言って飛び去っていく。

「それと鉄製農具を交換するの？」

「そういうことだ。テトラちゃん！」

　俺はテトラちゃんの頭を撫なでようとして、躱かわされる。

　お兄さん、悲しいよ。

「それで食べ物買えばいいんじゃないの？」

　ロン君の質問にテトラちゃんが答える。

「買ったらそれっきり。食糧は得られない」

「あ、それもそうか」

　それに食糧は三年間はグリフォンが恵んでくれるので、交換する必要もない。

「でも鉄製農具だけで簡単に土を掘り起こせるんですか？」

　ルルちゃんが首を傾げた。

「柔らかいところを探すしか。最悪大人を雇えばいい。鉄剣をあげるからちょっとだけ手伝ってって言えば条件次第で手伝ってくれるだろ」

　グリフォンの権威は偉大みたいだし。

　他にもグリフォン本人に手伝ってもらったり、三年が過ぎた場合鉄剣を売って時間を稼いだりと手段はいろいろとある。

　とりあえずこの武器を農具と交換する方針でいこう。

　反対意見は出ないか。代案も無しに反対されても困るだけだけどね。

「問題はどこで交換するかなんだけど……この辺りの地理を知ってる人はいないか？」

　俺はそう言いながらロン君を見る。ロン君は凄まじい速度で首を振る。

「無理無理。俺は村の周りのことしか知らないよ。ソヨンは？」

「ごめんなさい……私も知りません」

「ロズワード君は？」

「え!?　俺は……その……知ってるけど言えないというか……」

「つまり知らないんだね。グラム君は？」

「す、す、す、す、すみません……」

　まあ仕方がないか。青銅器が現役なレベルの文明じゃね。農民の子供なら自分の村と周辺程度しか知らないのは、おかしなことではない。

「テトラちゃんは？」

「知ってる」

　そうかやっぱり……え!?

「知ってるの？」

「少しは」

　そう言ってテトラちゃんはこの森の周囲の地理について話してくれた。

　この森の名前はロマリアの森というらしい。

　そして森の東側にはロサイス王の国という中堅国。北西にはギルベッド王の国という大国。北東にはドモルガル王の国という大国。そしてギルベッド王とドモルガル王の国より北にはファルダーム王の国があるとか。












「ロサイス王の国は製鉄技術が未熟だから、鉄製農具は普及してない。でもギルベッド王の国とドモルガル、ファルダーム王の国の製鉄技術は進んでるから、鉄製農具も普及している。そしてギルベッドとドモルガルの両国は今回の飢饉がきっかけでファルダームと戦争中」

「なるほど。つまり今はベストタイミングだな。武器の需要が高まっている」

　どうしてお前、そんなに詳しいの？　と聞きたいところだが今はそれどころじゃない。それに親しくないのに突っ込んで聞くのは失礼だろう。もっと仲良くなってからでいい。

「私が大人だったら……」

　テトラちゃんは俺を真っ直ぐ見つめて言う。

「武器だけ奪う。その辺、どうするの？」

　そうだな。子供とまともに話してくれる大人はあまりいない。平時ならともかく、今は有事。それに彼らにとって戦争に勝つ以上に来年の収穫も同じくらい大切なはずだから、そう易々と鉄製農具はくれないだろう。

「安心しろ。ちゃんと考えてある。こいつを使う」

　俺は大きな羽を五人に見せる。金色に輝く美しい羽だ。

「そ、それはグリフォン様の？」

　グラムは声を震わせる。

「お、お前、盗んできたのか！」

　ロズワードが大きな声を上げた。

　盗んできたとは失敬な。落ちてるのを拾っただけである。

「それをどうするんですか？」

　ソヨンが小首を傾げながら聞く。ソヨンちゃんが一番素直で可愛いな。

「これを見せながら、俺たちはグリフォン様の使いとしてやって来た、と言えばそれなりに交渉ができるんじゃないかな？」

「それって天罰下らない？」

　ロン君が不安そうな顔で聞いてきた。

　グリフォンは確かに立派だけど神様じゃないだろ。天罰なんて下るわけがない。

　だが子供たちは違うらしい。テトラちゃんを除く五人はとても不安そうだ。

　俺と彼らの価値観の違いによって起こる認識のズレだ。

「許可は取った」

　俺がそう言うと、五人は安心した表情を浮かべる。

　確かにグリフォンは怖いけど、そこまで怯おびえるほどの存在じゃないように感じるけどな。何だかんだで面倒見もいいし。

「じゃあ早速行こう。とりあえず今この場にある鉄剣十本と青銅剣六本を交換する。全部交換するといざというときに困りそうだし」

　今早急に必要なのは農具だが、他にも必要なものがあるからだ。

「全員で行くのは危険だな。誰か行きたい人！」

　そう言うとグラム君とロズワード君が手を上げた。

「よし行こう！　テトラちゃん」

　俺はテトラちゃんの手を握る。テトラちゃんは怪け訝げんな顔をする。

「私、手を上げてない」

「君以外、地理を知ってる人がいないからね。それに一番賢そうだし」

　俺がそう言うと、テトラちゃんは大きな溜息をついた。





　　　　　※






「というわけで交換して欲しいんですが」

　俺の言葉にドモルガル王の国のとある村の村長さんが不審そうな顔を浮かべた。

　突然自称グリフォン様の使いが現れて、武器と農具の交換を迫ってきたら誰だって不審に思うだろう。

　気持ちはすごい分かるよ。

　村長さんは俺たちの持っている剣とグリフォンの羽を交互に見る。

「村長！　鍛冶師を連れてきました！」

　二人組が走ってくる。

　そのうちの一人が俺たちの持っている剣を吟ぎん味みし始める。

　おそらく鍛冶師と思われる男の顔に驚きの色が浮かぶ。

　この剣は全てグリフォンを倒そうとしてやって来た勇者が持ってきた剣。錆さびてはいても名剣であることに変わりはない。

　それが農具と交換できるんだぜ？　安い交換だろ？

「何が欲しい？」

「そうだな。鍬くわを十本。斧を三本。鎌を八本貰おうかな」

　鉄製農具といっても、鉄が使われているのは先端だけだ。それに比べて俺が持ってきた鉄剣は持ち手以外はオール鉄製である。

　本当は鉄の量からしてもっと要求してもよさそうだが、こちらは子供。

　少し下げた要求をしておく。

　村長は散々悩んだ結果、交換することに了承してくれた。

　戦況が悪化すれば鉄製武器の需要はより高まるし、悪い話でもないだろうしね。

　鉄製農具を手に入れた後、俺たちは一度自分たちの村に帰還した。




　土地を開墾する。

　言葉にするのは簡単だが、先ほど説明したように一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできることではない。

　とはいえ素人考えだが三年あればそれなりの物ができるのではないだろうか？

　というかできてもらわないと困る。

　無論、全員分の腹が満たせるほど広大な畑を耕せるとは毛頭思っていないから、農業以外のこともするつもりだ。

　狩猟、採取、漁労。他にもグリフォン……いや、お世話になるのだから様を付けるべきだろう。グリフォン様が食糧として持ってきてくれる獣の皮や牙を売るのもありだと思う。

　で、本題に入るがまずはどこを開墾するかという話になる。

　一体どんな土地が農業に適しているか分からない。というかこの森の木を切ってもいいかどうかグリフォン様にお伺いを立てねばならない。

　ダメと言われたらどこか別の場所を探す必要がある。

「というわけなんですがどうでしょう？」

「別に構わん。我の領地は森の奥深く。そこを荒らさないのであれば火を放とうが木を切断しようが好きにするといい」

　意外にあっさりと許可が出た。拍子抜けだ。

「お前たちは本当に土を引ひっ掻かくのが好きだな。我にはあんな面倒なことはできん。あ、そう言えば……」

「そう言えば？」

「確か三十年前に人間がこの森に村を作ったことがあったな。疫えき病びようが流行ったのが原因で放棄したようだが。そう言えば奴ら、我の祟たたりとか言っておったな。全く心外だ」

　ぶつぶつと文句を言い始めるグリフォン様。

　だが俺にとって重大なのは村が滅んだ理由ではない。

「そんな便利な場所があるなら最初に言ってくださいよ！　どこにあるんですか？」

「うむ……我も昔のことだから記憶が定かではない。とりあえず乗れ。空から見れば分かるだろう。分からなかったら諦めろ」

　そう言ってグリフォン様は俺に背中を見せてきた。

　いや、乗れって……。

　落ちたら死ぬじゃん。

「早くしろ」

「了解いたしました」

　俺は言われるままにグリフォン様の背中によじ登る。登ってみると、いかにグリフォン様が大きいか分かるな。

　もし俺が美味しそうだったら一飲みで食われていたんだろうな……。

「行くぞ」

「っひえ！！！」

　口から変な声が出た。

　下腹の辺りがフワッとする。

　俺、ジェットコースター苦手なんだよな……。

　グリフォン様は俺に構うことなくどんどん高度を上げていく。

　ふと下を見てしまった。

「うわあああああ！！！」

「おい、騒ぐな。首を絞めるな！」

　俺は思わずグリフォン様を強く締め上げてしまう。

　命綱もなしに空を飛ぶとか……。

　歯が自然とカチカチと鳴る。

「……漏らしたらどうしましょう？」

「突き落とす」

　そんなやり取りをしていると、突然グリフォン様が止まる。

「確かこの辺だったが……あったぞ。喜べ」

　俺は恐る恐る下を見る。

　確かにそこには不自然に木が少なく、家らしきものの残ざん骸がいがあった。

「降りるぞ」

「ちょ、早い。早い！！！」




「ふむ。やはり一部森に呑のまれているが……まあ一から作るよりはマシではないか？」

「そうですね」

　村の跡地は俺が思っていたよりもかなり良い土地だった。

　村の中心には川が通っていて、真水を得るのも簡単そうだ。

　住居はほとんどが壊れていたが、中には修理すれば使えそうな家もある。

　さすがに畑は雑草まみれだが、掘り返せば問題ない。少なくとも一から作るよりも簡単である。

　問題は子供の力だけで農業ができるかという根本的な問題だが、できるできないというよりも、できなくてはならないし、できるようにしなくてはならない。

　ダメだったらグリフォン様に手伝ってもらえばいい。グリフォン様なら土を掘り起こす程度は朝飯前だろう。

「いやー、ありがとうございます。このままだと一から畑を作らなければならないところでしたよ」

「別に我が耕したわけではないがな」

「ここの連中が出ていったのはあなたのおかげじゃないですか」

　グリフォン様様だ。まあ、グリフォン様が俺に頼んできたことなので、グリフォン様が協力するのは当然のことだが。

　さて、一つ問題が解決したことだし、ここにはグリフォン様と二人っきりだし……。少し疑問に思っていたことを聞いてみるか。

「ところで一つ、子供たちについて聞いてもいいですか？」

「何だ？」

「飢き饉きんが起こったんですよね？　子供たちの村では。原因は何か知っていますか？」

「子供たちの会話からおそらく作物の病だ」

「何の作物の病ですか？」

「小麦だな。おそらく、人為的に呪いで引き起こされたモノだ」

「は!?」

　呪い？　なに言ってるんだか……。

「何だ？　その顔は。呪いは実在するぞ」

「証拠はなんですか？」

「我とお主が会話していることだ」

　それを言われると俺も黙るしかない。

　まあ確かに異世界や加護が実在するなら呪いの一つや二つ、あっても可お笑かしくないかもしれない。

　でも誰が呪いをかけるんだよ。

「お主らは同種同士で殺し合いをするのが大好きな種族ではないか。どこかの群れが他の群れの力を弱めようと謀はかるのは可笑しなことか？」

「うーん、そう言われるとそうなんですけどね」

　遠方から呪うだけで敵対している国の国力が落ちてくれればこれほど嬉しいことはない。実在するなら便利なツールだ。

「これほど広範囲の呪いだ。相当の術者がいるのだろうな」

「感心している場合なんですか？　それまたやられたら俺たちが農作業をしても意味がなくなっちゃうじゃないですか」

「ん？　大丈夫であろう。人間は臆病だからな。我が領地とその領地に近い森に呪いをかけるとは思えん。それに呪いはそう何発も連発できるようなモノではない」

　そういうモノなのか……。

　グリフォン様の方が俺よりもこの世界の事情に詳しい。

　グリフォン様が大丈夫と言うなら大丈夫なんだろう。多分。

「じゃあ子供たちをここに呼び寄せますか」

「うむ。だが移動は明日にしておいた方が良いぞ。今からやれば日が暮れる」

　グリフォン様は太陽を見ながら言った。

　現在、太陽は真上から少し傾いているから……午後二時といったところか。

　ここから洞窟までかなり距離があるため、子供たちの足では深夜の移動になる。

　グリフォン様が運んでくれればあっという間だけど、嫌がるだろうしな。

　それに子供たちも遠慮して嫌がるだろうし。

「では背中に乗れ」

「うっ……やっぱり乗らなきゃダメか……」

　俺は悲鳴を上げながら帰路についた。




「というわけでここが俺たちのニューホームだ」

「おお！」

　子供たちが歓声を上げた。

「で、リーダー。まずは何をするんだよ」

　ロン君が言った。

「リーダー？」

「い、いや別にお前のことを完全に認めたわけじゃないんだぞ。ちょっとだ。ちょっとだけ認めてるだけなんだからな！」

「ロン君……もっと素直になりなよ」

　俺の目の前でロン君とソヨンちゃんが喧嘩を始める。

　可笑しいな。俺、まだ成果出してないだろ。鉄剣を鉄製農具と交換しただけだぞ？

　俺がそう思っていると、テトラちゃんが俺に耳打ちしてきた。

「あなたが来るまでこの集団はグダグダだった。何か意見が出ると反対意見で潰れて、だからといって反対を言った側には代案がない。小さい子供が母親に会いたいと駄だ々だをこねて泣きだし、ロンとロズワードが喧嘩をする。それが今、この状態にまで持ってこれた」

「俺が良かったというよりも前が悪かったって感じだな」

　俺からすれば鉄剣を何かと交換するという発想は普通の気がするが、ロン君たちにとっては奇抜な発想に思えたのだろう。

　もっとも、俺は大人で彼らは子供。人生経験の差が出るのは当然。過大評価だ。

「で、何を育てるんだよ」

　ロズワード君が俺を睨みつけながら尋ねる。

　なぜ、こんなにもこの子は高圧的なのか……。

　子供なんてこんなものか。

「輪りん栽さい式しき農のう業ぎようをやろうと思う」

「りんさ？　旨うまいのか？」

　いや、多分美味しくない。

「ざっくり説明すると、大麦（春はる蒔まき）→クローバー→小麦（秋蒔き）→カブ→の順番で四年周期で育てるんだよ」

　子供たちによると今が小麦の刈り入れ季節らしいので、残念ながら小麦は来年である。今の季節から考えるとカブから育てることになりそうだ。

「何でそんな面倒くさいことするんだよ」

「畑って長い間使ってると作物の育ちが悪くなることは知ってるよね？　クローバーは畑に力を与える効果があるんだよ。そうすることで年中作物が育てられる」

　と、まるで魔法のような話だが魔法ではないので欠点はある。

　畑を四分割して一年周期で回すので、二分割の二に圃ほ式しき農業や三分割の三さん圃ぽ式しき農業よりも、一度に収穫できる穀物の量は減るのだ。

　またクローバーをただ植えるだけではなく、そこで家畜を育ててその糞ふん尿にようを肥ひ料りようとして有効利用しなければ地力回復の効果は薄い。

　この輪栽式農業の利点はカブを冬の家畜の餌えさとして用意することで、家畜を冬に殺すことなく、農耕家畜を維持できる点にある。

　つまり家畜がいなければ話にならないが……今はいいとしよう。

　ロズワード君はまだ首を捻ひねっている。さっぱり分からんという表情だ。

「じゃあ早速方針は決まったところで……」

　子供たちの視線が一斉に俺に向く。

「まずは家を修理しようか」

　俺はボロボロの住居を指さして言った。
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　家を修理し終えるのに三日も消費してしまった。

　さて、これでようやく農業の方に取り掛かれる。

　先ほども述べたが、輪栽式農業の肝きもは家畜にある。

　しかし馬や牛を子供だけで育てるのは無理がある。というか、育て方が分からない。

　しかし家畜がいなければクローバーもカブも無駄になる。

　そこで……。

「ヤギを三、四匹手に入れようかなと思う」

　俺は子供たちにそう宣言した。

　俺のいた養護施設は田舎にあり、近所には畜産を営んでいる人も多くいた。

　仕事を少し手伝う代わりに、食べ物を融通してもらったりしていたのだが、その家畜の中にはヤギもいた。

　ヤギは基本的に何でも……木の皮だって食べて生活できる逞たくましい生き物だから、比較的飼育は簡単なはずだ。

「でもさ、飢饉の後だから家畜の交換は厳しいんじゃね？」

　ロン君が問題点を指摘する。当然、問題については考えてある。

「東のロサイス王の国の村に行く。あそこは製鉄技術が未熟らしいし、鉄は貴重品なはず。悪い交換にはならないよ」

　少し遠いがグリフォン様に運んでもらえばあっという間だろう。




「よし、これでいいか」

　俺は鉄と交換して手に入れたヤギ四匹を柵に入れ終える。

　柵はあまり丈夫ではないのであとで補強する必要性がある。

　万が一脱走されては大損なので、グリフォン様には脱走したら食い殺すとヤギたちに脅しをかけてもらうように頼んだ。

　グリフォン様は加護の力でヤギとも会話できるのだ。

　グリフォン様は無実の動物を脅すのは気が乗らないと言いながらも、ノリノリで脅していた。

「こんなに急いでヤギを飼う必要性あったの？　めんどいだけ」

　テトラちゃんがそう言った。

　まあ気持ちは分かるけどね。今から大麦を植えなければならないというのに、ヤギの世話という面倒な作業をする必要が出てしまう。

　だが俺には急がなきゃいけない理由があった。

「ヤギの乳はさ、不味いけど栄養があるんだよ」

「…………」

　テトラちゃんが怪け訝げんな顔をする。

「グリフォン様の持ってきてくれるのは肉や木の実ばかり。栄養が偏かたよるのは良くないよ。乳には骨の成長に不可欠なカルシウムが含まれているし」

「ふーん」

「分かってくれたか？」

「あなたが私たちのことを考えていることだけは」

　そう言ってテトラちゃんは笑った。

　この子の笑顔を見るのは初めてだな。
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　ヤギを手に入れてから一週間後の事……。

　俺は近くの村から手に入れた子供用の弓矢で狩猟の練習をしていた。

　肉はグリフォン様が手に入れてくれるので不足していないが、三年が過ぎたら肉は貰えなくなる。今のうちに練習しておいてしまおうということだ。

　俺から十メートル先に立てられた板を睨みながら、弓を引く。

　矢を引き絞り、狙いを澄まし、放つ。

　矢は見事に板の横を通過して森の中へ消えた。

　あれ？

「リーダー下手くそ。これで十回目だよ」

「う、うるせえよ！　じゃあお前できるのか!!」

　俺は弓をロン君に押し付けた。

　物々交換で手に入れた子供用の弓とはいえ、弓は弓。一朝一夕で射れるわけがない。

　弓を的に当てるには高い技量が必要なのだ。つまり俺が下手なのではなく、弓が難しいだけ……のはずだ。

　ロン君は矢を引き絞り、狙いを澄ませる。

　そして放つ。

　矢は板のすぐ手前の地面にめり込んだ。

「ロン君もできないのか。これじゃあ狩猟ができないじゃないか。どうしよう。困った」

「そんな嬉しそうな顔で言うなよ！　大人げないぞ!!」

「俺、子供だよ？」

「精神は大人なんだろ!!」

　俺とロン君が言い争いをしていると、グラム君が俺たちから弓を奪った。

　そして無言で引き絞り、放つ。

　矢は見事に板に命中した。

「噓だろ!!」

「グラムができるなんて可笑しい!!」

「そ、そんなこと言われても……」

　まぐれだ。まぐれに違いない。

　見るからに運うん動どう音おん痴ちそうなグラム君が矢を命中させるなんてあるはずがない。

「もう一回やってみて」

「う、うん」

　グラム君は頷き、再び弓を引き絞り……矢はあっさり板に命中した。

　これはまぐれじゃないみたいだな……。

「俺でさえかなり硬く感じる弓の弦をあっさり引き絞り、そして俺が掠かすりもさせられなかった板にあっさり命中させる……実は君、運動神経いいの？」

「え？　う、うん……多分……」

　多分って何なんだよ。もっと自信持てよ。

「コツを教えてくれ」

「えっと……弓や腕じゃなくて、背中で引くんだよ」

　背中で引く？

　とりあえずグラムに手取り、足取り、教えてもらう。

　そうしたら簡単に引き絞ることができた。

　当たらなかったけど。

　まあいい。狩猟はグラム君に任せよう。

「この三年が過ぎたらグリフォン様の支援はなくなる。そうすると肉が食べられなくなる。俺たちが肉を食えるかどうかは君の腕前に懸かっている。頑張ってくれ！」

　俺はそう言ってグラム君の肩を叩くとグラム君は緊張した顔で頷いた。

「でも弓って一本しかないよな？　グラムだけじゃ厳しくない？」

「まあまあ、慌てるな。俺も考えてある。とりあえずこれを見て欲しい」

「なにこれ？　袋？」

「投石器だよ」

　グリフォン様が狩ってきてくれた兎の皮で作った俺の力作だ。

　構造は簡単だが、結構苦労した。素人が下手に手を出すモノじゃないな。

「こうやって使う」

　俺は投石器に石をセットして、大きく腕を振ると……石は弧を描いて飛んでいった。

「訓練すれば鳥くらいは落とせるようになるかもしれない。それに何より作るのが簡単だ。すでに三つできてる。手伝ってくれれば全員分、あっという間に用意できる」
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「この草は食べられる。あの木の実はそのまま食べれば腹を下すが、水に漬ければ毒素が抜ける」

「さすがグリフォン様。ところでグリフォン様は肉以外も食べるんですか？」

「当たり前だ。我もたまには草を食べたくなる時があるのでな」

　狩猟は大切だが、採取も大切。何しろ動かない物を取るので、子供ばかりの俺たちでも簡単にできる……がどれが食べられるか分からないので教えて欲しいとグリフォン様に頼んだのが先日の事。

　こうしてグリフォン様にご教授頂いているというわけだ。

　それにしてもグリフォン様って野菜とか果物も食べるんだね。

　というか上半身は鳥なんだから木の実を食べても何も可笑しくないな。

　いや、鳥は鳥でも猛もう禽きん類るいだから可笑しいか？

　そう言えばグリフォン様って鳥類と哺ほ乳にゆう類るい、どちらなんだろうか？

「グリフォン様、今日はありがとうございます」

「うむ。では我はそろそろ領地へ戻るぞ。眠いのでな」

　グリフォン様はそう言ってあっという間に飛び去ってしまった。

「俺もそろそろ戻るかな」

　村に帰ろうとした時だった。

　叫び声が上がった。

　これはロズワード君の声!!

　俺は走り出した。

　護身用として持ってきた鉄剣の柄を握る。

　どんな動物も顔は弱い。

　顔を殴れば驚いて退散してくれるだろう。

　もし怒り狂ってくるようなら……ロズワード君だけを逃がそう。どうせなくなるはずだった命なのだから。

　走っていると、男の声が風に乗って聞こえてきた。

「おい、動くなクソガキ！」

「やめろ!!　俺なんか攫さらってもしょうがないぞ。俺は親に捨てられたんだ！　俺の親はお前に食糧なんて渡さない!!」

「バカだな！　そんなことは知ってるんだよ。鉄剣をたくさん持ってるんだろ？」

　相手は人……鉄剣の交換が裏目に出たか。しかし、狼や熊よりは遙かにマシだな。

　昔、養護施設の院長に剣道を習った時は絶対に役に立たないと思っていたが……まさか役に立ってしまう時が来るとは。

　俺の目がロズワード君と男を捉える。

　見たところロズワード君には怪我はなく、男は単独。

　しかも男の背後を取ることができている。

　先手必勝。俺は男の後頭部に目掛けて石を投げた。

　投石器から放たれた石は見事に男の頭にヒット。

「痛ってえ！」

　男はロズワード君を放して、頭を抱える。

「ロズワード君!!　今のうちに！」

　俺がそう言うと、ロズワード君は俺の方へ走ってきた。

「待て！　クソガキ!!」

　不味いな、追いつかれる。

「ロズワード君はそのまま逃げろ！　ここは俺が食い止める」

「で、でも……」

「早くしろ!!」

　俺が怒鳴ると、ロズワード君は一目散に逃げ出した。それでいい。

「お、仲間を先に行かせてお前が時間を稼ぐってことか？　泣けるねえ。それにしてもお前、結構可愛い顔してるじゃん」

　男は木の棒を手に、ニヤニヤ笑う。命も危ないが後ろの貞てい操そうも危なそうだな。

　木の棒といってもかなり太い。当たり所によっては即死だ。

「一つ聞かせてくれ。お前の目的は？」

「お前らから鉄剣をせしめることだよ」

「その後は？」

「その剣を食糧に変える。畑仕事なんかしたくねえんだよ」

「そうか、それは安心した」

「安心？」

「お前が馬鹿でクズということにだ！」

　俺は鉄剣を引き抜き、一気に男に肉薄した。

　男は木の棒で防御しようとするが、遅い。

　俺の鉄剣は木の棒ごと男の肉を切り裂いた。

「ぎゃあああああ!!」

「死ね!!」

　俺はもう一度剣を振り上げ、心臓に突き刺した。

　鮮血が吹き上げて倒れた。

「良かった。油断してくれて」

　戦いでものを言うのはまず体格だ。背が高い方が相手を見下ろせて有利だし、巨体の方が力が出る。

　俺とこいつの戦力差は剣道の技術や武器の質を考慮しても離れていた。

　だが素人同士なら一度肉薄してしまえば変わらない。

　刺した者勝ちだ。

「仕方がなかった。このまま放っておけば俺の尻が犯されていた。剣が奪われれば飢える可能性もある。それに村の場所が知れて、大人が大勢来る可能性もある。ここで殺す必要があった。仕方がなかった」

　俺は自分を正当化する。正しかった。こうする以外、道はなかったと。

　そして死体を見下ろす。

　直後、猛烈な吐き気が込み上げてきて……。

　俺は胃の中の物をぶちまけた。

「リーダー!!　大丈夫？」

　ロン君の声が耳に聞こえる。

　鉄剣を持った子供たちが目の前にいた。

　ロズワード君も元気そうだ。

「大丈夫だ。俺は無事だよ」

「兄さん！　大丈夫？」

　ロズワード君が俺の顔を覗き込んできた。

　兄さんか……いい響きだな。

「大丈夫だよ。心配かけてすまなかったな」

　俺はロズワード君の頭を撫でた。

　ロズワード君は泣きながら俺の胸に飛び込んでくる。

「心配したんだよ！　俺のせいで兄さんが死んじゃうかもって思って……それで!!」

「すまなかったな。ちょっと慣れないことをして疲れただけだから」

　俺はロズワード君の頭を撫で続けた。
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「ということがありまして」

　翌日、俺は事の顚てん末まつをグリフォン様に伝えた。俺たちの保護者はグリフォン様だからこういった重要なことを説明する義務がある。それに気になることもあるしな。

「それは大変だったな。まあ気にする必要はない。同族同士殺し合うのは何も人間だけではないのでな。それに蟻も人間も同じ命。飯を食うのと同じだと考えれば大して気にならんだろう？」

「おっしゃっていることは分かりますが……人間そんなに簡単に割り切れないんですよ」

　別にあの男のことを可哀想とか少しも思っていないし、殺したことを後悔してもいない。同じような事態になったら、結局殺すだろう。

　だが言いようのない不快感があるのだ。

「うむ。人間という生き物は群れを作る。故に同族を殺して不快に思う……ということは悪いことではない。お前の仕事は子守り。ちゃんと子供が群れに戻れるようにすることだ」

　グリフォン様は鼻を鳴らして言った。

「ところでそんなことを報告するためだけに訪れたのか？」

「いや、それがですね……ちょっと見て欲しいんですよ」

　俺は持ってきた大人の腕ほどもある太い枝をグリフォン様に見せる。

　それをグリフォン様の目の前で折って見せた。

「それがどうした？」

「いやいや、可笑しいでしょ。十二歳の子供がこんな怪力なんて!!」

「そうか？　我は片手で木をなぎ倒す人間ばかりがいる一族を見たことがあるが」

「それ、絶対人じゃないです」

　オークかトロールの類じゃないのか？

　オークやトロールがこの世界にいるかどうか知らないけどさ。

「まあ安心せよ。奴らは三千年も前にこの地から去った」

「それは安心しました」

　そんな奴らがやってきたらどんなに頭を捻っても、勇気を振り絞っても勝てる気がしない。

「で、その微妙な力を見せびらかしに来たのか？」

「いや、そうじゃないですよ。何でいきなりこんな怪力になったのか聞きに来たんです」

　俺はつい最近まで普通の十二歳児だったはずだ。

　それが最近になって怪力になった。

　今思えば、鉄剣と鉄製農具を交換した辺りから少しずつ違和感があった……ような気がする。

　だがガラッと変わったのは男を殺した後だ。

　数千年生きてきたグリフォン様ならこの珍事について何か知っているのではないかと考え、訪れたというわけである。

「お主の体のことなんぞ、我に分かるわけなかろう。まあ答えをあえて出すというのであれば、加護だろうな。お主は迷い人。小僧共に好かれてここまで連れてこられたのだから、小僧共から寵ちよう愛あいの一つや二つ貰えるのは当然の権利と言える」

「小僧共……というのは？」

「小僧共は小僧共だ。まあ、あまり関わらないに越したことはない」

　どうやら知らない方が良さそうな存在のようだな。藪やぶ蛇へびを突かないようにしよう。

「もう言いたいことは済んだか？」

「ええ。消化不良ですが。一人で考えてみます」

　俺はグリフォン様の巣穴から立ち去った。





　　　　　※






　それから約一か月と半月ほど経った。

　あいにく、労働力不足のせいで畑はあまり広げられなかった。しかし家庭菜園よりは大きな規模でカブを育てることには成功した。

　カブは六十日ほどで大きく育ち、かつ育てるのが簡単なので俺たちにはうってつけの作物と言える。

　なお、カブの種は鉄器との交換で入手した。元の世界と同じ作物があって良かった。

　カブの栽培は一応順調と言える。強しいて言えば……。




「リーダー！　ここにも虫がいる！」　（ロンが葉っぱを捲りながら）

「うわ、マジかよ」　（ロズワードが覗き込みながら）

「キリがないね」　（溜息交じりにソヨンが呟きながら）

「っひ！」　（テトラが軽く悲鳴を上げながら）

「…………」　（無言で踏みつぶすグラム）

　という感じである。

　見つけ次第始末しているが、キリがない。

　森の中にあるという立地と夏真っ盛りという季節が悪いのかもしれない。

　だが俺はついに打開策を見つけたのだ!!

「これを見ろ」

「何それ」

「シロバナムシヨケギクという花だ。通称除じよ虫ちゆう菊ぎく」

　この花はピレスロイドという殺虫作用のある成分を含んでいる。

　天然の殺虫剤だ。ピレスロイドは俺たち哺乳類には作用が薄いので、とても安全だ。

　ちなみに蚊か取とり線せん香こうの材料でもある。

　除虫菊の原産地は地中海沿岸。この辺りの気候は地中海沿岸部に似ているのでもしかしたら生えているのではないかと思って探してみて正解だった。

「こいつの群ぐん生せい地ちを見つけた。これを煮詰めて、カブに掛ければ虫は消滅するはずだ」

「それはいい。大賛成」

　テトラが嬉しそうに言った。彼女は虫嫌いなのだ。

「マジで？　それいいじゃん。早速摘つみに行こうよ」

　ロンも賛成してくれる。

　みんな異存はないようだ。当たり前だけど。

「じゃあ行こう！」

　早速花畑に向かった。




　花畑で俺たちは黙々と花を摘む。

　とてもロマンチックだが、使用用途は殺虫剤なので少々シュールな光景だ。

「テトラ、これを」

　俺は花束状にした菊をテトラに手渡す。これで両手が空く。

「え！　そ、そんないきなり……」

　なぜかテトラが顔を赤くした。

「……テトラちゃん」

　ソヨンが呆れた顔でテトラに耳打ちする。するとテトラの顔がさらに赤くなる。

「……紛らわしい……」

　なぜか睨まれた。理不尽だ。

「とりあえずこれくらいでいいかな。大量にとってなくなるのは問題だし」

　できれば村で育てたいが、そんな暇いとまはない。植えるだけで虫が寄ってこなくなるんだけどな。




　村に帰ってから、一週間ほど前の物々交換で手に入れた土器に花と水を入れる。

「次はこれを煮詰める」

　薪まきをくべて、ゆっくりと時間をかけて煮詰めていく。

　後はこれを冷まして、カブの葉っぱに散布すればいい。

「本当に効果あるの？」

「多分」

　俺も実際に使ったことはないから分からない。蚊に効くのは間違いないけど。

「ところで、何でそれで虫が死ぬんですか？　呪い？」

　ソヨンが聞いてきた。そういう方向の発想をするか……。

「毒だからだよ」

　俺がそう言うと、子供たちが顔をギョッとさせる。

「大丈夫大丈夫。人には効かないからね。大量に飲めば分からないけど」

　そう言うと、子供たちは安心した表情を浮かべた。

　……アルムスが大丈夫って言ってるから大丈夫に決まってるという発想なんだろうな。嬉しいけど、複雑だ。できれば自分の頭で考えて欲しい。

「じゃあ早速散布しようか」

　こうして害虫を追い払うことに成功した。
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「あ、見えてきたぞ」

「本当だ!!」

「おお！！！」

　俺は遠方に見える城壁を指さした。

　城壁に囲まれた場所……つまり街。それもロサイス王の国の首都である。

　人間の生活に必要なのは衣食住だが、現在確保できているのは食と住だけ。それに森で得られるモノだけだと、食にも偏りが出る。

　というわけで、街に買い出しにやって来たのだ。連れはロンとロズワードの二人だ。

　本当はグラムも連れてきたかったが、もしもの時の村の防衛力を考えると残しておいた方が良いと判断した。まあ、抵抗できるとは思えないが逃げる時の先導はしてくれるだろう。

　少々オツムの弱い二人の子守りとしてテトラも連れてくる予定だったが……森の周りの村ならともかく、遠くの街。それもロサイス王の国は怖いそうだ。まあ、嫌なことがあったんだろう。彼女は謎が多い。

　街には入国審査のようなものはなく、案外あっさりと入ることができた。

「ほう、久しぶりに人をたくさん見た。しかし、思っていたよりは綺麗だな」

　中世ヨーロッパでは人間の糞尿を窓から捨てていたので、街は不衛生……と聞いていたが、思っていたほど汚くない。

　まあ、この世界の文明レベルは中世よりも古代寄りだけどな。

「うわあああ！！！　凄い!!　人がいっぱい!!　見て見て、リーダー!!」

「ねえ、あっちに服売ってるよ。ほら、あっちに行こうよ、兄さん!!」

　ロンとロズワードに左右から腕を引っ張られる。悪い気分ではない。まあ、どうせなら可愛い女の子に左右から引っ張られたいなあ……というのはあるけど。

「待て待て、ひとまず換金しよう。お金がないと何もできないからな」

　グリフォン様が狩ってきた獣の牙やロマリアの森で採れる希少な薬草等……換金できる物はたくさんある。

　さて、問題はどこで換金すればいいのか分からないという事だ。物語では冒険者ギルドという、身分証の発行、換金、仕事の斡あつ旋せん、その他諸もろ々もろ必要な事が全てできる便利機関が存在するのだが……。

「すみません。冒険者ギルドってありますか？」

「はあ？」

　通りすがりの商人に尋ねてみたら、「こいつ何を言っているんだ？」という顔をされた。つまり存在しないのだろう。

　俺は質問を変えて再度尋ねる。

「いえ、冗談です。薬草と獣の牙を換金したいのですが、どこで換金できますか？」

「……薬草と獣の牙か。となると、あそこの店だな」

「ありがとうございます」

　俺たちは商人に礼を言って、早速その店に入った。

　店の店主に諸々の物品を換金したいと申し出たところ、すぐに応じてくれた。

　そして始まる値段交渉。

「いやいや、もう少し高くてもいいでしょう？」

「うーん、そう言われてもね。じゃあこの麻の布をつけて、この価格はどうだ？」

「分かりました。それでいいでしょう」

　獣の牙と貨幣、そして麻布を交換する。良い取引ができた。

　さて、次は薬草だな……。

「ああああ！！！　それ、カラメル草でしょ！」

　後ろから甲高い声が聞こえた。振り向くと……。

　そこには十二歳前後の少女がいた。

　均整の取れた顔立ち、美しくて長い紫し紅こう色しよくの髪。

　控えめに言っても美少女。大げさに言えば、ラベンダーの妖精といったところか。

「こ、これはユリア様！」

　先ほどまで俺と熾し烈れつな値段交渉をしていた店主は、少女＝ユリアに対してペコペコと頭を何度も下げる。

　ユリアの方も頭を下げられることには慣れているのか、軽く手を振って応じる。

　……ふむ、あの綺麗な長い髪を維持するのは、文明レベルが古代並みのこの世界ではとても難しいはず。それに着ている服も素人目で高価な品であることが分かる。

　店主の態度と合わせて総合的に判断すると、おそらく王族や貴族階級……いわゆる支配者階級に属する人間だろう。

「ねえ、君？　名前は？」

「……アルムスだけど」

「そう。じゃあアルムス君、それを私に譲って？　無論、タダとは言わないから」

　ユリアは笑みを浮かべて、こちらに手を差し出した。

　俺は思わず店主に視線を合わせる。こんなところで直接取引などやられては商売上がったりじゃないか？

　しかし店主は大きく首を横に振った。なるほど、どうやらユリアの機嫌を損ねたくないようだ。どうやらユリア『様』は相当の大物のようだ。

「えっと……金貨一枚でどうですか？」

　試しに定価よりも少し高めの価格を言ってみる。すると……。

「うん、分かった」

　ユリアはあっさりと俺の掌てのひらに金色の貨幣を置いた。

　俺は慌ててユリアの掌に薬草を置いた。そして試しに聞いてみる。

「それ、何に使うんですか？」

「この草、カラメル草っていうんだけど……大たい麻ま・阿あ片へんと混ぜ合わせると凄い麻薬ができるの!!」












　親はどういう教育をしてるんだ？

　店から出た後もなぜかユリアは俺たちに付きまとってきた。

「ねえねえ、アルムス君」

「アルムスでいいですよ」

「じゃあ私はユリアで。あ、敬語もいいよ。同じ子供同士だからね。そこの二人の名前は？」

　ユリアに気後れしてしまったのか、俺の二歩ほど後ろを歩いているロンとロズワードにユリアは名前を尋ねた。

「ロ、ロンです」

「ロ、ロズワードです」

　普段の元気はどこへやら、二人は小さな声でそう名乗った。

　特に細かいことは気にしない性格なのか、ユリアは気にせず俺に尋ねた。

「ねえねえ、アルムスはどこの出身なの？」

「えっと、ここから一日くらい離れた村かな？」

　噓は言っていない。

「ふーん、ロマリアの森周辺？　このカラメル草ってロマリアの森周辺でしか生えてない貴重な薬草なんだよね。森周辺はほとんど取り尽されちゃってて……どこでこんなにたくさん取れたか教えてくれない？」

　へえ……そんなに貴重な草だったのか。ロマリアの森には群生してて取り放題だったが……これは気を付けないとな。売り過ぎると怪しまれる。

「それを言うと、俺たちが儲もうけられなくなるだろ？」

「あはは、そうだね。うん、それもそうだね。じゃあ、私と契約しようよ。これからこの量のカラメル草を毎月私にちょうだい。金貨一枚で換金してあげる」

　……悪い話じゃないな。

　金貨、と言ってもこの世界には様々な金の含がん有ゆう量りよう、大きさの金貨があるのだが少なくともこの辺りでは金貨と言えばクラリス金貨と呼ばれる金貨を指し、その価値は日本円で約十万円。

　無論、この世界の物価と日本の物価は合致しないので厳密に十万円とは言えないが、どちらにせよ大金だ。断る道理はない。

「分かったよ。契約だ」

「じゃあ……毎月、月初めに交換するという事で。待ち合わせは……さっきのお店でいい？」

「いいよ。そうしよう」

　ユリアは嬉しそうに微笑ほほえんだ。思わず俺の心臓が高鳴る。

　……相手は子供だぞ。俺は何してるんだ。

　どうやら恋愛対象となる女性の年齢が、肉体に引っ張られているようだ。そう信じたい。俺は少なくとも、ロリコンになった覚えはない。

「そろそろ、帰らないとお父様に叱られるから。私は帰るね。あ、そうそう……」

　ユリアは悪戯いたずらっぽく微笑み、俺の耳元に唇を寄せた。

「素敵な加護を持ってるね」

　ハッと気が付いた時には、ユリアは俺から距離を取っていた。

「じゃあね、バイバイ。約束だからね。来月、また会おうね！」

　こうして、俺はこれから何十年と付き合っていくことになるユリアと出会ったのだった。
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「今から『おはようございます』と言う。『言語の加護』を切って続けて言って」

「■■■■■」

「■■■■■」

　俺がテトラの真似をすると、テトラは顔を顰しかめた。

「発音が違う。真ん中あたりと最後。もっと注意して聞いて」

　テトラが再び異世界語でおはようございますと言う。

　俺はそれをもう一度、真ん中と最後のアクセントを気にしながら言う。

「その調子。もう一度繰り返して」

「『おはようございます』『おはようございます』」

　今、俺は異世界語を習っている。

　たまに忘れそうになるが、俺はグリフォン様から貸してもらった『言語の加護』を利用することでテトラたちと会話ができている。

　つまりこの加護がないと何もできない。

　しかもこれは借り物。いつかは返さなければならない。

　当然、突然言語能力を失ったら問題だ。

　だからこうしてテトラに教えてもらっているというわけだ。

　ちなみになぜテトラなのかというと、尊敬語と謙譲語と丁寧語を使いこなせるのがテトラしかいないからである。

　子供たちの中では頭一つ……いや三つほど飛び抜けて利発で博識だが、畑仕事等の知識には疎うとい……というところから、良いところのお嬢さんだったのでは？　と推測している。まあ、直接聞くつもりはないが。

「なあ、テトラ。実は聞きたい事があるんだけど……」

「何？」

「テトラの知っている範囲でいいから、地理について詳しく教えてくれないかな？」

　するとテトラは少し迷ったのか、瞳を震わせたが……。

　静かに頷いた。

「ここはロマリアの森。その東にはロサイス王の国、北東にはドモルガル王の国、北西にはギルベッド王の国、その北にはファルダーム王の国という国がある。という話はしたよね？」

「ああ。それは初日に聞いた」

「じゃあ、その続きから」

　テトラから聞いた話を簡単にまとめると……。

　まず今俺たちが立っているこの土地はアデルニア半島と呼ばれる半島にあるらしい。

　アデルニア半島には統一的な王朝は存在しない。そしてアデルニア半島の北にはガリアという地域があり、そのガリアにある王国の一つ、ロゼル王国はアデルニア半島の北半分を征服している。そして南半分はいくつものアデルニア人の諸王国が乱立している。

　そしてアデルニア半島の南の先端には、キリシア人という海の向こう側からやって来た民族が植民都市を築いている。

　キリシア人の国家の多くは共和制を敷いている。

「ちなみに私はキリシア人とアデルニア人のダブル。だからキリシア語も話せる」

「へえ、凄いじゃないか」

　つまり生まれながら二言語を使えるわけだ。羨うらやましい限りだ。

「ところで一つ聞いていいか？」

「何？」

「ロサイス王の国、ってのはロサイス王国じゃダメなのか？」

　俺はてっきり、国の名前には『の』を付けなければならないという慣習でもあるのかと思い込んでいたが、『ロゼル王国』という『の』抜きの国がある以上その思い込みは間違いなのだろう。

「ロサイス王の国……というのは便べん宜ぎ上じようの名前で国名じゃない。ロサイス王の国は、複数の地域有力者である豪族がロサイス氏族を中心に同盟を組んでできた連合国家。豪族は形式上はロサイス王の家か臣しんだけど、本当に家臣だと思っているかどうかは別。少なくとも一つの国家ではない。でも、密接な政治連合。連合以上、国未満。国ではないのだから、国と名付けるのは間違い。でも、名称がないと不便だから便宜上ロサイス王の国。……もう公式化して、国号のようなモノだけど」

　なるほど、なかなか面倒くさそうな政治事情があるようだ。

　しかし、テトラは随分と難しい言葉を知っているな。政治事情にも詳しいし……。

　そう言えば、この世界の教育事情ってどうなってるんだろうか？

　少なくとも、ロンとロズワードの二人は十二までしか数字が数えられないことが、この前の買い物で判明している。なお、十二まで数えられるのは一年が十二か月あるからだ。

「テトラって文字書ける？」

「それなりに」

「数字はどこまで数えられる？　四し則そく演えん算ざんはどこまでできる？」

「数は万の位まで知ってる。四則演算は二ケタの加算と減算まで」

　ふむ。良いところのお嬢さんである可能性が高く、政治事情にも詳しいテトラでもその程度か。やはり根本的な文明レベルが低いのだろう。

「なあ、言葉を覚えたら文字を教えてくれないか？」

　恐らく、この世界では文字を書けたらインテリ扱いされる程度の文明。となれば、文字を扱えた方が信用もされるだろうし、便利だろう。

「ムリ。アデルニア語には文字がないから」

「……ん？」

　先ほど、テトラは自分は文字を書けるといったはずだが……そもそも文字がない？

　それはつまり……。

「もしかして、テトラが書けるのってキリシア語？」

「うん」

　なるほど。大昔の日本と同じという事か。キリシア語＝漢字、と解釈すれば良い。

「じゃあアデルニア語の次はキリシア語を教えてくれ」

「……いいけど」

　よし、これで俺も数年後にはインテリというわけだ。さて……俺ばかり教わるのも悪いし、子供たち全員にもインテリになってもらおうか。

「テトラ。明日から、算数を教えてやるよ」
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「さて、今日からみんなに算数を教える」

　俺は子供たちを掻き集めて、そう宣言した。

「質問です!!」

「何かな？　ルル」

　ルルは小さな腕を精一杯伸ばして、手を上げながら俺に尋ねた。

「何の役に立つんですか！」

　ふむ、良い質問だな。

「俺たちは農業だけじゃ食べていけない。だから採取した薬草とかを売ってお金に換えないといけない。でも、まともに計算できないと商人に騙だまされてしまう。なあ？　ロン、ロズワード」

「は、はい……」

「そ、その通り……です」

　実際にお釣りを誤魔化されかけたロンとロズワードの体験談には説得力がある。

　……まあ、実のところ商人に騙されるのを防ぐというのは理由の一つでしかない。

　本当の目的は子供たちの選択肢を増やすことだ。計算ができれば商人や（この世界に制度として存在するかどうかわからないが）官僚という道も開ける。

「さて、テトラ。まずは十まで数えてくれ」

　幸運なことにこの世界の数字は十じつ進しん法ほう。ユキ語のように八はつ進しん法ほうじゃなくて良かった。

　アメリカの少数民族のユキ族は指の本数ではなく、指の間の股を基準に物を数えるので、ユキ語は十進法ではなく八進法だ。地球は十進法が多数派だが、異世界ではもしかしたら八進法が多数派の可能性を少しだけ心配していたのだが、杞き憂ゆうだったみたいだ。

「一、二、三、四、五、六、七、八、九、十！」

　テトラは元気良く、十まで数える。……うーん、重要なのが一つ抜けてるな。

「ゼロが抜けてるな」

「……ゼロ？」

　テトラは首を傾げ、キョトンとした表情を浮かべている。……俺、何かおかしなことを言ったか？　あ、そうか！

「もしかしてゼロをみんな知らない？」

　子供たちは一斉に首を縦に振った。なるほど、ゼロの概念がなかったか。

　まあ、おかしな話ではない。西暦が一年から始まってるのも、当時ゼロの概念がなかったからだしな。

「ゼロ、というのは何もないという意味の数字だ。こうやって書く」

　俺は地面に枝で縦長の丸を書く。せっかくなので、ついでにアラビア数字も教える。

　三千二百四十三をアラビア数字で表すと３２４３。三文字も省略できる。アラビア数字は非常に合理的な数字なのだ。人類史上十指に入る発明品だと個人的に考えている。

　そもそも文字を知らない子供たちにとって、アラビア数字は初めてみる『書かれた数字』。特に違和感なく、受け入れられた。もっとも……。

「面倒くさい……」

「まあまあ。慣れればこっちの方が楽だからさ」

　すでに数字を万まで書けるテトラからすると、面倒この上ないだろうが我慢してもらう。

　思った以上にゼロの概念はあっさりと受け入れてもらえた。やはり子供だから頭が柔らかいのだろう。
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　算数を教えてからはや一か月が過ぎた。

　子供たちはスポンジが水を吸収するように習得して、一番遅い子でも一ケタの引き算をマスターできるようになっていた。

　ちなみに一番習得が早いのはテトラで、すでに三ケタの足し算引き算（要するに筆算）ができるようになっている。

　そろそろ習熟度に大きなばらつきが出始めてきているので、俺一人で教えるのが困難になってきた。

　そこで習熟の早い子が遅い子に教えさせるようにしたのだが、一番成績の良いテトラは不満そうだった。今更二ケタの足し算なんかやりたくないという顔をしている。

　と言っても俺の体は一つしかないのだから仕方がない。

　とはいっても不満なモノは不満なモノであるらしく……。

「できた。答え合わせして」

「了解。えーと……」

　授業の時間外、空いた時間にテトラへ算数を教えることにした。

　不公平になるからダメと言ったら、「むしろ自分に教師ばかりさせて少しも教えてくれない方が不公平だし、自分はあなたに言葉を教えてあげてるのだからこれくらいの融通はしてもらわないと困る」と言われてしまった。

　なるほどなと思ってしまったので、こうして教えているわけだ。

「全問正解か。とりあえず三ケタの足し算引き算は完璧みたいだな。次に移るか」

「次は四ケタ？」

「いや、三ケタも四ケタも変わらないだろ。次は乗算」

　それにしても一か月で乗算に移るとは異常な速度だな。

　長さの単位や面積の計算を飛ばしているとはいえ、かなりの習得速度だ。

　やはり本人のやる気と能力の差というわけか。

「……褒ほめて」

　テトラがこちらに頭を傾けてきた。俺は優しく頭を撫でてあげる。

　言葉を教えてもらい、逆に算数を（習熟度の関係で）一対一で教えることが多いせいか、テトラはかなり俺に懐いてきた。

「ねえ、アルムス」

　テトラは俺の膝の上から、上目遣いでこちらを見上げる。

「ん？　何だ」

　アルムスと呼ばれるのには少し違和感がある。俺は兄さんかリーダーのどちらかで普段は呼ばれているからだ。俺をアルムスと呼ぶのはテトラとユリアだけだ。

「あなたの故郷ではみんな計算できたの？」

「まあそうだな……テトラくらいの年の子は全員。まあみんな七歳から始めるし、普通は乗算まで覚えるのには二年は掛かるから、テトラの方が優秀だと思うけど」

「みんな習うの？」

「ああ。俺の国じゃ義務教育ってのがあってね、国民の権利とされているんだ」

　ちなみに子供にあるのは教育を受ける権利で、義務はない。教育を受けさせる義務があるのは親だ。

「何でそんなことするの？　金持ちで知識は独占したほうがいいじゃん」

「確かにそれだと特権階級にとってはいいかもしれない。でも俺の世界には俺の国以外にもたくさんの国があるんだ。国同士、競争し合ってる。知識を独占しちゃうと優秀な人材が集められないだろ？　そうすると競争に負けてしまう」

　特に資本主義社会にとって、教育は生命線だ。

　それに民主主義を行う上で、国民が馬鹿では話にならない。

「大変なんだね」

「そうだな……」

　確かにそう見ることもできる。

　この世界ではそこまで競争は激しくない。どんなに頑張っても農業が自然次第という点が多いからだろう。努力して得られるリターンが少ない。

　これを貧しいと思うか、長閑のどかだと思うかは人による。が、悪いことではないと思う。

「ところでだけどアルムス」

「何？」

「いつになったら言葉をマスターできるの？」

「……君には分からないかもしれないが、異言語を習得するのは物凄く難しいんだよ」

　俺は子供たちがどんどん算数を習得していくのとは対照的に、なかなか言葉を習得できずにいた。

「いっそ言語の加護を切って生活したらどう？」

「うーん、でもそれだと算数教えられないぞ？」

「やっぱり今のなしで」

「はは」

　俺は思わず、テトラの髪を撫でてしまった。

　一瞬嫌がるかと思って手を放そうとしたら、寄り添ってきた。

　心臓が少し高鳴る。

　初対面の時は泥で汚れていたせいで気が付かなかったが、テトラは美少女だ。

　それもロサイス王の国で出会ったユリアに優るとも劣らないほどの。

　ユリアが花の妖精とするならば、こちらは湖の女神様といったところか。

　……全く。十歳の子供を相手に何でドキドキしているのやら。

　やはり精神が肉体に寄っているのだろうか？　……そう願いたい。俺はロリコンではないはずだから。
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　ユリアとの約束の日、俺が待ち合わせの場所に行くとそこにはすでにユリアが待っていてくれた。

「久しぶりだね、アルムス。ちゃんと持ってきてくれた？」

「ああ。約束のカラメル草だ」

　ユリアは嬉しそうに笑みを浮かべる。

　カラメル草をユリアに手渡し、ユリアが俺の掌に金貨一枚を置いた。

　悪くない取引だ。まあ、こちらには子供が大勢いるため、月に金貨一枚程度ではとても食費を賄まかなえないので、依然としてグリフォン様頼りなのだが。

「そう言えば、えっと……ロン君とロズワード君っていう子は？」

「二人は置いてきたよ」

　今回は薬草をユリアに売却して、塩等を少し購入する程度なので荷物持ちは必要ない。

　それにユリアと二人っきりで話したいしな。

「さて、ユリア。実は君と少し話したいことがあるんだが……」

「加護のことでしょう？　いいよ」

　話が早くて助かる。

「と言っても、私も詳しく知らないけどね。文献によると、妖精さんがくれるらしいよ。妖精の寵ちよう愛あい、って言うんだって」

　妖精？　これはまたファンタジーな……しかし俺は妖精なんて見たことないが。

「妖精ってのはどんな姿をしているんだ？」

「さあ？　私も見たことないし。でも妖精さんが出てくる童話はたくさんあるでしょ？」

　あいにく、俺はこの世界の童話については全く知らないので、曖あい昧まいに頷くしかない。

「それともう一つ。ユリアはどうして俺が加護を持っていることを知った？」

「私も加護を持ってるの。相手の加護を見抜く加護をね」

　ユリアの右目が小さく光る。

「名づけて『看破の加護』といったところかな？　君の加護は……『大王の加護』って名付けるのが適切かな？　自分を指導者と認めた人間の数だけ、身体能力が高くなる」

　あっさりとユリアは俺の加護について教えてくれた。

　なるほど、『大王の加護』か。つまりロンたちにリーダーとして認められたから俺の身体能力が高くなったということなのだろう。

「そうそう、ところで私からも聞いていい？」

　ユリアは可愛らしく微笑みながら、とんでもないことを尋ねてきた。

「グリフォン様の領地であるロマリアの森で暮らしてるみたいだけど、天罰は怖くないの？」

「……なぜ知っている？」

「私ね、ずっと遠くを見ることができるの。『千里眼の加護』って言えばいいのかな？　君たちが森の中に入っていくのが見えてね。その様子だと、本当に暮らしてるみたいだね」

　どうやらカマを掛けられていたようだ。とはいえ、知られたからといって、今すぐどうこうなる話ではない。わざわざ、森の奥でやりくりして生活している子供を襲うほど、この国の人間も暇でもないだろうし。

「それでグリフォン様の天罰をどうやって避けているのか、教えて」

「……天罰も何もそもそも存在しないんだよ」

　俺は「転生」という説明が面倒なところを除いて、ほとんどをユリアに話す。

　毎月、金貨一枚のお買い上げをしてくれるお得意様の御機嫌を損ねるのは良くないだろう。

「……なるほど。捨てられた子供……か」

　ユリアはなぜか、落ち込んで肩を落とした。

　悲しむのは分かるが……なぜ落ち込むんだろうか？　ユリアには関係ない話だと思うのだが。

「うん、分かった。このことは絶対に言わない。約束する」

「そうか。ありがとう」

　ともかく、ユリアは黙っていてくれるらしい。ユリアが話の分かる奴で良かった。

「ねえ、せっかくだし少し付き合ってくれない？　買い物に」

「……分かった。お得意様だしな」




　最悪だ……こんな女の買い物に付き合うと言ってしまった数時間前の俺を殴りたい。

「あれと……これをちょうだい」

「はい。どうぞ、ユリア様」

　ユリアがウキウキ顔で、商品が入れられた布袋を俺の両腕に積み上げる。これで五つ。

「ほら、男の子なんだから」

「……男だからといって、荷物持ちにしないで欲しいな」

　しかしそれにしても、この買い物……。

「よく分からない草や骨、石。何に使うんだ、これ？」

「呪術に使うの。私、呪じゆ術じゆつ師しだから」

　呪術師……つまり呪いか。可愛い顔をして恐ろしい事をしているんだな。

「言っておくけど、人を呪い殺すだけが呪術師の仕事じゃないの。呪術を跳ね返す結界や解かい呪じゆ。病気を治す薬作り……人のためになる仕事なんだから」

「へえ、そうなんだ」

　つまり、現代日本だと医者に相当する職業ということだ。社会的地位もきっと高いのだろう。

　そういえば、飢饉が起こった原因は呪いだとグリフォン様は言ってたが……。

「飢饉について、どう思う？」

「ああ、あの飢饉ね。十中八九呪いでしょ。私を含めて、高位の呪術師はみんな呪いだってすぐに分かったわ」

「一体誰があんな大規模な呪いをかけるんだ？」

「誰が、じゃなくてどの国が、でしょうね。あれほどの大規模な呪いだと、数千人は生いけ贄にえにしないとできないから。……でも大丈夫。次は絶対に許さないから」

　ユリアは固く拳を握り締めた。良い子だな、この子は。

　しかし呪術か……案外、うちの村にも呪術の才能のある子がいるかもな。才能があるなら伸ばしてやらないと……。

「なあ、ユリア。ロマリアの森に今度来てみないか？」

「え!?　いいの？　……あ、でもお父様にお話ししないとダメだと思う。多分この街からも出してもらえないし……」

　うーん、それは残念だ。ユリアに呪術を教えてもらいたかったんだけどな。

「じゃあ、今度から俺に呪術を教える……ってのはダメかな？」

「呪術を？　……うーん」

「やっぱりタダじゃダメか」

　呪術師というのがどういうのか分からないが、専門職なのは確か。おそらく、高い授業料が必要なのだろう。

「いやいや、お金なんて取らないよ。友達だもん」

「友達？」

　俺とユリアは先月出会ったばかりで、会った回数なら今日でまだ二回目だけど……。

「……友達じゃなかった？」

　ユリアは捨てられた子犬のように目を潤うるわせて、俺を見上げた。

　もしかして、友達いないのかな？

「いや、友達だよ。友達。友達じゃない奴の荷物持ちなんかするわけないだろ!!」

「そうだよね！　うん、友達！」

　ユリアは嬉しそうに俺に抱きついた。体が大きく揺れて、荷物が落ちそうになる。

　危ない、危ない。

「それで、俺に教えられない理由は？」

「うーん、いや教えられるよ？　でも多分アルムスには才能ない。……というか呪術師って九割は女性なんだよね。男女で才能の差があるの。ほら、男性は筋肉質で兵士とかに向いてるでしょ？　その逆」

　なんと……でも残り一割はいるんだよな？

「じゃあその一割を目指す」

「悪いけど、呪術の才能があるかどうかは見て分かる。アルムスにはないよ」

　……そうか、ないのか。じゃあ仕方がないな。

「じゃあいいや。さて……俺はそろそろ宿に戻る。ユリアの家はどこだ？」

　この大量の荷物を送り届けないと、俺は宿に戻れない。それにそろそろ腕が辛い。

「えっと、私の家？　えっと、家は……家は……」

　ユリアは困った表情を浮かべた。どうやら俺に家を知られたくないらしい。やはり高い身分なのだろう。それで俺との関係を崩したくない……といったところか。

「そうだ！　バルトロ!!　いるでしょ？　出てきなさい」

　ユリアが突然、大きな声で叫んだ。

　すると……。

「へい、何でしょうか？　我らのユリア様」

　いつの間にか、俺の後ろに男が立っていた。

　年は二十代後半ほど。無ぶ精しよう髭ひげを生やして、軽薄な笑みを浮かべている。

　しかし何より印象的なのは片手に持った酒壺。全身から強烈なアルコールの臭いがする。臭い、臭い!!

「アルムス。紹介するね。これ、バルトロ。一応、私の護衛」

「ははは、いくらなんでも『これ』は酷くないですか？

　さて、初めまして。アルムス君。我らのユリア様がお世話になっている」

「い、いえ……こちらこそ」

　俺は軽く礼をする。しかし護衛中に酒を飲むとは……ユリアの実家は人材不足なのだろうか？

「アルムス。荷物は全部バルトロに渡して」

「……じゃあ最初からこの人と一緒に買い物すればいいだろ」

「だってこれ、酒臭いし」

　俺は溜息交じりにバルトロに荷物を渡す。バルトロは荷物を両手で受け取り……。

「!?　重い！　子供がよくこんな重量を持てるな!!」

　……まあ、加護がありますからね。

　俺は苦笑いを浮かべた。

「じゃあ、ユリア。俺は帰るよ」

「じゃあね、バイバイ!!」
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　ユリアとの取引のおかげで安定的に金貨一枚を月に得ているが、とても金貨一枚では三十人の衣食は賄えない。肉に関してはグリフォン様が定期的に狩ってきてくれているが、それ以外の食糧は購入するしかない。少なくとも農業が軌道に乗るまでは。

　この世界の物価と地球の物価は当然違う。地球に比べれば安いと思う物もあれば、高いと思う物もある。しかし不幸なことに俺たちにとって必要な物は大概高い。

　特に高いのは衣服と塩だ。衣服は機械生産ではなく職人の手で作られているため、どんなに粗末な服でもそれなりの値段だし、塩は専売制のせいかとても高い。

　お金を節約しなければとてもやっていけない。

　できるだけ食糧以外の物資も自給できるようになっておくべきだろう。

「というわけで、土器と木炭を作ろうと思う」

　俺は子供たちの目の前で宣言した。

　土器は食器として当然必要だし、木炭は暖を取るときや料理をするときに必要不可欠。

　無論、薪まきでも代用は可能だが……火力が安定しないし煙が大量に発生するので室内では使いたくない。

「どうやって作るの？」

「それは後で説明するが……」

　穴あな窯がまさえ作れればどちらも製造可能だ。

　無論、木炭を作るための窯と土器を作るための窯の構造は違うし、俺はいくら知識があっても素人。どちらも大したものはできない。

　が、自分たちで使う分なので別に大したものである必要はない。

　材料は全て森で揃うし、今畑で育てているのは地力回復のためのクローバー。

　クローバーは放っておいても増殖するので世話の必要はあまりない。

「というわけで鍬は持ったな？　早速作るぞ」

「どこに作るんですか？」

　ソヨンが鍬を持ちながら言った。

「斜面だ。確かあっちの方に丁度いい感じの斜面があった。そこに作るぞ」

　俺は鍬を振り回せるだけの力がある子供だけを引き連れて、斜面に向かった。

　まず斜面の木を切り倒すことから始める。

　主要戦力はみんな十歳～十二歳。作業は遅ち々ちとして進まない……ということはなかった。

　というのも、俺だけで大人数人分の労働的戦力があるからだ。

　俺には身体能力が上がる加護がある。

　グリフォン様は大したことのない加護と言ったが、十分に役立っている。
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　作業は順調に進み、木を切り倒し、雑草を刈り取り、地面を掘り始めて五日が経過。ようやく完成した。

　ド素人がこんな感じかな？　という感覚で作った窯なので性能は期待できないが。

　さて、土器と木炭どちらから作るか……土器の方が成果が分かりやすいし、土器から作るか。

「さて、次は工作の時間だ!!」

「おおお！！！」

　子供たちが嬉しそうに歓声を上げた。やはり地味な作業はつまらなかったのだろう。

　森の中で見つけた粘土をコネて形を整えて、器の形を作る。

　どれくらいの厚さが良いのだろうか……まあ、いろんな厚さの土器を作って確かめてみれば良い。

「てっめえ!!　やりやがったな!!　お返しだ!!」

「ふざけんなくそ野郎!!」

「ちょっと男子！　粘土が飛ぶでしょ。あ!!　服に付いた！　この!!」

「や、やめなよ……」

「……アホばっか」

　こいつら真面目に工作する気ねえのかよ。

　ロンとロズワードとソヨンが中心となって泥で戦争を始める。

　テトラやグラムを中心とする平和主義者たちは俺の周囲に集まり、避難を始めた。俺の方には飛んでこないだろうということか。

　俺は黙々と作業を続ける。

　便利そうなコップに、物を煮るのに使う大型の土器。

　全て傷一つなく完成するはずがないので数打てば当たるの精神で大量に作らなければ。

　クソ、真面目に作ってんの俺だけじゃねえか。

「おい、自分の食器は自分で作れよ」

「分かってる」

　答えてくれるのは平和主義者だけ。戦争をしている連中の耳には届かない。

　虚むなしいなあ……。




「ようやく出来上がったな」

　俺は穴窯から冷めた土器を取りだした。

　灰色で良い色をしている。

　試しに指ではじくと、高い音が鳴った。素人作りにしては良い出来じゃないか？

「おお!!」

　テトラは自分で作ったコップを見て、感動しているようだ。

「う……」

「はあ……」

　ロンとロズワードがしょげている。

　二人が作った土器は厚さが足りなかったのか分からないが、割れてしまっている。

「遊んでいるからそうなるのよ」

　腕を組んで言うソヨン。

　俺からするとお前も遊んでいるようにしか見えなかったんだけどな……。

「まあチャンスはいくらでもあるさ。これからいいのを作っていこう。時間はたくさんある」

　俺がそう言うと、ロンとロズワードは目を輝かせた。




　さて、土器は作り終えたし今度は木炭を作ろう。

　土器は何度も使えるけど木炭は消しよう耗もう品ひんなので、その分大量に作る必要がある。

　俺は子供たちと一緒に穴窯の中に木材を詰めていく。

　空気が入り過ぎると、ただの灰になってしまうため、隙間ができないようにできるだけ木材を敷き詰め、それでもできてしまった隙間には乾いた落ち葉を詰め込む。

「じゃあ着火するぞ」

　松明たいまつで火を付けると、窯の中の木材が真っ赤に燃え始めた。

「しばらくしたら焚口と排煙口を塞ぐ。一日放っておけば炭ができる」

「土器とあまり変わらない？」

　テトラが首を傾げた。焚口と排煙口を密閉する点では確かに土器と同様だ。

「まあ酸素と反応しないようにすればいい点は同じだな」

　土器と言われると、多くの日本人は縄文土器や弥生土器を頭に思い浮かべるだろう。

　縄文土器や弥生土器は露天で焼かれるため、粘土に含まれている鉄分に酸素が大量に供給されるので、鉄が酸化第二鉄になってしまう。そのため、色が赤くなり脆もろくなるのだ。要するに赤錆である。

　おそらく、この世界……というよりアデルニア半島の農村部では弥生土器と同様に土をドーム状に被せて、藁わらなどと一緒に焼くやり方で土器を作っているのだろう。

　一方、俺の作った土器は須す恵え器きに近い。穴窯を使って作るので熱が外に漏れにくく、露天で焼くよりも高温が出せる。その上、最後に焚口と排煙口を塞ぐので、酸素の供給量が減少して酸化第二鉄が還元されて、酸化第一鉄になる。つまり黒錆だ。

　……とまあ、知ったかぶったが高校の時の日本史の先生の受け売りだし、そもそも酸化第二鉄と酸化第一鉄でなぜ後者の方が丈夫かと言われると、鉄と結びついている酸素が少ないからじゃないか？　程度の曖昧な答えしか出せないのだが。

　木炭は木に含まれている炭素と酸素が完全に反応しないように不完全燃焼させて、木に含まれている炭素以外の成分を追い出して炭素の塊にしたモノ。

　土器と木炭は全く異なるモノだが、不完全燃焼させるという点では一緒だ。

「ねえ？　酸素って何？」

　酸素の説明か。上手く説明する自信がないな……。

「酸素っていうのは物を燃やすときに必要な物だよ。空気の一種かな。酸素がないと物は燃えない」

「ふーん。酸素が燃えてるんじゃないの？」

　面倒くさいところを突いてくるな。

　俺は文系だからそういう理系的な質問をされても正しい解答を答えられるか分からないぞ。

「えーと、まず燃えるっていうのは炭素っていう木とか俺たちの体に含まれている物質が酸素と合体（化合）することで起こるんだよ。だから酸素が燃えてるんじゃなくて酸素が燃やしてるが正しいかな？」

「ふーん。何となく分かった」

　この要領の得ない質問でよく分かったな……。

　まあテトラは利発な子だし、気になったことはとことん追究してくるのは算数の勉強で分かっていることなので、知ったかぶりをしているということはないだろうけど。




「うーむ、出来が悪いな」

　俺は穴窯から取りだした木炭を見て唸うなった。失敗率七割は良い出来とは言えないだろう。まあ、材料に関してはたくさんあるので三割成功していれば、特に問題はないのだが……。

　前世で一斗缶やドラム缶で作った時はもっと成功率は高かった。おそらく大量に作ろうとして窯を大きくしたことと、金属の缶と土の差が出たのだろう。

　これから試行錯誤していく必要がありそうだ。まあ、いきなり大成功もつまらないし、これはこれで人生の良い刺激だろう。













　月日が経ち、俺たちは無事に死者なく冬を越すことができた。

　グリフォン様の御支援と、自分で言うのは何だが俺の指導のおかげだ。

　衛生や寒さ対策に十分な注意を払ったおかげで、誰一人風か邪ぜを引かなかった。

　まあ、外部から閉ざされているようなものなのでそもそもウィルスが入ってきにくいというのもあるだろう。

　この世界の年齢の数え方は数え年。冬を越し新年を通り越したので、俺たち全員は一歳ずつ年が増えたということになる。つまり俺は十三歳だ。

　さて、全員無事に冬を越せたのは良いのだが、少し悪い事も起きた。というのも……。

　十人、仲間が増えてしまったのだ。四人は四歳ほど、残りの六人は八歳ほどの子供だ。

　ユリアの奴、失敗してるじゃないかと思ったが、どうやら彼らはロサイス王の国出身ではないそうだ。ロサイス王の国の隣国出身で、その国の税金が上がったらしい。

「なあ、テトラ。税金ってどれくらい取られるモノなのか？」

　テトラに言葉を教えてもらっている時に、試しに尋ねてみる。

「国や豪族によって違うけど。基本は地税と人頭税と労役、兵へい役えきの四つ」

　あくまで地域差があるが、地税は大して重くないそうだ。

　地主から商人、小作人にまで平等にかかる人頭税が重いらしい。

「労役と兵役はどういう扱いなんだ？」

「労役は分からない……でも、兵役は最も名誉ある税金」

　なるほど、血で治める税金は金で治める税金よりも尊いと。軍事国家的だな。

　そりゃあいくつもの国々が興亡して戦争が日にち常じよう茶さ飯はん事じな世界では、軍事国家以外生き残れないのは自明だが。

「でも私の覚えている限りだと、ロサイスの税金は低い方だったはず。ロサイス王も重税を取るような人じゃない」

「何でも、あいつらはロサイス王の国の人間じゃないらしいぞ」

　正確に言えば、ロサイス王の国の人間だった、らしい。というのも、元々彼らはロサイス王の国のアス氏族という有力氏族の宗家の領地で暮らしていたのだが……。

「その宗家の、つまり領主の……ラゴウ・アスだったか？　その人がロバート・フェルムっていう家か臣しんに裏切られて死んでしまったらしい。で、その領主を殺した家臣は今、ロサイス王の国から独立して、フェルム王を名乗ってるとか」












　当然ロサイス王はそれを認めないし、宗家が滅んでもアス氏族の分家は山ほどあるわけで、戦争状態になっているらしい。

　戦争で人手不足、さらに戦費の確保の重税のコンボで冬の蓄えが底をついてしまったとか。

「……そ、それ、本当？」

「ああ、子供たちから直接聞いた」

　俺がそう言うと……。

「おい、待て!!」

　突然テトラが駆け出した。俺は慌てて追いかけ、テトラの腕を摑つかむ。

「どうした？」

「やっぱり、あの時にお父様とお母様は……」

　テトラは泣いていた。

　目を真っ赤に腫らして涙を流し、しゃくり上げ、唇を固く嚙かみしめている。

　肩を震わせて、何度も腕で涙を拭ぬぐう。

「大丈夫だ」

　俺が抱き寄せると、テトラは吸い寄せられるように俺の胸の中に飛び込んで号泣した。

　俺は左手で背中を擦り、右手で頭を撫なでながら、テトラに何度も言い聞かせた。

「大丈夫、大丈夫」

「お父様……。お母様……」

　テトラは泣き疲れて眠ってしまうまで、ずっと俺の胸の中で泣き続けた。




　俺は眠ってしまったテトラをお姫様抱っこで運び、家の中で横たえた。

　目には涙の痕あとがあるが、穏やかな寝顔だ。

「あの……アルムスさん」

　ソヨンが小声で俺に話しかけてきた。ソヨンはテトラの顔を覗き込みながら、尋ねる。

「何があったんですか？」

「そいつは俺も聞きたいよ」

　まあ、大方の見当はつくが……テトラが直接教えてくれない限りそれはあくまで仮説に過ぎない。

「テトラちゃんが泣くなんて珍しい！」

　テトラ号泣のことを聞きつけて、ルルがやって来た。相変わらず小さいな。

「まあ、誰にだって泣くときくらいはあるよ」

　グラムがぼそりと呟つぶやく。

　実のところ、子供に泣かれるのは珍しいことではない。ロンもロズワードもグラムもソヨンもルルも……悪い夢を見たのか、それとも両親が恋しくなったのか、時折夜な夜な泣いているし、それを俺が慰めるのは恒例となっている。

　しかしテトラが泣いたのはこれが初めてだ。

「リーダー、テトラは大丈夫かな……」

　ロンが心配そうにテトラの顔を覗き込む。

「まあ心配だが……俺はむしろ少しだけ安心したよ」

「それはどういうこと？　兄さん」

　ロズワードが首を傾げた。

　俺はロズワードの問いに答える。

「今まで泣かなかったことが異常だった、ということさ」

　悲しいことがあっても泣かずに我慢しているのと、号泣すること。両者を比べると、明らかに前者の方が健康に悪い。

　泣くという行為にはストレス発散の効果があるのだから。

「今まで我慢してきた反動だろう。お前らも気にせず普段通り接してやれ。恥ずかしいだろうしな。さあ、早く畑仕事に戻るぞ。このままだとテトラが起きてしまう」





　　　　　※






　いつも通り、薬草をユリアのところに売却しに行ったある日のこと。

「なあ、ユリア。もし俺がお前の父親に会いたいって言ったら会わせてくれるか？」

「ええ!?　ま、まあお父様は私の友達に会いたいって言ってるから喜んで会ってくれると思うけど……いいの？」

　ユリアの言ういいの？　というのは村の存在がバレていいのか、という事だろう。

　まあ、その事なら問題ない。

「俺もいろいろ考えたんだけど、やっぱり権力者の庇ひ護ご下かにあった方がいいと思うんだよね。ユリアの父親ってそこそこ偉い人なんだろう？」

　権力者がなぜ存在するのか、と考えると必要だからであり、なぜ必要なのかと考えると外敵から守ってくれる指導者が人間には必要だからだ。

　無論、俺が権力者に村の存在を話せば税金を要求されるかもしれないが……逆にこのままだと外敵に襲われた時にどうなるか分からない。

　今はグリフォン様がいるが、これからもグリフォン様が守ってくれるか分からない。……いや、グリフォン様は守ってくれないだろう。あの人（？）は三年間は食糧支援してくれると言っていたが、逆に言えば三年後には独り立ちしろ、俺を頼るなと言っているのだから。もう一年過ぎてしまったので、約束の日まで二年しかない。

　こういうのは早いに越したことはないと思う。

「……まあ、アルムスが言うなら」

　ユリアはしぶしぶといった体ていで了承してくれた。




「初めまして、アルムス君。娘がお世話になっているね。私がユリアの父だ。

　……ところで驚いたかね？」

　……そりゃあ驚きますよ。だって、ここロサイス王の国の王都で一番巨大な建物、つまり王宮。その玉座の間。

　その玉座の間の一段高い椅子に座ってる偉そうなおっさんが、つまりロサイス王その人が「私がユリアのファーザーだ」って言うんだから。

　ちらりとユリアの方を見ると、口に手を当てて笑いを堪こらえているようだ。腹立つな。

「いえ、こちらこそユリア様にはいつもお世話になっております。ユリア様の御み友ともになれて誠に光栄に存じます」

「そう畏かしこまらなくていい。私のことはロサイス王ではなく、ユリアの父だと思ってくれ。実はユリアは呪術が趣味で……そのせいで友達がいなくてな」

「お、お父様!!」

　ユリアが上擦った声を上げた。どうやら本当に友達がいなかったらしい。

　その後、ロサイス王は楽しそうにどれほどユリアが可愛くて、優しくて素直なのかを俺に語る。

　ロサイス王から同意を求める視線を受けるたびに、俺は何度も相あい槌づちを打った。実際のところユリアが可愛くて、優しくて素直であるという点については別に俺も否定しない。ロサイス王は少々、いやかなり過剰で親バカ過ぎるとは思うが。

「そうそう、ところでアルムス君」

　散々ユリアの自慢話をしてもう話題が尽きたのか、ロサイス王は急に真面目な顔つきになった。

「君は確かユリアの父ではなく、権力者であるロサイス王に用があるんだったかな？　遠慮なく話してくれたまえ。君はユリアの初めての友人だ。できるだけ便宜は図ろう。私は王だからね」

　俺はロサイス王に、転生という説明し辛いことだけは避けて、全てを話した。

　子供たちのことは勿論、グリフォン様やロマリアの森についても。

　全てを聞いた後、ロサイス王は顎に手を当てて神妙な顔をした。

「……ふむ、子をロマリアの森に捨てる、か。私の失政だな」

「い、いえ決してロサイス王様のことを非難するような意図はなく……」

　俺は慌てて首を振った。俺を含めて、子供たちもロサイス王のことは恨んでいない。

　いくら優れた君主であろうとも、全ての人を救うことができないのは自明だ。特に文明レベルが古代のこの世界では。

「いや、大丈夫だ。別に君のことを手打ちにしようとか、そのようなことは考えていない。ただ、仮にも私は一国の支配者。民を守る義務がある。そのことを再確認しただけだ。国の宝子供たちを助けてくれてありがとう」

　……驚いた。

　俺は精神に関しては大人だが、体は十三歳の子供。そんな子供に礼を言うなんて……少なくとも悪い人ではないのだろう。名君かどうかは判断できないが。

「さて、君が我が国の国民になりたいというのであれば、喜んで歓迎するし、できる限りその生命と財産は守ろう。……無論、税金は国民の義務として払ってもらう」

　やはりそう来るか。まあ、税金を払うのは国民の義務というのは確かに事実なんだけど……。












「俺たちはグリフォン様からもらう肉頼りで碌ろくな収穫がありませんよ」

「今すぐ払えなんて言わないさ。我が国の法では新たに開拓した土地は五年間は税がかからないという事になっているし、人頭税に関しては十四歳の成人から、兵役や労役は最低でも十七歳からだ」

　……なるほど、つまり俺が人頭税を払わなければいけなくなるのは一年後で労役と兵役は四年後。地税は五年後か。かなり猶ゆう予よがあるな。

　そのころまでには子供たちの多くはちゃんと暮らせるようになっているだろう。

　ロサイスの税率に関してはすでに調べたが、決して払えない額ではない。飢き饉きんが起きれば別だが……もし飢饉が起きても切り抜ける知識が俺にはある。

「分かりました。ロサイス王の国の国法に従って税を納めさせて頂きます」

「宜しい。君をロサイス王の国の国民として迎えよう」

　ふう……無事に国民として認められて良かった。これで子供たちの社会復帰にも目処が立つ。

「そうそう、アルムス君。もしもだが……君が面倒を見ている子供たちの中に旧アス領出身の子供はいないかな？」

「いますよ。……税が重くて冬が越せなかったとか」

「なるほど……」

　ロサイス王は顎に手を当てて、何かを考え込んでいる様子だ。……いろいろと考えることがあるのだろう。

「ああ、すまない。アルムス君、つい考え込んでしまった」

　ロサイス王は俺と会話中だったことを思い出したのか、再び顔を上げて俺に向き直った。

「私は君の頼みを聞き入れた。今度は私の頼みを聞き入れてくれないかな？　三つほどあるのだが」

「……三つですか？」

　俺が叶えてもらった望みは一つなのだが……まあ、仕方がない。相手は偉い人だ。

「まず第一に君の言動が正しいかどうか、調べさせてもらうために村に案内してもらう」

「なるほど、分かりました」

　まあ、それは当然のことだろう。もしかしたら俺が敵国の間かん者じやの可能性もあるわけだし。

「第二にこれからもユリアの友人でいてもらいたい」

「それはもちろん！」

　頼まれなくてもユリアとは友人関係を保つさ。王族だからといって付き合いをやめるほど、俺は酷い人間じゃない。

「そして三つ目だが……」

　ロサイス王はチラッとユリアを見てから重々しく口を開いた。

「ユリアに算数を教えてくれないか？　恥ずかしいことだが、この娘は算数のできが悪くてな」

「はあ……それは構いませんが、もっと相応しい教師の方がいらっしゃるのでは？」

　というか、俺はロサイス王に算数ができるとは一言も言っていない。まあ、子供に教えるレベルならば十分に教えられるが。

「君の計算が早い、ということはすでにいろんな商人から報告が上がっている」

　抜け目ない人だな。まあ、ユリアはお姫様だし慎重になるのは当然か。それにそのお姫様とため口で付き合っている子供がいれば目立つのも当たり前か。

　ロサイス王は溜息交じりに語る。

「……ユリアは加算と減算ならできるが、乗算と除算が覚おぼ束つかないのだ」

「ちょっと、お父様！　それくらいならできます！」

「問題です。百粒の飴あめを二十五人の子供に平等に分配するとします。一人いくつずつでしょうか？」

　俺はユリアに問題を出してみる。当然、答えは四粒だ。

「えっと……えっと……」

　ユリアはうんうん三十秒ほど唸うなってから、ようやく答えを出した。

「……十粒」

「これは重症ですね」

「だろう？　せめてまともに四し則そく演えん算ざんくらいはできるようになって欲しい。しかしこの娘は中々家庭教師の言う事を聞かなくてな。友人の君の教えならば受けるかもしれないと思ったのだ」

　お姫様の家庭教師か……ということはつまり王宮に雇われるってことだよな？

「給料はどれくらいでしょうか？」

「週に一回の授業で毎月クラリス金貨一枚でどうだ？」

　つまり日本円で十万円ほどの月給。週一の通勤で月給十万はかなりの好待遇じゃないか。

「分かりました。謹んでお受けいたします！」

「ありがとう、アルムス君」

「嫌だ！！！　算数嫌だ!!」
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「兄上、あれはどのような意図があるのですか？」

「意図？」

「あのような子供にわざわざ礼を言ったり、ユリア様の家庭教師に据すえたり……」

　ロサイス王の弟であるライモンド・ロサイスは己の兄に疑問を尋ねた。

　アルムスという子供が多くの子供を助けたのは事実。しかしその程度のことは国王が礼を言う事ではない。

　アルムスという子供が、ロサイス王唯一の子供であるユリアの友人であるのは事実でありアルムスが商人も手放しに褒ほめるほど計算が早いのも事実だが、ユリアの家庭教師にするほどのことではない。

　ライモンドからすれば、所しよ詮せんただの子供に過ぎないアルムスに礼を尽くす兄の行動は謎でしかなかった。

「ふふ……それはアルムス君がユリアの友達だからだよ。可愛い娘の友人にできるだけ便宜を図るのは当然じゃないか」

「建前を聞いているわけではありません」

　ライモンドは真っ直ぐロサイス王を見つめる。ロサイス王はニヤリと笑みを浮かべた。

「なに、大した理由ではないさ。一種の投資だ」

「投資、ですか？」

　ライモンドが聞き返すと、ロサイス王は満面の笑みを浮かべて大きく頷うなずいた。

「あの子供はグリフォンに庇ひ護ごされ、育てられている子供の長。考えようによっては、グリフォンが育ての親。あの、グリフォンのだ」

　グリフォン。

　アルムスにとってはもはや馴染みの相手であるが、アデルニア半島に於おけるグリフォン神話は根強い。

　名前だけが広まっている神話の神々とは違い、グリフォンは実在しているのだ。

　グリフォンはアデルニア人にとって恐怖と畏い怖ふの対象なのだ。

「竜や獅子に育てられた子供の話は枚挙に暇いとまがない。人はそういった神秘的な話を好むのだ。当然、我が国の民もな。いつか、何かに使えるかもしれない。だから親しくなっておくに越したことはない」

　グリフォンに育てられた、というエピソードは、そこらの豪族の血筋由来の権威を吹き飛ばすほど強力な宣伝効果を生む。場合によっては、アデルニア半島有数の名家であるロサイス氏族の血筋すらも、霞かすむかもしれない。

「まあ、まだ具体的な使い道は考えてはいないがね。使い方はこれから彼の人格と能力を見てから決める。幸い、週に一度は会えるわけだしね」

「……なるほど。さすがは兄上です」

「やめてくれ。俺は無能ではないという自負はあるが、決して優秀とは言えない王だ。仮にも同盟者であるラゴウ・アスの生命と領地すら守れなかったのだから」

　初代ロサイス王がロサイス王の国を建国することができたのは、偏ひとえにアス氏族の協力のおかげであった。

　建国以来、アス氏族はロサイス氏族の同盟者として、家臣として共にロサイス王の国を支えてきたのだ。

　しかし、そのアス氏族の宗家であり最大の領地を有していたラゴウ・アスが家臣に背かれ死亡。ラゴウ・アスを裏切った家臣、ロバート・フェルムは自ら王を名乗りロサイス王の国から独立してしまった。

　無論、アス氏族には分家が無数にあるため滅んだわけではない。しかし血縁関係が重視されるアデルニア半島に於いて、宗家の当主であったラゴウ・アスをロサイス王が守れなかったという事実は大きな政治的な影響力を生む。

　ロサイス王の国は一年で、広大な領地と数百年積み上げてきた豪族との信頼関係を失ったのだ。

「しかし腹立たしいのは諸外国の連中だ。フェルム王とやらを勝手に承認し、挙あげ句く我が国の領土に兵を進めてきている。ハイエナ共め……」

　ロサイス王の国は国土の大部分を平野が占めていて、水源も豊かなため、土地が肥えているとはいえないアデルニア半島に於いては、有数の穀こく倉そう地ち帯たい。

　その上、非常に質の高い岩塩の鉱床がその地下には眠っている。

　政治的に地盤が揺らぎつつあるロサイスを周辺各国が狙うのは自明のことであった。

「俺もお前にも、男子がいないのが響いてきているな」

「兄上、そればかりは……」

　ロサイス王の妻は二度流産し、三度めでユリアを出産して死んだ。

　妻を深く愛していたロサイス王は精神的にショックを受け、それがきっかけか睾こう丸がんが腫れあがる病を発症してしまった。

　命には別状はなかったのだが、ロサイス王の精せい巣そうは機能を停止した。

　ライモンドは特に大きな病を経験したということはないが、どのような女性との間でも子供ができない以上……先天的に種がないとしか言いようがない。

　様々な不運が重なった結果、ロサイス氏族宗家には跡取りとなる男児が存在していない。

「ふふ、外にも中にも問題ばかり。我らの代で終わってしまうかもな。この国は」

「兄上！　そんなに悲観的にならないでください。分家から男児を一人選んでユリア様とご結婚させればこの問題は解決します！」

「……ああ。俺の寿命がもう少しあればな」

　神は死に体のロサイス王の国をさらに追い詰めたいのか、ロサイス王に病魔を遣わした。呪じゆ術じゆつ師しの見立てでは、長生きできてあと十年。

　まともに後継者を選ぶ時間は残されていなかった。

「ともかく、俺はできる限りの手を生きていられるうちに打つつもりだ。願わくは、あの子供が我が国を救う切っ掛けになれば……まあ、そう上手くいくとは思えないがね」

　ロサイス王は肩を竦すくめた。




　しかしあくまで結果論ではあるが……ロサイス王の打った一手は確実にロサイス王の国を、いやアデルニア半島を中心とした世界を大きく動かすことになる。
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　最近、テトラの様子がおかしい。

　普段から考え込む癖のある子だったが、最近は特に考え込んでいる時が長いような気がする。

　そわそわと落ち着かない様子で、何かに急せかされているようにも感じる。

　俺だけでなく、子供たちのほとんどはそのことに気付いてはいるが、直接テトラには尋ねていない。テトラは他の子供たちと比べて明らかに教養が高いので、みんなテトラが普通の農村出身ではないことには気付いている。

　テトラの悩みはそこに由来するものだろうというのは俺たち全員の推測だ。

　何らかの事情を抱えている。それを強引に聞き出すのは良くない。テトラが話してくれるまで待とう。……という予定だったのだが、

「なあ、テトラ。話したくなかったら話さなくていいが……できれば教えてくれないか？　お前の悩みを」

　これ以上放置しても埒らちが明かないし、テトラにとっても良くない。

　そう思った俺はテトラを人気のないところに呼び出して、問いただした。

　テトラは驚きで目を見開く。

「……どうして？」

「お前の様子がおかしいのはみんな気付いている。気が付かないと思ったか？　……話してくれないか？」

　もう一度尋ねると、テトラは暫しばらく黙った後、小さな声で俺に聞き返した。

「……誰にも言わない？」

「言わない。約束する」

　するとテトラは本当に小さな、か細い声で言った。

「私の名前はテトラ・アスです」

　……なるほど。

　驚いた、というよりもやはりそうか、というのが俺の感想だ。

　テトラの様子がおかしくなったのはフェルム王の話を俺がした後。という事は、テトラはロバート・フェルムという男が引き起こした反乱とやらに、何らかの形で関わっていたというのが予想できる。

　まさか当事者側だったとは思わなかったが。

「……驚かないの？」

「少し驚いたよ。こんなところにお姫様がいるとは思わなかったからな。とはいえ、どんな身分でどんな過去があったとしても、テトラはテトラだよ」

「……ありがとう」

　テトラは涙ぐみながら俺に礼を言った。

　服の袖で何度も何度も涙を拭ってから、笑顔を浮かべた。

「少し楽になった」

「……そうか」

　正直、俺はまだ何もしていないが……まあテトラの心が少しでも落ち着いたならそれはそれで良い。さて……。

「で、テトラはどうしたいんだ？」

「分からない」

　テトラは目を伏せた。

　上擦った声でテトラは感情を吐と露ろする。

「お父様とお母様が死んじゃったことが分かって……ううん、分かってた。でも信じたくなかった。知りたくなかった。大怪我を負っただけで、生きて捕まっていると信じたかった……でも」

　テトラは顔を上げた。その目には怒りと憎しみが浮かんでいた。

「……許せない。ロバート・フェルムが。お父様の側近だったのに、お父様のおかげで平民から士し族ぞく階級になれたのに。その恩を忘れて!!」

　俺はテトラを強く抱きしめた。

　テトラが俺の胸の中で憎しみの声を上げる。

「許せない、許せない、許せない!!」

　テトラは大きな声で、ここにはいないロバート・フェルムに向けて怒りと憎しみの声を叫ぶ。テトラの声は森の木々に防がれ、風で葉が擦れる音で掻き消され、小鳥の囀さえずりに上書きされる。

　息を切らし、荒々しい呼吸をするテトラに俺は尋ねる。

「テトラはロバート・フェルムに復讐したいか？」

「……できれば。でも、今の居場所は失いたくない」

　先ほどとは打って変わったか細い、小さな声。

「お父様もお母様も死んじゃった。もう、家族はいない。分家の親戚はたくさんいる。でも、顔と名前を知っているだけで……親しくない。同い年の知り合いもいるけど、友達じゃない。仲間はここにしか……」

　もう居場所は失いたくない。

　それがテトラの本当の気持ちのようだった。

　両親を失った悲しみも、ロバート・フェルムへの憎しみも噓ではないだろう。

　しかしそれ以上に、居場所を失う恐怖が強い。

　それが今のテトラの心の状態。

「安心しろ。ここにいるみんなはいなくなったりしないよ」

「お父様とお母様も昔、そう言ってた」

　むむ、確かに。いなくなる前ならみんな、「自分はいなくならない」って言うか。当たり前だな。あまりにも安い言葉だな、いなくならないというのは。

「じゃあテトラが守ってくれ、俺とみんなをさ」

「……私が？」

「ああ。お前は頭がいいだろ？　俺よりもずっと」

「……変なの」

　テトラはクスクスと笑ってから、笑顔を浮かべた。

「うん、分かった。私がみんなを守るね」

　テトラの明るい表情を見て俺はホッとした。

　ひとまず、元気になってくれたみたいだし良かった、良かった。

「ああ、そうだ。もし復讐することがあったらちゃんと言ってくれよ？　できる限りの協力はする。一人で何かをしようとするなよ？　俺にとってお前は大切な人なんだから」

　俺はここにいる子供たち全員の父……にしては威厳がないらしいので父の座はグリフォン様に譲るが、兄であると思っている。

　弟と妹がちゃんと成人するまで、面倒を見るのが俺の仕事だ。

　大切な妹であるテトラが死んでしまうのは、兄として許せない。

「た、大切な、ひ、人？

　大切……それって、つまり……そんな、こんなところで突然……」

　なぜかテトラは顔を真っ赤に染めた。どうやら相当、『大切』というフレーズが恥ずかしかったらしい。

　お前たちが大切なのは当たり前だろ？　恥ずかしがり屋だな、全く。

「こんな話の後で……そ、それは卑怯、卑怯……」

　顔を耳まで夕日のように染めたテトラは顔を何度も振ってから、小さな口を開く。

　なぜか、体がガタガタと震えている。

「わ、私も……あ、あなたのことが、す、す……」

「あの……お二人とも何をしているんですか？」

　ガサガサと草むらから音を立てて現れたのはソヨン。

　最初は俺と顔を真っ赤にしたテトラを見比べて、不思議そうな表情を浮かべていたが、突然何か納得したようで、踵きびすを返した。

「すみません、お取り込み中だったみたいですね」

「あ、ちょっと待って！」

　テトラの制止も聞かず、ソヨンはあっという間に走り出した。

「みんな!!　テトラちゃんとアルムスさんが逢引きしてる!!」

「待って！　違う、違う!!」

　テトラは大慌てでソヨンを追いかけ、大きな声で否定する。

　うーん、確かに事実と異なるかもしれないがそこまで懸命に否定されると傷つくぞ？

　全く、それにしても最近の子供は色恋沙汰が大好きだな。

　俺が十一歳のテトラ相手に恋愛感情を抱くはずがない。ロリコンじゃないんだから。

　テトラの方も、俺なんかを好きにはならないだろう。あれだけの美少女だ。もっとふさわしいイケメンが山ほどいる。

　確かに今の自分の顔は整っている方であるとは思うが、テトラと比べると釣り合っているかどうか……。

　まあ、しかし……元気になって本当に良かった。最後はソヨンの手柄だな。

　後で礼を言っておこう。
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　約一年と数か月経過して、年を越して俺は十四歳になった。

　村での生活も大分安定してきている。

　俺のアデルニア語もかなり上達してきていて、もうグリフォン様に『言語の加か護ご』を返上してもいいほどだ。

　今はテトラからキリシア語を習っている。キリシア語はアデルニア語と文法が似ていて発音も近いので、アデルニア語よりも習得速度が速い気がする。

　しかし問題があるとするならば、人頭税だろう。

　今年で十四歳勢は俺とロンとソヨンなので、三人分の人頭税を新しく納めなければならない。

　貨幣か現物、どちらで納めた方がいいかロサイス王に聞いたところ、どちらでも構わないという返答をもらった。

　首都を中心とする都市部では通貨は当たり前のモノとなりつつあるが、農村部では通貨はほとんど流通していないらしい。実際、ロンやロズワードたちは金貨を見て感動していた。現物の穀物は重くなるので、貨幣で支払わせてもらった。

　決して軽いと言える額ではなかったが、幸い払えない額ではなかった。

　無論、このまま年を重ねるごとに重くなる。

　普通の村々には大人がいるからいいかもしれないが、うちの村は子供ばかりで碌な労働力がない。

　税金さえ納めなければ暮らしていけるのだが……悩みどころだ。

　グリフォン様の支援もあと一年で打ち切りということを考えるとさらに頭が痛くなる。

　やはり農地を拡大して自給率を上げるしかあるまい。

「とはいえ、どうしたモノか……」

　俺たちは子供だ。子供だから、力も弱いし作業効率も遅い。だからこそできる限り作業効率のアップに努めなければならない。だが、農地拡大となると道具では解決できない問題だからなあ……。

「あの、アルムスさん。今後のことも大切ですけどひとまず小麦の脱だつ穀こくをしません？」

　ボーッとしていた俺の袖をルルが強く引っ張る。

　今の季節は六月。丁度小麦が実り、収穫期を迎えたのだ。

　とはいえ、とても四十人分の食を満たすほどの小麦は収穫できていない。実りが悪いというよりも、根本的に耕地面積が狭いのが大きな要因だ。

「悪い、悪い。早速始めようか。なに、今回は前回ほど苦しまないさ」

　前回の収穫では害虫以上に、収穫後の脱穀と脱だつ桴ぷに死ぬほど苦労した。

　そこで収穫に備えて道具を二つ作った。

「で、それが道具？」

「そう。千せん歯ば扱こきと唐とう箕みと回転式ひき臼」

　千歯扱きと唐箕は俺の手作り、回転式ひき臼は金を払って購入した。

　千歯扱きも唐箕も日本史の教科書で習ったことがあるのではないだろうか？

　まああくまで構造を思い出しながら作った手作り品なので、千歯扱きモドキと唐箕モドキだが。

　さて、早速作業を始めよう！

「これ、すごい楽ですね!!」

　ソヨンが小麦を千歯扱きで脱穀しながら俺に話しかけてくる。俺も自分で作ったものを褒められるのは嬉しい。

　ちなみに本来の千歯扱きの櫛くしは竹か金属でできているが、竹は自生していないし鍛冶技術は俺にはなかったので、木製である。だから非常に脆もろい。

　丁寧に扱ってくれ。

「うむ……構造は単純。

　でもこれだけ効率が良くなるなんて……。

　アルムスすごい発想」

　テトラが千歯扱きを見ながらぶつぶつ呟いている。

「アルムス！

　これが広まったらすごいんじゃない？」

　ロンが興奮気味に言う。まあ作業効率は上がるだろうね。

　さて、効率的に脱穀を終えた後は脱だつ桴ぷ作業、すなわち籾もみ殻がらを外す作業をしなければならない。前回は、まともな道具がなかったので、酷く苦労したが今回は購入した回転式ひき臼がある。

　しかし道具があってもやはり大変だった。重い石を動かさなければならないので重労働である点は変わらなかったのだ。しかしこれは人海戦術でカバーする。

　さて、問題は脱桴した後の種と籾殻の選別だ。

　ここは俺が苦労して作った唐箕の出番だろう。

「中の羽を回転させて風を作って選別する、っていう仕組み？」

　テトラがパッと見で唐箕の原理を言い当てた。さすがはテトラと言うべきか。

　俺は大きく頷いた。

「そうそう。

　軽い籾殻と重たい種を分けているわけ」

　当たり前な話だが、俺は唐箕の構造なんて知らない。しかし原理と大方の形状は分かる。

　原理と大方の形状さえ分かれば、後は試行錯誤の問題だ。

「五機も作ってようやく成功したよ。さあ、やるぞ！」

　俺は取っ手を摑み、回転させ……バキッ。

「あ！」

　こ、壊れた……。

　と、取っ手が……外れた、だと？

「六機目、作らないとね」

　テトラが苦笑いを浮かべた。
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「どう？」

「満点。やればできるじゃないですか、ユリア様」

「……あのさ、二人っきりの時は敬語やめてって言ってるじゃん。違和感あるの」

「誰が見ているか分かりませんからね」

　俺は肩を竦めた。

　俺はタメ口だから親しい、敬語だから親しくない、とは思わない。

　ユリアのような王族、支配者階級には礼節をもって接するべきだ。少なくとも王宮にいる時のユリアはユリアではなく、ユリア姫なのだから。

「さて、次の問題に取りかかりましょう……と言いたいところなんだけど一つお聞きしても宜しいですか？」

「宜しくない。敬語をやめて」

「じゃあ一つ聞いていいか？」

　するとユリアは満面の笑みを浮かべて頷いた。

「俺っていつまでユリアに算数を教えるんだ？」

「……えっと、それはもう嫌ってこと？」

　ユリアは悲しそうな表情を浮かべた。

　そして俺の腕を抱きしめる。

「ヤダ！　別れたくない!!」

「い、いや俺も別れたくないし……というかそういう意図で聞いてるんじゃない。だから、腕を放してくれないか？　……その、当たってるからさ」

　やはりお姫様で良い物を食べているのか、それとも遺伝なのかは分からないがこのお姫様は発育が著しい。まだまだ発展途上だが、確かに胸と言う事のできる膨らみがある。考えてみればユリアは俺と同い年の十四歳。体が女性になってきているのは当たり前の事だ。とはいえ、まだまだ子供だが。

　俺はロリコンではない。ロリコンではないと思うが、その……美少女に胸を押し付けられてドキドキしないほど枯れていない。

　それにこの恰好は見られると都合が悪い。

「あ……ご、ごめん」

　ユリアは顔を朱色に染め、慌てて俺の腕を放した。

　俺は気を取りなおして話の続きをする。

「俺の仕事はユリアに四則演算を教えることだ。でも、四則演算を教えた後もユリアに算数を教えている。確かに俺は四則演算をさらに応用させた問題を教えることができるし、それによってユリアの思考力がつくのはいいことだが……」

　一体いつまで、俺はユリアに算数を、数学を教えればいいのだろうか？

　給料は貰えるし、ユリアのことは嫌いじゃないから全然問題にはならないけど、ある日突然解雇を宣言されるのは怖い。いつまでか、という期限を知りたい。

「うーん、私も分からないし。じゃあお父様に直接聞いてみれば？」

「……それが一番だな」




　ユリアとの勉強が終わった後、俺は一人でロサイス王の元を訪れた。

「むむ、どうしたアルムス君。ユリアのことが嫌いになったのかね？　君がいなくなると再びユリアが独りぼっちになってしまうし、私も将しよう棋ぎの相手がいなくなって困るのだが」

　そんなことを言うロサイス王の手元には将棋の駒と盤面が置かれていた。

　俺が木を削って自作した手作り品だ。

　アデルニア半島には将棋やチェスのような、疑似的な戦争をして遊ぶボードゲームがなかったので、とても喜ばれた。今、ロサイス中で大流行しているらしい。

　最初は売るつもりで作ったのだが、そもそもボードゲームそのものが全く知られていないアデルニア半島では売れないだろうし、売れたとしても特許の概念がない以上すぐにパクられるだろう。

　だったら最初から国のお偉いさんに献上して、上流階級の方々の間で流行らせた方が良い。俺も将棋の開発者として、有名になれるし。

　折を見てチェスとオセロも流行らせるつもりだが、まずは将棋の浸透を優先する。

　ゆくゆくはトランプとかも流行らせたいと思っている。

「いえ、そうではなく……俺はいつまでこの職を続けられるのかなあ……と思いまして」

　四十人の子供たちを養うには当然金貨一枚（約十万円）では話にならないが、それでも大きな助けになっているのだ。

「ふむ……なるほど。まあ特に期限はない。強しいて言うなら君の教えられるモノがなくなるまでだね。無論、それ以降も遊びに来てくれるのは構わない」

　……知らない間に随分と俺は気に入られたらしい。

　やはり将棋をプレゼントして、度々対戦相手になっていたのが良かったのだろうか？

　上手くコネを使えば近この衛え兵へいくらいにはなれるかもな。そこから出世するのも面白そうだ。まあ、子供たちの世話が終わった後だから当分先の話だけどね。

「ユリア様はまだ俺以外の友人がいらっしゃらないんですか？」

「それがいないのだよ」

　可哀想に、いないのか……。

「どうしていらっしゃらないのですか？」

　ここ二年ほどユリアとは仲良くしていたが、それほどユリアに性格的問題があるとは思えない。

「詳しくは言えないのだが……まあ簡単に言えばユリアに釣り合う家柄の豪族とは少々揉めていてね。逆に揉めていない豪族や王宮勤めの士族、平民階級の子女の方はユリアに委縮してしまう」

「ユリア様はその……決して権力を笠に着るような方ではないと思うのですが？」

「ただの王女ならよかったのだが……幸か不幸か、あの子には百年に一度、いや千年に一度と言っても過言ではないほどの呪術の才能があってね。成人したら神官長になる予定なんだよ」

「それは俺にお話ししても宜しい内容ですか？」

　実はかなりの国家機密を知らされてしまったのではないかと、脳裏に不安が過ぎる。

「いや、この国の国民なら誰もがユリアの才覚を知っている。もう市中の噂うわさになっていることだ。まあ、私から言げん質ちを取ったと言い触らさない限りは大丈夫だ」

　……一応、信頼はされているという事かな？　まあこの人が俺如きに重要情報を漏らすはずがない。漏らしたとしたら、噓の情報を俺に広めてほしい時だけだろう。

「あと私にとって唯一の娘というのも大きいな。あの子の夫は将来のロサイス王だ。当然、野心家はその地位を狙う。ユリアはそういう下心には敏感だからな」

　……つまり野心家はユリアが遠ざける。野心家ではない者はユリアを畏おそれて遠ざかる、という事か。この国のことを全く知らなくて、そもそも身分差に疎うとく、そしてユリアが姫だと知らなかった俺だから彼女の友人になれた、という事かな？

「では身分を隠して市し井せいの者と交友するのはどうでしょうか？」

「少なくともこの街の者はユリアのことはみんな知っている。王都の外には警護の関係でそう簡単に連れ出せない。それにユリアはああ見えて人見知りでね、君に話しかけられたのも君の持っていた薬草が欲しいという気持ちが優ったからなんだよ」

　うーん、確かに難しいな。ユリアの友達問題。

　ユリアのことを知っている人間は無理。となるとユリアとは全く関わり合いのない者と友情を深めるしかないが、彼らが信頼できるか……ん？　今何か引っかかったぞ。

　信頼のできる、そしてユリアの顔を見たことがないような子供。

　となると……。

「えっと……うちの村はダメでしょうか？」

　と、試しに聞いてみると……。

「それは名案かもしれないな」

　……え？　いいの？





　　　　　※






「宜しいのですか、兄上」

「お前もあそこは安全だと太鼓判を押したではないか」

　ロサイス王が苦笑いを浮かべる。しかしロサイス王の弟であるライモンドは少し納得のいかない表情を浮かべたままだ。

「ええ、確かに調べました。こっそり、呪術師に命じて梟ふくろうを飛ばしましたよ」

　呪術師の仕事は多岐にわたるが、彼らの代表的な技術の一つに『魂たま乗のせ』がある。その名の通り、心を通わせた獣に魂を乗せて視覚や聴覚等を共有するというモノだ。リスクは高く、高度な術だが、その軍事的・政治的な価値は高い。

「あの少年の言葉には噓はありません。ええ、それにあのグリフォンとも本当に会話をしているようです。ですから、安全なのは確かです」

「では何を問題にしているのだ？」

「絶対の安全は保障できません。地の利のない森の中ですから。……そこまでしてユリア様の友人作りにこだわる必要はないかと」

　王族に友人は不必要。と、まではライモンドも言わない。しかし人間は友人などいなくても生きていくことはできる。

　それに王族であるユリアにいくら平民の友人ができても、いつかは別れる運命にある。果たして、友人作りにどれほどの意味があるのかとライモンドは尋ねているのだ。

「何か勘違いしているようだが、俺はユリアに友人を作らせるために森に行かせるわけではないぞ？」

「……では何のためでしょうか？」

「グリフォンとの友ゆう誼ぎだ。上手く行けば結べるかもしれない。違うか？」

　結べるかどうか、分からない。だが、もしかしたら上手くいくかもしれない。なら、試してみる価値はあるだろう。

　というのがロサイス王の考えだ。

「なるほど。おっしゃる通りです。私の考えはまだまだ甘かったようですね」

「それにあのアルムスという子供も個人的に気に入った。彼が望むなら士族に迎えようと思う」

「……それについては反対はありません。ええ、彼は確かに優秀です。あの年で彼ほど落ち着いていて、数字に長たけていて、その上少しではあるがキリシア語を話せる。そんな子供はこの国にはいませんから」

　王族や士族、そして士族の中でも広大な領地と権力を持った豪族。

　とはいっても、彼らの権力は血筋由来のモノであり決して優秀であるとは限らない。

　四則演算以上の計算ができる王族、豪族は一割にも満たないだろうし、キリシア語等の外国語が話せる、文字が書ける者も精々半分いるか、いないかだろう。

　これは決してロサイス王の国の教育レベルが低いから、というわけではない。アデルニア半島の国々の教育レベルは皆ロサイス王の国と同じ程度かそれ以下だ。

　実際のところ、戦争や政治の先頭を取り仕切る王族、豪族に計算能力や語学力が必要かと言えばそんなことはない。そういった雑務は全て下級士族にやらせれば解決するのだから。

　彼の有名なカール大帝も文字の読み書きができなかったのだから、アデルニアの王族、豪族を一方的に責めることはできない。

「想像以上に無能であったとしても、あの年であれだけの計算ができるのですから、王家の雑務をしてもらうくらいはできます。想像以上に、いえ想像通りに優秀であったならどこかの領地を任せてみるのも悪くはないかもしれませんね」

「ふふ……そうだな。とはいえ、もし領地を任せるならば誰かの養子にでも捻ねじ込こむ必要がある。どこか、見繕っておけ」

　ロサイス王が冗談交じりに言うと、ライモンドは破顔した。

「リストに私の名前を書いても？」

「ははは!!　では私の名前も書いておけ!!」

　ロサイス王とライモンドは笑い合った。

　あくまで冗談、冗談だったのだ。この時は……。





　　　　　※






「はーい、皆さん。いつもアルムス君にお世話になっているユリアと申します」

　ユリアは明るく、子供たちの前で挨拶した。

　今日のユリアはいつもと違う服装をしていた。

　いつもはお姫様らしい、とまでは言わないがよく観察すると高価な代物、つまり着ている本人の身分が推察できるような服を着ていた。

　しかし今回着ているのは粗末、とまではいかないが少し裕福な平民が日常的に着る程度の生地の服を着ていた。

　ユリアの身分をみんなが知らないから、ユリアをここに連れてきたのだ。

　ユリアの身分が高いという事が分かってしまうと元も子もない。

「一つ、聞いても？」

「いいですよ！　えっと……ソヨンちゃんだっけ？」

　ソヨンが立ち上がり、ユリアに尋ねた。

「アルムスさんとはどんな関係ですか？」

「恋人です!!」

　ユリアは俺の腕に抱きついた。

　おい、勝手なことを言うな!!　俺はチラッと後ろを振り返る。

　一人、監視と護衛が来ているのだ。今の発言をロサイス王に報告されると困る。

「マジか!!」

「すげえ！」

「羨うらやましいな……あんな綺麗な人と！」

「そんな……あんな綺麗な人に敵うわけ……」

「く、悔しい……」

　子供たちがざわめきだす。

「……ねえ、アルムス……今の話本当？」

　うわ、怖！

　テトラ、どうやったらそんな怖い声出るんだよ。

「ユリアの悪ふざけだよ。おい、お前も変なことを言うな！」

「あはははは。ちょっと揶揄からかいたくなっちゃって。でも私はそういう関係になってもいいよ？」

　ユリアは俺にウインクして離れる。

　テトラは俺を睨にらみつけながら、足を踏んできた。

「痛いだろ……そんなに怒るなよ」

「ふんっ」

　テトラはそっぽを向いた。

「モテる男は辛いねえ」

「揶揄わないで下さい」

　俺は苦笑いで酒を飲んでいる男……バルトロ・ポンペイウスに苦情を言う。

　バルトロはニヤニヤと笑ったまま答えず、酒を飲んだ。

「さっきからお酒ばかり飲んでますが、いいんですか？　護衛でしょ」

「はは、問題ないさ。それとも、ユリア様の誘拐でも企てるのかい？」

「いえ、そんな予定はありませんが……」

　ユリアが来るというからには、大勢の護衛が来ると思っていた。

　しかしやってきたのはこの先ほどから酒を飲んでいるアルコール依存症親父のバルトロ・ポンペイウスだ。

　俺がロサイス王に信頼されている、ということとこのバルトロ・ポンペイウスが優秀であること。二つの理由だろう。

　正直、今のところ優秀な姿を見ていないが、こういう重要な任務を任されている以上優秀なのだろう。酔っぱらっている酒飲み親父だが。

「君としても俺が酒飲んで、職務怠慢している方がいいんじゃないか？　隠したい物くらいあるだろ？」

「そんな物はありませんよ」

　これは真っ赤な噓だ。一つだけ、テトラのことだけは知られたくない。

　俺個人としてはテトラはロサイス王の国に戻った方が良い生活が送れると思うが、テトラ自身が嫌がっている。何でも、政治の道具にされて変な相手と結婚させられるだけだと。

　俺はお見合い結婚も別に悪いとは思ってないが、テトラが嫌がっていることを強要するつもりはない。

　なお、テトラのことがユリアやバルトロに見破られる心配はないと思っている。

　テトラ自身が、ロサイス王の国の姫とは顔を合わせたことがないと言ったからだ。何でも、豪族の子女子息が社交界に出るのは十二歳かららしい。

　テトラは当時十歳だったので、知られる心配はないとのことだ。

「ところでユリア様、いやユリアと何をして遊ぶんだ？」

　様を付ければユリアの身分が勘ぐられる。そう判断したバルトロがユリアへの敬称を外した。

「呪術を教えてもらおうかなと。ユリアに鬼ごっこやかくれんぼはできないでしょう？」

　実はユリアはあまり遊ばない。

　いや、これには語弊がある。正確に言うと、一般人からすると遊びとは思えない、呪術の研究こそがユリアにとっての遊びなのだ。

　だからユリアは宝石や衣服にも興味を示さない。そんな物よりも毒草と戯たわむれるのが大好きな変人。

　そんなユリアと子供たちがまともに遊べるわけがないし、共通の話題もない。

　そこでユリアが『呪術を教える』ことで子供たちとコミュニケーションを図ってもらおうと考えた。

　俺だってユリアと鬼ごっこやかくれんぼをして友情を深めたわけではない。

　算数を教える間に深まった絆だ。こういう形でも友情はできるはず。

「なるほど。確かに君の言う通りだ。ああ、そうそう。俺に敬語は使わなくていい。俺は平民上がりの士族だからな」

「そうなんで……そうなんだ。どうやって士族になったんだ？　そんな簡単になれるのか？」

「ロサイス王は優秀なら身分問わず登用してくれる。無論、ある程度出自が信頼できなければダメだが。君も成人……徴兵される年齢になったら、話が来るはずだ」

「俺が？」

　俺は特に功績を上げた記憶はないが……。

「最悪、雑務を取り仕切る優秀な官僚にはなれると踏んでるみたいだぞ？　それも最悪だ。上手く行けば、領地も貰えるかもな」

「そんな大袈裟な」

　しかしそんな話をされてしまうと、少し期待してしまう。俺とて権力欲がないわけではないのだ。

　何しろ前世の日本では、若くして死んだということと金銭事情の関係で、自分の欲というモノを満たせなかった。金や可愛い女の子にだって興味はある。

「まあ、俺や君みたいな有能な者を平民から求める時点で我が国はかなり危うい状況にあると言えるけどね」

　バルトロは溜息交じりに語る。酒飲みにも国を憂うれう心があるらしい。

「ところで、子供たちはちゃんと呪術の授業なんて聞けるのか？」

「大丈夫だ。あの子たちは結構しっかりしているからな。俺の算数の授業もしっかりと落ち着いて聞いている」

　やはり環境が環境だからだろうか？　ふざけていれば死にかねないこの状況だと、みんな俺の言っていることを聞いてくれるのだ。

　ユリアの呪術だって、役に立たないという事はない。女の子は呪術師になれる者も出てくるだろうし、ユリア曰いわく男の子も呪いのために呪術を習うのは意味のあることだという。俺も後でユリアに教わらないとな。

「うん？　少し待て。お前、算数の授業をあのガキどもにしているのか？」

「まあな。将来、絶対に役に立つだろうし。まあ十二歳以上の子はみんなユリア以上の算数の力があるよ」

　バルトロが目を見開いた。何をそんなに驚いて……いや、待てよ？　王族という高貴な身分のユリアでさえも十二歳の時は四則演算さえ覚束なかったのだ。もしかしたらこの世界、相当教育レベルが低いんじゃないか？

　これはどこかで聞いた話だが、中世ヨーロッパでは字が書けない貴族が普通にいたらしい。となると、この世界も同じように字の読み書きや、少し難しい計算は特殊技能になるのでは？

　となると、俺がロサイス王の国の官僚になれるってことはロンたちにも同様のチャンスがあると考えられないか？

「ちなみにテトラっていう子がキリシア人のダブルで文字の読み書きができてね。最近は彼女に頼んで全員にキリシア語と読み書きを習わせている」

　正直、算数よりも文字の読み書きの方が役に立つと思う。

「あいつらも宮仕えにさせられないかな？」

「……そいつはロサイス王に聞いてみないと分からないが……」

　バルトロは苦笑いを浮かべた。まあ、俺が信頼できるからといって、ロンたちまでロサイス王が信頼してくれるかどうか、ってなると別の話だろうな。

「さて、俺も仕事をさせてもらおうか。まず聞かせてもらうが……休耕地は設けなくていいのか？」

「ああ、それなら大丈夫だ」

　俺はバルトロに輪りん裁さい式しき農業について説明する。まあ、まだ四年経っていない以上俺も輪裁式農業の効果は確認できていないのだが。

「……そいつは本当か？」

「ああ。ただ畑を四分割して回すから、一回当たりの収穫量は減るよ」












　確か、アデルニア半島の農業は二に圃ほ式しき。一回当たりの収穫量は二分の一になってしまう。総合的には輪裁式農業が優まさるが。

　バルトロは興味深そうに羊皮紙にメモを取る。一応、釘を刺しておこう。

「ロサイス王様に伝える時は、俺の発案って言っておいてね？」

「そいつは分かってるさ。で、あの農業器具は？」

「変な櫛みたいなのは千歯扱き。謎の機械は唐箕だ」

　バルトロが指さしたのは俺が手作りした、唐箕八号機と千歯扱きだ。唐箕八号機は取っ手が壊れた五号機から改良に改良を重ね、自分としては最高傑作であると思っている。

「用途を聞いても？」

「いいぞ」

　俺は千歯扱きと唐箕の用途、原理について細かく説明する。バルトロはペンを動かし、羊皮紙に記載していく。

「あの千歯扱きっていうのなら我が国でもすぐに導入できそうだな」

「作るなら歯の部分は鉄にすることをお勧めする」

「あと、あの唐箕ってのは持って行ってもいいか？」

「解体して構造を理解したいのは分かるけど、全部バラされてから修理できません、は困る。六号機と七号機があるからそっちなら持って行っても構わないよ。性能はさほど変わらないし」

「助かる」

　バルトロは俺に礼を言った。俺も一言言うのは忘れない。

「ロサイス王によろしく」

「それは当然だ」

　その後も除虫菊や土器、木炭についてもバルトロに話す。さすがに土器や木炭はロサイスでも普通に作れるらしく、あまり驚かれなかった。だが除虫菊に関しては、害虫対策としてすぐに導入できると喜んでいた。

　千歯扱きや唐箕は一から作って配らなければならないし、輪裁式農業には土地制度改革が不可欠だが、除虫菊に関しては効能を広めるだけでよい。そこら辺に生えているし、野生で生えているのが減ったら畑の一角で育てればよいだけだ。

「アルムス!!

　そんな酔っ払いと話してないで、あなたも来てよ」

　バルトロと話し込んでいると、ユリアが駆け寄って俺の手を摑んだ。

　ここまでみたいだな。

「悪い、バルトロ。お姫様が呼んでいる」

「ああ、行ってらっしゃい、白馬の騎士様」

　バルトロはニヤニヤと笑って、俺を揶揄ってくる。

　バルトロの言葉を真に受けたのか、ユリアが顔を真っ赤に染めた。

「バカ！

　この酒飲みバカ！

　酒に溺れて死んじゃえ!!」

「はは、そいつは本望ですねえ」

　どんだけ、こいつは酒が好きなんだ？




「しっかし、こいつは大きな収穫だな」

　バルトロはアルムスの村に来て得られた知識を頭の中で整理していく。

　バルトロは武人だ。文官ではない。だからアルムスの情報の真価は分からない。

　だが、それでもこの情報はロサイス王の国の国力を向上させる可能性を秘めているという事だけは何となく分かった。

「神様は我らをまだ見捨ててない、ってことかねえ」

　バルトロは愉快そうに笑った。





　　　　　※






「アルムス君。その輪裁式農業というのは確かな技術なのかな？」

　後日、俺はロサイス王に呼び出されて単刀直入に聞かれた。

「はい。少なくとも理論上は確かです。実証もされています。もっとも、俺自身がこの目で見たわけではないので、確かなことは言えません」

「……なるほど。では、毎年の収穫量を記録してこちらに提出してくれないかな？」

「そんなことでしたら、ご協力いたします」

　ロサイス王の国の農業技術が上がり、収穫量が増えれば餓死する人間もロンのような子供たちも減る。協力できるならば協力したい。

「ところでアルムス君。この農業、我が国で実施はできると思うか？」

「……どうでしょう？　農民に上手く説明できれば可能だとは思いますが……その説明をどうするかと言われると。それに、この農業は共有地をなくして土地の所有権を明らかにする必要があります。それを考えると、難しいのでは？」

　この輪裁式農業を効率的に行うには、広い土地と多くの労働力が必要不可欠だ。イギリスではこれらを確保するために第二次囲い込みと呼ばれる、合法的に土地を集約させる運動が行われた。ロサイス王の国でもこれを行う必要があるが……。

「この国の兵力の主力は自作農を中心とした重装歩兵団。違いますか？」

「その通りだ。自作農が減るのは我が国の軍事力低下に直結する」

　ロサイス王の国では、兵士は武器を自弁する必要があるらしい。そのため、兵科は徴兵された人間の財産量によって決定する。

　多くの資産を持つ者は馬が手に入るので騎兵に。自作農は槍と盾を揃えられるので自作農。それさえ手に入らない小作人や無産市民は軽歩兵になるというわけだ。

「とはいえ、無理に土地集約をする必要はないだろう。我々ロサイス氏族もそうだが、豊かな士族階級や広い土地を持つ平民は奴隷を所有している。そこで輪裁式農業をすればいい」

「なるほど。確かにおっしゃる通りですね」

　確かに無理に進める必要はないかもしれない。そうやって上の方から農業を改革していけば、下の平民たちも自分たちで土地の整理をし始めるだろう。

「それと千歯扱きと唐箕は国で生産して使わせてもらう。お礼と言っては何だが、何か欲しい物はあるか？」

「では……農耕のための馬を貰えませんか？」

　馬は非常に高価で、そもそもどの村にとっても貴重だったので中々買い取ることができなかった。

　だがロサイス王は権力者。揃えることも可能だろう。

「ふむ、分かった。では馬を二頭と……一年分の飼かい葉ばを分割してやろう」

「ありがとうございます」

　馬は大食漢の生き物。大量の餌えさが必要になる。

　馬が手に入っても、その飼葉をどれだけ確保できるかというのもネックだったのだが……どうやら俺の心配を汲んでくれたらしい。

「さて、アルムス君。正直なところ私は君のことを過小評価していたようだ。君はただの天才ではなく、相当の天才のようだな」

「……いえ、さすがにそれは過大評価だと思います」

　確かに十四歳という年の孤児が、四十人もの子供たちを指導して死者を出さずに今まで生き延びさせてきて、計算に長け、多少キリシア語も操れて、その上最低でも数百年は進んだ農業技術や農業器具を開発する。

　なるほど、これは神が遣わした天才と言っても過言ではないかもしれない。

　だが俺はただの十四歳の子供ではない。前世の日本という国で、高度な教育を受けた経験のある十四歳なのだ。

　全て俺が考えついたことではない。無論、これらをこの世界に持ち運んだという点では大きな功績だとは思っているが、それでも天才というのは過大評価過ぎる。

「謙けん遜そんするな」

「……はい」

　ロサイス王に対して自分の前世について話すのは少し憚はばかられた。信じてくれるか分からないし、過大評価されてむず痒い気持ちは晴れるかもしれないが、ロサイス王の中での俺の評価が下がるのは、今後の活動に支障をきたす。

　いつかは言わなければならないが、少なくとも生活が安定するまでは話したくない。

「さて、実は君に少し聞きたいことがあるのだが、よいかな？」

「聞きたいことですか？　はい、構いませんが……」

「ああ、あと私の弟のライモンドが同席したいそうだ。よいか？」

「それはどうぞ、ご自由になさって下さい」

　というか、そんなことを俺が断れるわけないだろう。

　まあ形だけでも許可を取るだけ誠実な人だとは思うが。

「アルムス君、久しぶりだね。よろしく」

「はい。よろしくお願いいたします」

　俺はライモンドに深く礼をした。王おう弟ていライモンドとは、たまに将棋を指したりしている仲だ。今のところロサイス王の国で一番将棋が上手いのは俺なのだ。

　ライモンドはロサイス王の隣に腰を下ろす。

　ロサイス王はおもむろに口を開いた。

「ロサイス王の国という政治体制については理解しているね？　君はこの国の体制をどう見る？　安心したまえ、どのようなことを言っても無礼討ちにはしない。好きなだけ話してくれ」

　……無礼討ちにしない、か。まあロサイス王の為人ひととなりはこの二年の付き合いである程度分かっている。もし俺が無礼討ちされたら、それは俺に見る目がなかったという事だろう。

「酷く脆ぜい弱じやくであると、言わざるを得ないかと」

「その理由は？」

「血縁関係と地縁関係。この二つはどちらも時が経つにつれて薄まるからです」

　ロサイス王の国は血縁関係と地縁関係によって成立している。

　なるほど、初代国王の時代はどちらも強固に国を繋ぎとめるだろう。しかしそれは長続きしない。

　血縁関係は時が経つにつれて当然薄まる。土地も三世代、四世代と代を重ねていくうちに「ロサイス王からもらった土地」ではなく「先祖伝来の土地」に変化する。

　忠誠心は少しずつすり減っていく。

「また豪族による地方支配。これも大きな問題です。兵力と財力の二つが国中に分散し、しかもそれを握っている者は別々。これでは大きな戦や大事業を起こすときに、全てを調整するのに時間がかかり過ぎます。その上、豪族が裏切れば大きく国力を落とすことにも繋がります」

　例えば治ち水すい事じ業ぎよう。これは川に隣接する地域の村々や街への利害調整が必要不可欠だ。

　もし国王に大きな権力があれば、国王の決断の下断行することができる。

　しかし現在のロサイス王の国で治水事業を執り行おうとすればまず初めに、豪族間の利害調整に奔走させられ、中々行動に移せない。

「他にも……豪族が他国の豪族と婚姻関係を結んだ場合、戦争をする時の障害になるかと」

「それについては安心したまえ。我が国では先代国王の時代に、他国の豪族との婚姻は堅く禁じた」

　ロサイス王は俺の懸念を払ふつ拭しよくした。……しかし、それだけでは弱い。

「自国の豪族間の婚姻も、許可制にするべきです。そうしなければ一つの豪族の反乱が全国に広がります」

「……なるほど、確かにそうだ。これは盲点だったな」

　しかし何でロサイス王は俺なんかに政治の話をしてるんだろうか？

　……というか、いつの間にか随分と王族と仲良くなったな。

「ではアルムス君。どうすればロサイス王の国の政治体制を強化できると思う？　どんな意見でもよい。少し聞かせてくれ」

「……やはり中央集権化をするしかないのでは？」

　中央集権化という言葉は歴史を習っていれば嫌でも聞く。小学校で習う歴史の範囲でさえも、中なかの大兄おおえの皇おう子じ（後の天てん智ぢ天皇）の起こした乙いつ巳しの変、大たい化かの改かい新しんや明治政府の廃はい藩はん置ち県けんなど何度も出てくる概念だ。

「なるほど。私たちと同意見だな。なあ、ライモンド」

「はい。いやはや、驚きです。一介の子供に、我らロサイス氏族が考え抜いた政治目標を当てられるとは」

　ロサイス王とライモンドはうんうん、と感心するように頷いている。

　……別に俺が一から考えたことではないのだが。こそばゆいなあ。

「それで君は具体的にどうすれば中央集権化を達成できると？」

「……そうですね。まず必要なのは権威でしょう。ロサイス氏族……いえ、王家とその他を明確に分ける何らかの神威的な力が必要かと」

　王おう権けん神しん授じゆ説せつだとか、現あら人ひと神がみだとか、どのような形でもよいからそういった王とその他を分ける絶対的な大義名分。中央集権化にはそれが必要不可欠だろう。

「具体的には？」

「神話とかはどうでしょう？　ロサイス氏族の始し祖そを何か、神の子にするとか」

　まああいにく俺はアデルニア半島の神話についての知識はないので、どんな神を宛がえばよいかなんて分からないが。

「では他には何かあるか？」

「少なくとも、徴税権と兵権は豪族から引き剝がすべきでしょう。逆にそれさえ剝がせられれば、後はどうにでもなります。……まあどうやって剝がすかと言われると、困りますが」

　方法が全く思いつかないというわけではない。歴史上には中央集権化を達成した例は山ほどあるのだから、そういった事例を参考にすれば具体的な方法も提案できる。しかしロサイス王の国の政治事情を知らない限りどうにもならない。

「……ふむ、まあ実は我々は一つだけ中央集権化を成し遂げる秘策を考えてある」

「それは本当ですか？」

　中央集権化。文字で表せば五文字だが、簡単なことではない。

　さすがはロサイス王といったところだな……。

「まあ、正直あまり取りたくない方法だ。調理方法は間違っていないが、何分重要な食材の方が腐っていてな。腹を下しかねん。全く、どうしてこの国はここまで人材不足なのか……考えただけで胸が痛く……っぐ、ゲホ」

　突然、ロサイス王が胸を押さえ苦しみ始めた。ライモンドが慌てて駆け寄る。

「あ、兄上！」

「だ、大丈夫だ。だい、ッゲホ、ゲホ」

　口を押さえ込んだ手の隙間から、血がポタポタと流れ落ちる。

　真っ赤な血液が床を汚した。

　俺が唖あ然ぜんとしているうちに発作は治まったようで、ロサイス王は再び俺に向き直った。

「……すまない。見苦しい姿を見せたね」

「御病気ですか？　何年前から？」

「かれこれ、十年の付き合いになるかな？」

　ロサイス王は苦笑した。普段の自信溢れる表情から想像もできないほど弱々しい。

「もしかしてユリアが呪術に傾けい倒とうしているのは……」

「ああ。私の病気を治すためだよ。……まあ、治ることはないと思うが」

　なるほど……。

「あとどれくらいほど？」

「それは君が知ることではない」

　きっぱりと、お前は部外者だと言われてしまった。

　まあ王の寿命なんて、側近中の側近くらいしか知らされないことだろうから別にショックは受けないけど。

「アルムス君、宿題だ。利発な君なら考えつくだろう。中央集権化を成し遂げる方法、手段を私が死ぬ前に考えてきてくれないか？　採用するかどうかは別として、参考として聞いてみたい」

「……頑張ります」

　死にかけの病人に頼まれれば断れるわけないでしょう……。





　　　　　※






「へえ、これが馬か」

「ああ。初めてか？」

「うん。凄いね」

　ロンがロサイス王からもらった馬をぺたぺたと触りながら言った。

　馬は気にしていないという顔で草を食べている。

「なあ、兄さん。一つ聞いていいか？」

「ん？　何だ」

「あの女は誰だよ」

　ロズワードが牛をブラシで撫でている女を指さして言った。

「ああ。彼女はリア。奴隷だよ。もらったんだ」

　馬は貴重だ。

　荷物を持たせて長距離を移動できるし、畑を耕すこともできる。

　とはいえ、馬を扱うのはそれなりの技術が必要だ。

　あいにく、俺は馬を飼った経験がないし、他の子供たちも馬を飼ったことがないらしい。

　そんなことをロサイス王に話したら、ロサイス王はこう言った。

「じゃあ世話役の奴隷の子供とセットだ。まあ、どうせ今更食い扶ぶ持ちが一人増える程度は問題ないだろう？」

　かくして、俺はリアという女奴隷を引き取ったのだ。

　はっきり言って奴隷なんて初めて扱うしどうやって接すればよいか分からないけど……まあわざわざ他の子供と扱いを変える必要もないだろう。

　俺は馬の世話役をロサイス王から受け取ったのであって、奴隷を受け取ったつもりはないし。それにロサイス王の国の国法では、奴隷の扱いに関しては明確に定められていない。仲間として扱えばよいと思っている。

「彼女はここからずっと東の方のゲルマニスっていう地方出身らしいよ。一応、俺は『言語の加護』があるから会話できるけど、彼女はこの辺の言葉を話せない。だから何か伝えたい時は俺に言ってくれ」

「へ、へえ……」

　ロズワードはチラチラとリアを見る。リアはどこ吹く風で馬の世話をしている。

　こいつも発情期か……。

　ロンもソヨンも最近は隙を見てはイチャイチャしてるし。

　最近、十四歳勢が大人になってきた。

　いや、成長を喜ぶべきというのは分かるんだけどね。

「アルムスさん！　イノシシを仕留めました!!」

　俺の耳に大きな声が入ってきた。

　声のした方を見ると、イノシシをぐいぐい引っ張る背の高い少年が姿を現す。

　グラムだ。

　グラムは十二歳だが、十四歳の俺の背をとうに越えてしまった。

　筋肉もがっしりしていて、もしかしたらこの集団の中で一番体格が良いかもしれない。誰だ、お前？　状態だ。

　まあ、弓って結構筋力使うからね。

「ふふん！　私の呪術が役に立ったんですよ。凄くないですか、ねえ？　私、最強ですよね？」

　グラムの横でルルが貧相な胸を張る。

　何でも呪術には獣や人を追跡する術があるらしく、ルルはそれを使ったのだろう。

　ユリア曰く、この村の子供たちはどういう訳かみんな筋が良いらしい。特に才能があるのはテトラ、ソヨン、ルルの三人だそうだ。ちなみに俺にはやっぱりない。

「さて、みんな揃ったし畑を広げよう。畑を一気に三倍にするぞ!!」

「おおお！！！」

　気合十分。

　こうして畑の拡張が始まった。拡張といっても一から木を切り倒して開拓するわけではない。

　元々畑だったが、放置されて荒地になった部分。そこを掘り返すのだ。

　雑草はヤギを放って粗方片付け、その上で残った雑草を抜いた。

　あとはお馬さんの馬力頼りだ。

「しかし、馬を使うと作業の速さが段違いだなあ」

　ロサイス王にもらった馬が優秀なのか、それとも馬という生き物が元々優秀なのかは分からないが、作業はどんどん進む。

　馬二頭の力と、成長してきた子供たちの筋力も合わせて、作業は初めて畑を耕したときよりも十倍ほどの速度で進んだ。

「そう言えば、アルムスさん。何か新しく植えるって言ってましたよね？」

　ソヨンが馬を引きながら俺に尋ねてきた。

　まだ、具体的には言ってなかったな。

「ああ。大たい麻まを植えてみようかなと思う」

　大麻というと、日本ではマリファナ、要するに麻薬のイメージが強いが、大麻は長い間服や袋、ロープの材料の繊維として使われてきた歴史がある。

　アデルニア半島でも、大麻は繊維を得るために栽培されている。

　ユリア曰く、痛み止めの材料として呪術でも用いられることはよくあるが、嗜し好こう品ひんとして使う風習はアデルニア半島にはないそうだ。

　海外では嗜好品として使うこともあるらしいけど、まあ使うつもりはない。

　大麻は繊維だけでなく、栄養価の高い実、ヘンプシードも取れる。それに一年草だから一年中栽培できる。生育も早く、連作障害も起きにくい。

　育てるには悪くない作物だ。

「服を作るんですか？　正直、服は買った方がいいと思いますよ？」

　ソヨンの問いに、俺は首を横に振った。土器や木炭ならば素人でもそれなりのモノが作れるし、さほど手間はかからないが服は別だ。

　時間がかかり過ぎるし、サイズを合わせたりするのに一苦労だろう。服は時間効率を考えると買った方が安い。

「いや、服は作らないよ。……少し作りたいモノがあるんだ。まあ、実際麻でそれが作れるか分からないから、それが作れるか試してからの話だけどね、麻の栽培は」

　最近俺は何かしらの産業のようなモノが必要なのかもしれないと、思い始めるようになった。

　というのも、グリフォン様の支援は来年の夏で終わってしまうからだ。現状では全員分の食糧を自給できていないし、今まで節約して積み立ててきた分も大した額ではない。

　それに子供たちの成長と合わせて、税金も支払わなければならなくなる。

　何か、儲もうかる産業が必要だ。

　実は一つだけ、産業として成立しそうな特産品がある。

　材料は森からいくらでも採ることができて、その上作るのがさほど難しいわけではなく、さらに軽くて持ち運びがし易く、大きな需要がある物。

　紙だ。

　紙がこの世界で開発されているかどうかは定かではないが、少なくともアデルニア半島には存在しない。

　一般的な記録媒体はパピルスか羊皮紙か、木もつ簡かんのようだ。

　パピルスは軽いが、製造するのに多くの人手が必要で高価。その上繊維の方向が表裏で違うため、片面しか書けない。また強度が弱く折り曲げるのにも向かない。

　羊皮紙はパピルスに比べれば使いやすく丈夫で、表面を削ることで繰り返し使う事ができるが、やはり高価で、その上虫が湧く。

　木簡は作るのも簡単だが、重いし、嵩かさ張ばるし、長い文章を書くことに向かない。

　と、まあどれもこれも一長一短あるわけだが、紙があれば全て解決する。

　紙は両面書けるし、軽いし、比較的丈夫だし、何より安価で生産できる。

　無論、安い価格で売ったら俺たちに儲けがないので羊皮紙よりも少し低めの価格で売ればいい。安いという長所がなくても紙が優る。

　材料の繊維である木の皮や藁わらならばいくらでも手に入るし、麻は育てればよい。繋ぎのために混ぜるノリは小麦粉から作ることができる。

　俺たちには打って付けの製品。

　それに俺自身、夏休みの自由研究で作った経験がある。材料は牛乳パックだったけど。

「というわけで、試しに紙を作ってみるぞ」

「それ需要あるの？」

　テトラが首を傾げた。紙の価値に懐疑的なようだ。

「みんな字書けない」

「ああ。一般の市場に売っても儲けられない。だからロサイス王に直接卸す」

　官僚制を整備して中央集権化を推し進めている最中のロサイス王にとって、情報媒体は頭の痛い問題だろう。

　紙はパピルスや羊皮紙より優秀な情報媒体。少し低めの値段設定なら買ってくれるはずだ。

「納得してくれたか？」

「うん」

　テトラはにっこりと笑顔を浮かべた。

　実は、村の子供たちが紙を作る技術を身につければ将来何があっても職に困ることはないだろうという目算もあるのだが、わざわざ言うまでもないだろう。

「さあ、早速作るぞ!!」

「「おお!!」」




「さて、まずは材料だな」

　俺は紙の材料として、主に木の皮と藁を中心に作ろうと思っている。

　というのも、木の皮なら薪まきを作る時に毎回発生するし、藁も小麦や大麦を収穫する時に副産物として得られる。

　当然主要原材料として麻も使うが、こちらに主軸を当てるつもりはない。畑で育てるといっても、畑の広さには限度があるからだ。

　生活費の足しのための麻が、逆に食糧生産のための畑を圧迫すれば本末転倒だろう。

「じゃあまずは木の皮からいこうか」

　木の皮を水の中につけて柔らかくしてから、黒い部分を剝ぎ取る。

　さらにこれを細かく砕いて……。

「確かアルカリで煮る。問題はアルカリだが……灰あ汁くで問題ないはずだ」

　本当は苛か性せいソーダ、つまり水酸化ナトリウムが欲しいところだが作り方が分からない。ちなみに灰汁は簡単に作れる。灰を水に溶かし、上澄みの白い液体が灰汁だ。

「何で灰汁を入れるの？」

　テトラが興味津々な様子で尋ねてくる。うーん、俺も詳しくは知らないんだけど……。

「確か、アルカリには生物の組織を分解する作用があるんだよ。だから木の皮を細かく分解できる」

「なるほど」

　納得した様子でテトラは一歩引いた。紙作りそのものよりも、紙ができる原理の方が気になるようだ。

　次は細かく砕いた木の皮と、千切って短くした藁、街で購入した麻、そして着れなくなったボロ服を灰汁と共に数時間煮込む。繊維を柔らかくするのだ。

「シチューを作ってるみたいですね」

「美味しそう」

　ルルとグラムが土器の中を覗き込む。確かに灰汁の色は白っぽいからシチューに見えなくもないかもしれない。食べたら腹を壊すことは間違いないが。

　ある程度煮たら繊維を取り出し、水で洗う。灰汁をしっかりと洗い流すために、一晩水に浸ける。

「それで次はどうするんですか？」

　ソヨンがワクワクとした表情で俺の指示を待つ。少し待ってくれ、今昔の記憶を思い出してるから……。

「水に入れてさらに磨り潰すんだ。それと小麦で作った糊を入れる」

「あ、じゃあ僕が磨り潰します。やらせて！」

　ロンが手を上げて、自主的に杵きねを手に取った。

　何度も何度も木き臼うすで磨り潰し、細かく砕いていく。

　昔作った時はミキサーを利用したが……原型がなくなるまで磨り潰せばいいだろう。

「そうしてこれを漉すく」

　手作りの紙漉枠で繊維を紙の形に整える。

　これは売り物だから、丁寧にやらないとな……。

　みんなと協力しながら、できるだけ全体が均等の厚さになるように漉いていく。

「後は乾かすだけだな」

　木の板を日当たりのいい場所に置く。さいごは太陽に頼るだけだ。




　幸い、快晴にも恵まれて紙は何の問題もなく完成した。

　日本の紙と比べたらお世辞にも質は良いとは言えないが、この世界のパピルスや羊皮紙と比べても悪くない出来栄えだと思う。

「凄い！　軽いし、丈夫だし、白い。これなら書きやすいね、それに量産もできそうだし……さすが兄さんだ！」

　ロズワードは興奮気味に作った紙を眺める。

　その賛辞は俺ではなく、蔡さい倫りんに言ってくれ。

　……いや、待てよ？　もしこの世界初の紙が俺が作った紙なら、将来俺は世界史の教科書に載るのか！

　何千年後か分からないが、未来の受験生が俺の名前を憶えてくれるとは感慨深いな。
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「……ふむ、なるほど。これは素晴らしいな。まとめて買わせてもらう」

　ロサイス王は俺の作った紙と、俺が提示した値段を聞いて感嘆の声を上げた。

　そして俺の目を真っ直ぐ見つめる。

「作り方を教えてくれないか？」

「別に構いませんが……我々の収入は保障してくれますか？」

　ロサイス王が自分から作るようになったら、俺たちは紙を売れないのだが。

　まあその時はその時で、ロサイス王から報酬のお金をもらう。そして他国に出向いて、同様に紙をプレゼンしてお金をもらう……ということを繰り返しますよ？　と牽けん制せいするつもりだけど。

「ふふ、冗談だ。ではこうしよう。三年間は継続して購入する。それまで紙の品質の向上に努めろ。王としての命令だ。三年後、質の良い紙が作れるようになったらまとまった額でその技術を買い取る」

「よろしいのですか？」

　何だか、物分かりがよすぎる気がする。

「私としてはこの紙を国の産業にしたい。が、産業とするにはまだまだ質が悪い。できればこの紙のことは、商品にするまで伏せておきたいのだ。だから絶対に他よ所そで売るな？」

　なるほど。俺が拗すねて他国にこの情報を売りつけることまで織り込み済みか。

　やはりこの人は頭の回転は速いな。

　俺なんかを過大評価したり、バルトロとかいう酒飲み野郎を登用する辺り、人を見る目はイマイチのようだけど。
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　約一年が経過して、俺は十五歳になった。ついにグリフォン様との約束の日。つまり食糧支援の期限が訪れた。

「よく今日まで一人も死なせず、育てたものだな」

「俺一人の力じゃないですよ」

　グリフォン様の支援は無論、ユリアやロサイス王にも助けてもらった。何より、子供たち自身が頑張ったというのも大きい。

「謙遜するな。我や権力者の支援と、子供のやる気を引き出したのはお前だ」

　……まあ、そうだな。確かに俺のおかげだ。

　驕おごるつもりはないが、賞賛は素直に受け取っておこう。

「ところで『言語の加護』はまだ必要か？」

「いえ、もう結構です」

　アデルニア語はほぼ完璧。それに最近はテトラからキリシア語の読み書きを教わり、日常的な会話だけなら事足りるレベルまで上達した。

　ロサイス王からもらったゲルマニス人奴隷……まあ、俺たちは奴隷として扱っていないので、ゲルマニス人のリアと表現するのが正しいが……彼女もアデルニア語をある程度覚えてきているので、『言語の加護』がなくても会話は可能だ。

　それにロズワードの方がリアとの会話でゲルマニス語を習得しつつある。恋の力というのは凄いなあ、と思う。

「そうか、では返してもらう」

　何か、すっと自分の体から抜けるような感覚がする。加護がグリフォン様に戻ったのだろう。

「一度関わったのだ。定期的に顔を出せ。あと、我に少しでも感謝の念があるのであれば、酒を寄越せ。定期的にな」

「分かってますよ」

　グリフォン様が鳥類か哺ほ乳にゆう類るいかは分からんが……酒って飲んでいいのかな？




　その後、俺は村に戻って子供たちを集めた。

　彼らに伝えなければならないことがあるからだ。

「実はみんなに伝えることがある。ギルベッド王の国、ドモルガル王の国、フェルム王の国は未いまだに不作みたいだけど、ロサイス王の国に関しては今年は豊作だったみたいだ」

「……それがどうしたの、兄さん」

　ロズワードが怪け訝げんそうな顔をする。俺の言ってる意図が分からない。そんな顔だ。

「お前、ロサイス王の国の出身だろ？」

「……そうだけど」

「今なら帰れるぞ」

　俺は静かにそう言った。

　ロサイス王の国出身の子供はロズワード以外にも何人かいるので、彼らが抜ければ労働力不足になり、畑の維持や食糧の生産に支障が出る可能性がある。

　でも構わない。

　子供は親の元で育つべきなのだ。俺のような、親を知らないような奴の元ではなく。

「……なあ、兄さん」

「何だ？」

「バカなの？」

「……それはどういう意味だ？」

　何かおかしなことを言っただろうか？　もしかして、グリフォン様の支援がなくなるから俺が口減らししようとしている、と思われたのか？

「確かに親のことは好きだったよ。でもさ、俺たちを捨てたんだぜ。一度は。どんなに仕方がなかったとしても。許せるわけないだろ。どうせ戻っても歓迎されない。食い扶持が増えるだけだし。それにまた追い出されるかもしれない。今度は奴隷として売られる可能性もある。帰りたいと思うわけないじゃん」

　……言われてみれば確かにそうだ。

　一度、子供を捨てた人間のところに子供を返すなんて、正しいわけがない。

　冷静に考えてみれば分かることじゃないか。

　彼らが冷遇されたり、酷い目に合う可能性のほうがずっと高い。

　どうして気付かなかったんだ……。

　ああ、そうか。

　ただの俺のコンプレックスか。

　親がいないから、親という存在を自然と美化し過ぎているのかもしれない。

　自分と同じような思いをして欲しくないと、勝手に押し付けているだけか。

「あと、もう一つ」

　そう言ってロズワードは笑う。

「みんな兄さんのことが大好きだから。兄さんは俺たちを見捨てずに、助けてくれた。何の縁もない俺たちを。だから」

「そうか……」

　勝手に変なことを考えていたのは俺だけか。

「なあ！　この中で親の元に帰りたいと思う奴はいるか!!　手を上げろ!!」

　ロンが大きな声で周りの子供たちに呼びかける。

　誰も手を上げない。

「じゃあこれからもリーダーについていきたい奴は挙手!!」

　全員が一斉に手を上げた。

「おい、周りに流されなくてもいいんだぞ。本当に帰りたい奴は機会があれば帰ってもいい。なあ？」

　さすがに一人はいるはずだ。

　だって最初はみんな泣いてたじゃないか。親の名前を叫んでただろ。

　だが、俺がそう呼びかけても誰も名乗り出ない。

　少しも表情を変えない。

　たとえ、空気に流されていたとしても表情くらいは変えるはずだ。

　ただ、俺を見つめる。

　どういうことだ？

「みんな、ここが、あなたが好きってこと。それだけ」

　テトラは俺を諭さとすように言ってくれる。

　そうか、そうなのか。

　俺はそんなに好かれているのか……。

「アルムスさん、泣いてる？」

「泣いてない!!　泣くわけないだろ。俺はリーダーだぞ!!」

　クソ、こんな年になって泣くとは……あ、今は十五歳だっけ。

「分かった。俺はこれからもこの集団のリーダーを続ける!!　これからも俺に付いてこい」

「「「了解です、リーダー!!」」」

　子供たちが口をそろえてそう叫ぶ。何でこんなに息が合ってるんだ？

　まさか……。

「俺がこの話を切り出すと思って準備してた？」

「ばれちゃいました？」

　ソヨンが舌を出した。

「テトラからアルムスさんが時々不穏なことを言ってるって」

「せっかくだしリーダーを泣かそうぜ!!　と言ったのはロン」

「おい、ちょっと待てよ。一番ノリノリだったのはロズワードだよ。こいつ、セリフの練習してたんだぜ？」

「だって俺が対象になることは分かってたし。せっかくだからいいこと言いたいだろ。それに最後に声を合わせることを提案したのはロンだ！」

「俺に罪を擦なすり付つけるなよ!!」

　大騒ぎを始める。

　別に俺は叱りつけるつもりは一切ないんだが……。

　全く……俺は幸せだな。













「なあ、ユリア。呪術ってみんなこんなに地味なのか？」

　ふとある時、ユリアに尋ねてみた。というのも、ユリアが女の子たちに教えている呪術の内容を聞くと、呪いだとか結界だとか解かい呪じゆだとか薬草学だとか……まあ名称は悪くないけど、目で見てみると効果があるのかないのか、微妙なモノばかりだ。

　実際、ユリアが一本の木を呪いで殺してみたり、ユリアから習った呪術でルルが狩りのサポートをしてみたり、ソヨンが獣に魂たましいを乗せてみたり、テトラが変な薬を調合して俺に飲ませようとしたりと、決してインチキではないと思うし役に立っているのは分かる。

　なお、テトラの作った薬を雄ヤギ二頭に飲ませたところ、二頭は五時間ぶっ通しで交尾をしていた。本当に飲まなくて良かった。飲んでいたら、俺とテトラの間に子供ができるところだった。

　閑かん話わ休きゆう題だい、呪術が役に立つのは分かったが、しかし絵面が地味だ。

「具体的に何をしてみればいいの？」

「火を出してみる、とか？」

　するとユリアは左手に、右手で何かを描きブツブツと唱え始めた。

「火球の術」

　ユリアは左手を高く上げる。ユリアの左手から、赤い火の玉が空に飛んでいった。

「おおお!!」

「こんなの、役に立つと思う？」

「派手だけど役には立たなそうだな」

　無論、戦争で敵にぶつけるというのはアリかもしれない。だけど、この程度の火の玉だったら松明たいまつでも投げた方が効果が高いだろう。

「というわけで、意味がないのです」

「待って、今のもっと見せて」

　テトラが興味津々な様子でユリアに近づく。

　口数が多く感情豊かなユリアと口数が少なくて感情が希薄な（ように見える）テトラは、一見相性が悪そうに見えるがどういう訳か仲が良い。ユリアの第二の友人は間違いなくテトラだろう。

「え、別にいいけど……役に立たないよ？」

「少し試したいことがある」

　ユリアとテトラが何か、話し始めた。よく分からないが、盛り上がっているらしい。

　才能のある呪じゆ術じゆつ師しは話が合っていいね。あいにく、俺は全く分からないよ。





　　　　　※






　それから三か月ほどのこと。どういう訳か、ユリアが真夜中に村に来たいと言い出した。はっきり言って意味が分からないが、ロサイス王の許可とバルトロの護衛はあるらしいので、了承した。

　そしてユリアが訪れる夜のこと……。

　真夜中、俺は起きだした。

「相変わらず綺麗な満月だな」

　空に大きな月が輝いている。地球の月は衛星にしては巨大というが、この世界の月はその数倍の大きさに見える。

　純粋に距離が近いのか、普通に星そのものが大きいのか。

「とりあえず顔を洗うか」

　子供たちの中で一番寝起きが悪いのはテトラだ。こいつを起こすのは物凄く労力がいる。

　だが後回しにすると拗すねるので最初に起こしてやらなくてはならない。

　かなり激しい戦いになるので、こちらの目も覚ましておかなければ勝てない。

　俺は松明を手に持ち、村の中にある小川に向かう。

「あ……」

　小川には先客がいた。真っ白い肌が俺の目に焼き付けられる。

　人の気配に気付いたのか、先客はこちらを振り返った。

　テトラだ。お互い、目が合ってしまう。

　数秒後、テトラは顔を真っ赤にして後ろを向き座りこんだ。

　小川は浅いので、当然テトラの体は水に隠れない。

「……見た？」

「背中しか見てないよ」

「本当に見てない？」

　本当は胸の尖った部分とか、下半身の部分とか、目に焼き付いてしまったが知らぬが花だ。

「見てないよ」

「そう」

　テトラは安あん堵どの表情を浮かべ、布で前を隠しながらこちらに近づいてきた。

「ところでさっき腰の部分に痣あざみたいなのが見えたんだが……」

「痣？　……ああ、これね」

　テトラは俺に背中を向け、直系三センチほどの小さな痣らしきところを指さした。

「よく見て」

「どれどれ……これ、入れ墨か？」

　俺が尋ねると、テトラは後ろを向いたまま頷うなずく。

「アス氏族宗家の家か紋もん。豪族とか王族はみんな入れてる。多分、ユリアも入れているはず」

「なるほど……」

　日本だと入れ墨、タトゥーにはアウトローなイメージがあるが欧米の方ではファッションとして認められていると聞いたことがある。

　日本でも弥生時代……邪や馬ま台たい国こくの住民は入れ墨を入れていたとか。

　まあ、テトラの腰の入れ墨はおそらく、呪術及び特権階級の証のようなものだろうから、そういったものとは若干意味合いが異なるが。

　それにしても……この家紋を背中に持っているのは今はテトラだけなのか……。

　俺が感傷に耽ふけっていると、痺れを切らしたテトラが口を開いた。

「ボーッとしてないで、そこにある服を取って」

「え!?　ああ、分かった」

　俺は足元に落ちているテトラの服を拾って手渡す。

　こうして見るとやはりテトラは美少女だ。

　農作業というのは必然的に日に焼け、肌は荒れるものだがテトラの肌はとても綺麗だ。胸はお世辞にも大きいとは言えないが、まだ数え年で十三歳であることを加味すれば十分以上の大きさ。

　今後の成長に期待といったところか。

　少し前までは娘や妹の成長を見守る父や兄の視線でテトラの体の成長を見てきたのだが、最近は幼馴染の同級生の体の成長を確認するような気分になってきている。

「実はね、私凄い物を作ったの。だから披露する時間をちょうだい」

「別に構わないけど……一体何を作ったんだ？」

　俺がそう聞くと、テトラは悪戯いたずらっぽく笑った。

「お楽しみ」




　その後、みんなを起こしてからバルトロを一人連れてきたユリアと合流した。

「なあユリア。夜に来たいってのはテトラの作った物に関係しているのか？」

「あはは。まあね。多分驚くよ」

　ユリアは楽しそうに笑った。

　俺はテトラに視線を移す。他のメンバーの視線もテトラに集中する。

　なお、ユリアと一緒に来たバルトロは職務中にもかかわらずグースカ寝ていた。

「これが見せたい物」

　テトラは俺たちの目の前に紙を広げた。

　紙の上には真っ赤なインクのような物で幾き何か学がく模も様ようが描かれている。

「この赤いのは私の血」

「おい、大丈夫か？」

「うん。ちゃんとアルムスの言う通りに水で洗って、お酒をかけたから」

　テトラは布きれを巻いた親指を見せながら言った。

　一応アルコール消毒の方法を教えたとはいえ、何が起こるか分からないから危険な真似はやめて欲しいな。

「今度から気を付ける」

　そう言いながらテトラは紙をきれいに地面に広げ、その紙の中央に自分の手を乗せた。

「光れ」

　テトラがぼそりと呟つぶやくと、幾何学模様が薄らと光り始めた。

　これは一体……。

「アルムス、やってみて」

「え！　俺が？　俺はこういう才能ないぞ」

　あいにく、俺は呪術に関しては才能がなく、呪いに備えて抵抗する程度しかできない。

「いいから」

　俺は中央に手を置き、テトラに言われるがままに呟く。

　すると幾何学模様が薄らと光り始めた！

「どういうことだ？」

「呪術には知っての通り才能の差がある。理由は二つ。一つは魂の力……呪力に個人差があるから。一般的に男性よりも女性のほうが呪力は強いけど、その女性の中にも大きな差がある。呪術はごく一握りの人間しかできない。ここまでいい？」

「ああ」

　俺が頷くと、テトラは再び説明を始める。

「呪力の問題は簡単に解決できる。外から力を持ってくればいい。生いけ贄にえや呪術師の血液、そして呪じゆ石せきなどで補える」

　呪石とは地面から採掘できる、呪力を帯びた石だ。

　人の怨念が凝固したモノだとか、堕天した神や天使や精霊の体の一部とか妖精の死骸という説があるが真相は謎だ。

「二つ目の理由は術の構築には非常に高度な技術が必要なこと。そして経験則が占める割合が大きいこと」

　実は呪術は勘が占める割合が大きく、ユリアのような優秀な呪術師は生まれながらにして何らかの簡易的な呪術ができてしまうらしい。

　息をする方法を教えろと言われて、教えられる人間は少ない。

　それと同じで、呪術は人に教えるのが難しい。

「術の構築は踊る、唄うなどの動作である程度補うことができる」

　呪術はやろうと思えばただ念じるだけでできる。

　とはいえ、念じるだけで呪術を成功させるには鋼のような集中力が必要になる。

　だから負担を軽減する手法として呪文などが考案されてきたのだ。

　だが結局のところ踊りや唄もそれはそれで才能が必要になるので解決にはならない。

「これは発光の呪術の術を模様で表したもの。呪力は私の血液で補っている。大体、十秒は持つ」

「……つまりあれか。お前は発光の呪術をすべて幾何学模様で表したと？」

「そう。図形なら紙に書いて持ち運べる。それに術は完成しているから発動は念じるだけ」

　多くの呪術師が唄や踊り、呪文という手法でしか術を作れなかった。それは呪術を理論化できなかったからだ。

　経験的に唄いながら、踊りながらの方が呪術が成功しやすい。所しよ詮せんその程度のモノなのだ。

　術の成否を握るのは結局のところ呪術師の力量。こいつはそれをすべて覆したのだ。

「どうやってこの図形を割りだしたんだ？」

「少しずつ試した。あとはこれ。これに従って幾何学模様を書けばいい」

　テトラは俺に紙を五枚渡した。そこにはびっしりと数式が書かれている。

「万物の根源は数」

　お前はどこのギリシャ人だ。

「私はこれを術式と名付けることにした」

　術を表す式だから術式ね。そのままか。

「なあ、これが実用化されたら呪術師は御役御免にならないか？」

「それはないかな。数式で表せないものはあるからね」

「その通り。この世の中には円周率や平方根みたいに数で表せないものがあるから。自然の力──火を起こしたり、風を起こしたりするのは再現できそうだけど、感情が占める割合が大きい呪いや結界を表すのは無理そう」

　良かった。

　平方根なんて存在しないと言われて溺死させられやしないかとちょっと心配だったぞ。ちなみに円周率と平方根はこの世界ではまだ発見されていない。テトラがそれを知っているのは俺が教えたからだ。

「つまり今まで通りの呪術とこの術式を組み合わせれば最強ということです!!」

　ルルがテンションを上げながら言った。ソヨンも同様に頷いている。

　二人も制作に関わったのだろう。

「ところでさっきから黙ってるけどみんなは理解できた？」

　テトラはさっきから無言のロンたちに向き直って尋ねた。

「なんか凄いってことだけは」

「まあそれだけ分かれば十分だろ」

　俺も書かれている数式はほとんど理解できない。だって俺呪術使えないし。

「でもさ、その図形にして表せるのも表せないのも全部ひっくるめて呪術っていうのは何か違和感あるな。もう別物じゃん」

　ロズワードが少し、違和感を覚えると言い始めた。

　なるほど。一理ある。区別があった方が便利だろう。

「じゃあ名前をアルムスが決めて」

「俺でいいのか？　じゃあ……魔術ってのはどうだ」

　火を起こしたり、風を吹かせたりするのはＲＰＧアールピージーの魔法を連想させる。

　魔法と名付けたいところだが、呪『術』に合わせて魔術にした方がいい気がする。

「じゃあ今日から魔術。私は世界最初の魔術師か……うん、カッコイイ。二つ名は『始し祖そ』かな」

　テトラがニヤニヤしながら呟く。

　こいつも年頃か……心配だ。
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　一年が過ぎた。

　ついに数え年で十六歳。

　現在の人口は七十人。一年間で新規に三十人の人間が加わったということになる。

　ほとんどはフェルム王の国出身だ。

　実はこのうち六人ほどは成人した男性、女性だ。どうやらフェルム王の国の重税から逃げてきたらしい。

　まあ村の生産力は上がるし、たかだか六人程度ならば問題ないだろうと思い受け入れた。子供も大人も同じ命だろう。幸い、すぐに元々いたメンバーとも打ち解けた。

　成人という労働力が増え、馬を使って農地を拡大できたので今年は大収穫だった。

「交易で手に入れた葡ぶ萄どう酒しゆです。どうぞ」

「うむ」

　グリフォン様は俺が用意した大きな水瓶の中に頭を突っ込んで葡萄酒を飲む。

　俺たちからすれば二十人分あっても、グリフォン様からすれば一杯分でしかない。

「少ない」

「そう言われましても……」

　あんまり貢ぐとこっちが飲む分がなくなる。

「最近の調子はどうだ？」

「大丈夫です。これもあなたのおかげです」

「ふん。我は特に何もしていないがな」

　グリフォン様は鼻を鳴らした。

「最近、羽振りが良さそうだが豊作だったのか？」

「ええ、そこそこ」

　まあいくら大収穫とはいえ、飢き饉きんがいつ起きてもよいように蓄える必要があるので決して生活が楽というわけでもないが。

「そうか、それは良かったな。すでに我の手から離れた雛ひなとはいえ、野垂れ死にされると目覚めが悪い。……そうだ、一つ言う事があった」

「何でしょうか？」

「もし、お前たちやお前たちの子孫が窮地に立った時、日頃の態度と頼み方次第で一度だけ助けてやろう」

「それは……ありがとうございます。そんな時が来ないとよいですが」

　できれば自分たちの力だけで乗り切りたい。

「ああ。我も面倒だからな。極力避けるように」




「おーい、今帰ったぞ!!」

　俺が村の入り口で呼びかけると、テトラが走ってきた。

「お帰り、あなた！」

　俺、いつからお前と結婚したっけ？

「ボケてる暇ひまはない。早く来て」

　テトラはそう言って俺の服を引っ張る。最初にボケたのはお前だろ。

　しかしその顔は真剣そのものだ。何があったんだ？

「リーダー！　大変、大変！」

　ロンが走ってきた。ロンの顔も引きつっている。

「どうした？」

「人が三十人も押し寄せてきて」

　三十人？　何だよ、その人数は。

　村の入り口まで歩いていくと、老若男女様々な年齢層の人間が三十人ほど集まっていた。

「あなたがこの村の村長ですか！」

　一人の背の高い男性が俺に駆け寄ってきた。

「ええ、一応。あなたたちは？」

　俺は単刀直入に尋ねる。

「私の名前はイアルです。一応村長をしておりました。私たちは……」

　イアルの話によると、何でも彼らはフェルム王の国の住人らしい。

　フェルム王の国は建国の過程でアス派の呪術師を大量に粛しゆく清せいした影響で呪術師が少なく、呪いの影響を受けやすい。

　その上兵士を取られ、男手が少なくなってしまい収穫量が年々低下していたらしい。

「それで毎年税がどんどん重くなって……でも払えないと殺されてしまう。本当はロサイス王の国へ逃げようと思ったのですが、国境に行くまでに捕まってしまいます。

　どうしようかと悩んでいたら、この村の噂を聞いたのです」

「噂？」

「はい。森の奥にはグリフォン様に守られた楽園があると。そして森に捨てられた子供たちが生きていると。まさか本当とは思ってもいませんでした」

　いや、本当じゃねえよ。全然楽園じゃない。普通に農業もしたりするんだぞ？

　毛皮を首都に持っていって売ったり、近郊の村々と物々交換したり、行き倒れた人を助けて迎え入れたり、森に迷った狩人を助けたり……。

　と、いろいろやってたのが合わさってそんなわけの分からない噂になったのだろう。

　ロサイス王の方も、なぜか豪族や士し族ぞくに将しよう棋ぎを紹介する時に俺のことを話してたみたいだし。

「つまりだ。あんたらはここで暮らしたいと？」

「お願いです。どんな仕事もしますから……」

　三十人の難民が一斉に頭を下げた。さて、どうするか……。

　さすがに三十人も養えないし、何より治安の問題もある。

「ルルちゃん!!」

　突然、難民の一人が叫んだ。

「ルルちゃん！　ルルちゃんだよね？」

　女性が目に涙を浮かべながら叫ぶ。もしかして……。

「母親か？」

　俺がそう聞くと、ルルは頷いた。

　ルルの母親はルルに近づき、抱きつこうとするが、それをルルが手で払ってしまう。

「ど、どうして？」

　ルルはショックを受けた顔で後ずさる母親を睨にらみつけた。

「今更母親面しないで。捨てた癖に！」

　ルルはそう叫んで、俺の方を向いた。

「アルムスさん！　私は反対です。とっととフェルム王のところに送り返しちゃいましょう。こんな人たちのためにフェルム王と揉めるなんてアホらしい！」

　ルルの言葉に難民は様々な表情を見せる。怒った顔、悲しむ顔、諦める顔……。

「俺も反対だよ。なんか嫌だ！」

　ロンは口を尖らせた。

「俺もロンに賛成。だって部外者じゃん」

　ロズワードが不機嫌そうに言う。

　難民や行き倒れ数人ならば善意は働くが、さすがに三十人は抵抗があるということか。

「私は受け入れるべきだと思います。捨てられたと逃げてきた、暮らせなくなったという点では同じです」

「僕もソヨンと同じ。困った時はお互い様だと思う」

　そう言いながら二人は三十人に混ざっている子供を見る。

　二人の心はどちらかと言えば大人ではなく子供にあるようだ。

「アルムス。私は今のところ反対。だって信用できないから。もしかしたら内側から入りこんで私たちから村を奪うフェルム王の作戦なのかもしれない。まずは確認を取るべき」

　テトラは落ち着いた顔でそう言った。つまり、信用できるなら賛成と彼女は言っているのだ。

「じゃあ今からフェルム王の国に行って確かめてくるよ。その間、お前たちはこの人たちを見張っておけ」

　俺は仲間たちにそう言うと、テトラが立ち上がった。

「私も行く。……無関係じゃないから」

　そうか……俺は静かに頷いてから難民の方を向く。

「そういうわけなので、あなたたちは外で待機していてください。食事は提供します。くれぐれも妙な気は起こさないように」

「はい。チャンスを下さりありがとうございます」

　そう言ってイアルは頭を下げた。
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「とりあえずフェルム王の国に確認に行こう」

「うん……」

　テトラは何か思い悩んでいるようで、小さな声で返事をした。

「じゃあ馬で向かうぞ」

　俺は鞍くらと、自作した鐙あぶみを馬に取り付ける。

　鞍はともかく、この世界にはまだ鐙は発明されていないらしくリアは大興奮だった。

　鐙は軍事力に直結し、軍事的な革新を起こす可能性のある取り扱い注意の技術なので、できるだけ人に見せたくないが生あい憎にく俺は鐙がないと馬に乗れない。

　俺に馬の乗り方を教えてくれたリアは裸はだか馬うまを平然と扱うのだが。

「ほら」

「うん」

　俺はテトラを前に乗せる。俺たちの持っている馬は農耕馬なので足は遅いが、力は強い。人間二人の体重を背に乗せて、しっかりと前に足を進めてくれる。

「ねえ、アルムス」

　暫しばらく進んでいると、今まで無言だったテトラが小さな声で話し始めた。

「フェルム王……ロバート・フェルムは昔から出世欲の強い人だった」

「……まあ、そうだろうな」

　出世欲や権力欲のない人間が主人を殺して領地を奪い、王を名乗るはずがない。

「でもみんなに慕われてた」

「本当か？」

　難民……イアルたちはフェルム王を嫌っているようだが。

「今は知らない。でも、昔は良い人……の仮面を被ってた。お父様にも気に入られてたし、私も……嫌いじゃなかった。遊んでもらったこともある。領民からも、他の家か臣しんからも慕われてた。……お父様以上に」

　テトラの父親がどのような人物かは知らないが、ロサイス王の国で断片的に人物像を聞いたことがある。

　聞いた話によると……良くも悪くも典型的な豪族、という評価のようだった。

　圧政を敷くわけでもなく、かといって善政を敷いていたわけでもない。

　領民からは嫌われていなかったが、かといって好かれていたわけではない。

　豪族と平民を差別するわけでもないが、かといってロサイス王のように積極的に能力の高い平民を登用するわけでもない。

　飢饉が起きた時もこの世界に於おける常識的な対応をした。結果、ロバート・フェルムに付け入る隙を与えた。

　有能な人物とは程遠い。だが無能とも言えない。だから良くも悪くも典型的な豪族。

　……だが、テトラにとっては唯一の父親だった。それだけは間違いない。




　森の中で一晩野宿してから次の日の正午。ようやくフェルム王の国……旧アス領に到着した。

　イアルたちが元々住んでいた村はロマリアの森から本当に近いところにあった。

　その村が本当にイアルたちの村だったか、それは一目で分かった。……住居と畑はあるが、村人が一人もいない。ただ兵士と呪術師らしき女性たちが何かを調べていた。

　俺は村に続く道を通行止めにしている兵士に話しかけた。

「あの……すみません。この村、人がいないようですが……何があったんですか？」

　俺は怯おびえた表情をしながら聞いた。

「違うよ。住民が夜逃げしちまったんだ。今は連れ戻すための捜索隊を編成している最中だ。全く面倒くさいよな」

「夜逃げ？　どうして」

「そりゃあお前……」

　兵士は辺りを見回してから俺に耳打ちする。

「重税だよ。税が払えなくなったんだ。ところであんたらは何でこんなところに？」

「俺たち商売をしてまして。北に向かうつもりでこの国を通過したんですが、兵士の皆さんがこの村に集まっているのを見て、どうかしたのかと」

　適当に噓を言う。

「へえ、馬を持ってるなんて羨うらやましいな。前にいるのはあんたの嫁か？」

「まあ、そんな感じです。新婚でね。なあ？」

「ふぇ？　し、新婚……う、うん!!　新婚!!」

　テトラが顔を赤くしながらも、嬉しそうに頷く。意外と演技が上手いな。

「この辺で売れそうなもの、兵士さんが欲しい物はありますか？」

「そんなものねえよ。食糧を得るだけでも精一杯だ」

　兵士は自虐的に笑い、俺たちも愛想笑いをしておく。

「ところでどうやって連れ戻すんですか？　というか、どこへ？」

「今のところの調査だと、森に逃げたみたいなんだよ。グリフォン様の理想郷だなんていう噂、本気で信じたのかねえ？」

　いつの間にか俺たちは理想郷の住民になってるな。

　羽振りがよすぎたのが悪かったか。それともグリフォン様の権威を気軽に使い過ぎたのが悪かったのか。

　それとも飢うえてる人間からすれば十分に理想郷に見えるのか？

「森の中だと探すの一苦労じゃないですか？」

「そんなことねえよ。俺たちの国にだって少ないながらも呪術師はいるからな。犬を使えばあっという間だ。……はあ、戦争とかじゃなくて俺たちの生活に役立つようにして欲しいな」

　兵士は溜息をつく。どうやら呪術師の技術は国民には還元されていないらしい。

　……まあそもそも呪術って生活の役に立つような技術でもないような気がするが。

「森にはグリフォン様がいらっしゃると聞きますが……大丈夫なのですか？」

「うん、まあそうなんだけどね。俺も怖いんだけど……王様はやる気満々でさ。王様は神とか祟たたりとか全く気にしないようなお方だから。まあ王様からすると、逃亡を許すことはできないってことだろうな。連れ戻すには連れ戻すだろうけど、死体としてだよ。明日には出兵する予定だそうだ」

　どうやらグリフォン様の権威はあまり役に立たないようである。

　それともフェルム王が恐れ知らずなだけか、それともグリフォン様について熟知しているからか。

「アルムス、大変。うちの村にこいつら来ちゃう」

「面倒だな……困った」

　俺は頭を掻かく。

　とりあえず、例の三十人は限りなく白であることは分かった。十分な収穫だ。




　急いで馬を走らせたが、やはり距離があるのと森の中という馬を走らせるには適していない地形のため、村に戻るには丸一日の時間が必要だった。

　俺とテトラが村に近づくと、ロンが飛び出て俺たちを迎えた。

「リーダー！　どうだった？」

「ほぼ白で確定だ。でも……」

　俺はみんなを集めてフェルム王の軍隊がやってきていることを告げる。

「いいじゃないですか。返しちゃいましょうよ」

「しかしなあ……」

　彼らを引き渡すとフェルム王に殺されてしまう。

　フェルム王が難民を皆殺しにしようとしていることをみんなに伝えると、みんなは顔を顰しかめた。

　彼らはみんな親に捨てられたという過去を持つ。だからこそ、自分の親と同類になるようなことは嫌なのだろう。

　正直、俺も三十人を見殺しにするのは胸糞悪い。

「先に俺の意見を言おう。俺は見捨てるべきではないと思う。その理由はフェルム王に攻撃された時、一緒に抵抗する仲間がいた方が良いと思うからだ」

　フェルム王は間違いなく、数百の兵士を率いてこの村にやって来る。

　ロマリアの森には人工の道はなく、獣道だけだがそれでも百人程度の人間ならば通れる。

　広大な森の中でこの村を探り当てるのは、砂漠の中の一粒の砂さ金きんを見つけるような行為だから、今までは人間の外敵はなかった。

　しかしたまたま偶然に難民がここに辿り着いてしまった。

　呪術師は獣に魂を乗せることができる。犬でも使えば確実に難民の跡を追い、この村に辿り着いてしまうだろう。

　難民を素直に差し出したとして、フェルム王は大人しく帰りはしない。

　村の人口は七十人。この程度ならば軍隊で蹂じゆう躙りんすることは可能だろう。

　だが難民三十人を加えれば、百人。抵抗はできなくても、攻撃を躊ちゅう躇ちよさせることはできるかもしれない。

　そのことをみんなに伝えると、彼らはみんな唸うなりながら考え始める。

「リーダーがそう言うなら……助けた方がいいかな。あの人たちには罪はないし」

「それもそうだね。こうなっちゃった以上、仕方がないよ。俺は助ける方向で賛成」

　ロズワードとロンは積極的に俺への賛成を示してくれた。

「僕も賛成かな。もうこうなった以上運命共同体だよ」

　グラムも賛同した。

「私も助けた方がいいと思います。殺されるなんて可哀想です」

　ソヨンも賛成か。

　確かテトラも賛成だったよな。

　……あとはルルか。

　俺はルルを真っ直ぐ見つめる。ルルは溜息交じりに答えた。

「一応親だし……見殺しにしたら同じになっちゃうし……」

　ルルは消極的にだが賛成を示した。

「他は？　反対の奴は手を上げてくれ」

　誰も手を上げない。

「賛成は？」

　全員の手が上がった。これで決まりだな。

　俺はひとまず、決定に従ってみんなに指示を出す。

　その後、俺は難民たちを一つのところに集めて、決定を伝えた。

「一応、皆さん……あなたたちをひとまず保護する方向で決まった」

　俺は難民に暫定的な決定を告げた。今は時間がないから仕方がないが、あとでロサイス王に押し付けてしまうという選択肢もある。

　助けるのはともかく、仲間として受け入れるかは別の問題だ。

「だが決定は覆る可能性はある。あなたたちの行動次第で」

　俺がそう言うと、難民は神妙な顔で頷いた。

　一応、自分たちの立場を分かっているらしい。大人しくしていてくれれば俺としては特に言うことはない。

　さて、次はフェルム王の追っ手が迫っていることを伝えるべきか否か……。

　彼らに伝えて、彼らが俺たちと共に抵抗する振りでもしてくれればいいのだが、最悪逃げられてしまう可能性が高い。

　彼らはこの村から逃げ出せば命だけは助かるかもしれないが、フェルム王の呪術師が難民の痕跡を辿って追ってきている以上、この村にはフェルム王は絶対に来る。

　難民に逃げられてしまうと、俺たちはフェルム王との交渉のカードを失うことになり、一方的に村を略奪される恐れがある。

　しかし一致団結するのであれば話す必要が……。

　と少し悩んでいると、

「大変だ、リーダー!!　もうフェルム王がやって来た!!」

　ロンが大慌てで走ってきた。いくらなんでも早すぎるだろ!!

　ロンの言葉を聞いた難民たちがざわつき出す。

「ど、どういうことですか？」

　難民の代表であるイアルが強張った顔で尋ねてきたので、俺は静かに答える。

「あなたたちを追ってフェルム王がやって来た。フェルム王はあなたたちを見せしめに皆殺しにするつもりだ」

　俺が全てを話すと、難民たちが右往左往し始める。

「静かにしなさい!!」

　イアルが低い声で難民たちを一喝した。一斉に難民たちは静まり返る。

　さすが、難民とはいえ村長か。いや、今は元村長だが。

「申し訳ありません、私たちのせいでご迷惑をお掛け致しました」

「全くだ。しかしこうなった以上は仕方があるまい。あなたたちを今更フェルム王に返したとして、豊かなこの村を素通りしてくれるとは思えないしな」

　暗に見捨てはしないことを言うと、イアルは笑みを浮かべた。

「では、ご一緒に抵抗させて頂いても宜しいですか？」

「そうして貰わないと困る」

　するとイアルは俺の足元に跪いた。難民たちがどよめきを上げる。

「ご厚意、感謝致します。このご恩は忘れません。……若じやく輩はいながら、今まで村長をしていました。昔は各地で商売をしていたこともあり、交渉事には慣れています。何かの役に立てるかもしれません」

　俺はイアルを見下ろして考える。

　確かに俺は交渉事の経験は薄い。彼の助力やアドバイスがあった方がよいかもしれない。

「分かった。俺を手助けしてくれ」

　俺はイアルの手を握った。




　俺はイアルを家に連れ込み、二人っきりになる。

　イアルを真っ直ぐと見つめ、問いかけた。

「どういう交渉をすればいいか、教えてくれ」

「はい、わかりました。……まず重要なのは相手をテーブルに着かせることです」

　確かに相手が交渉に応じてくれなければ俺がいくら話し合おうとしても意味がない。

「どうすればいい？」

「簡単です。フェルム王に交渉したほうが得、殴るよりも会話の方が得られるモノが大きいと思わせるのです」

　それは当然分かる。だからこそ難民をここに引き留めているのだ。

「まずはみんなに武器を持たせ、村から外に出てフェルム王を出迎えましょう」

「いいのか？　それだとフェルム王を刺激するし、村の中の方が防衛に有利だが……」

　打って出るのは危険ではないか？　と尋ねるとイアルは首を横に振った。

「そもそも、相手は連戦連勝の名将フェルム王です。防衛でも勝てませんよ。大事なのはこちらがやる気であると思わせることです。フェルム王が連れてくる軍隊の数は……百ぐらいでしょう。森の中を大軍では行軍できませんし、それ以上の軍隊を集めるには時間がかかります。それにこの速さの軍の編成だと、間違いなく子飼いの士族の兵たちです。徴兵ならもっと時間がかかりますから。つまりフェルム王にとっては精鋭中の精鋭であり最も大切な兵です。だからこそ、こんなところで一兵でも失いたくないはず」

　難民も含めれば俺たちの数は百。百対百で数字上は同じ。

　もっとも俺たちの百の中には女子供が大勢含まれているし、兵士として訓練されているかの違いもあるから実際に戦ったら一方的な蹂躙だが……。

　それでも損害は与えられる、と相手に思わせることはできる。

「それでテーブルに着かせるまではいい。その後、どうする？」

「双方が納得する条件を出してお互いの主張、利益を擦り合わせるだけですよ。我々の目的は生き残ること、生命を守ること。では、フェルム王の目的は？」

「……お前たちを殺すことだろ？」

　フェルム王はイアルたちを見せしめに殺し、国民の逃亡を防止するのが目的で遙々こんなところまでやって来ている。つまりイアルの言いたいことは……。

「お前、自分以外の難民を差し出せって言ってるのか？」

　俺はイアルを睨みつける。するとイアルは手を大きく振って否定した。

「違いますって!!　そんなことをしても助かりませんよ？　三十人を殺した後、数が少なくなった七十人を殺すだけです」

　だよなあ？　フェルム王が俺たちとの約束を守る意味はないだろうし。

「じゃあ何が言いたい？」

「フェルム王の目的は殺すことではなく、見せしめです。正確に言えば、殺したという結果が必要なのであって、殺す必要はないのです」

　……殺した結果が必要だが、殺す必要はない？　それはつまり……。

「殺した証拠か!!」

「その通りです。フェルム王が私たち全員を殺した後、死体をわざわざ持ち帰るとは考えられません。道中で腐ってしまいますからね。フェルム王は皆殺しにした証拠として腐らないモノ……衣服や装飾品等を全員分剝ぎ取って帰るつもりでしょう。ですから、全員分の衣服さえ手に入ればフェルム王からすると目的を達成したことになる」

　なるほど……頭を柔らかくして考えてみるものだな。

「じゃあ服を全員には脱いでもらわないとな……」

「いえ、服を脱ぐ必要はないかと。これで十分ですよ」

　イアルは自分の指に嵌はめてあった指輪を俺に見せる。

「青銅製の安価な指輪です。ロサイス領ではどうかは分かりませんが、私たちの生まれ故郷一帯では子供の時に一つ大きめの指輪を作るんです。そしてその指輪がぴったりと指に嵌まるようになったら成人の証……というわけです。ハッキリ言って、売っても何の足しにもなりませんが、今はどんな宝石よりも価値のあるものですね」

　俺はイアルから指輪を受け取り、じっくりと眺める。

　指輪には何か、変なマークが刻まれていた。

「これは？」

「氏族の紋章です。うちの村人や、その周辺の村・街の住民の指輪はみんな同じモノです」

　へえ……ということはこのマークが刻まれた指輪を全員分積み上げれば「これだけ殺した」という分かり易い指標になるな。

「でもフェルム王はそれだけで素直に帰ってくれるか？」

「いえ、フェルム王の性格からして間違いなくこの村からなにかしらの財を得ようとするはず。ですから……」

　こうして俺はイアルからみっちり一時間、交渉の方法をレクチャーしてもらった。
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「全く、逃亡とは面倒だ。どうせなら反乱を起こせばいいのにな。そうすれば追う必要もない。その場で殺せばいいだけだ」

　フェルム王は気だるそうに言った。

「本当に皆殺しにするのですか？」

　側近が不安そうに尋ねると、フェルム王は平然と答える。

「当たり前だ。いいか。少しでも許せばまた同じことが起きるぞ」

　今回は三十人だけだったから大勢に影響はないがこれが百人、二百人となれば別の話になる。反乱の芽は早い内に潰してしまった方がいい。

「いいか。こういう残ざん虐ぎやくなことは一度に、そして徹底的にやってしまうのが大事なのだ。なに、ロサイス王の国へ侵攻する準備はできている。その時略奪した食糧で民の腹を満たしてやればいい」

「はあ、そうですか。いえ、王の強さはよく知っています」

　フェルム王はこれまで何度もロサイス王の国と戦い、そして勝ってきた。

　だからこそ、国民は圧政を敷くフェルム王にまだ逆らわない。

　勝ちさえすれば、金品や土地を得られる。

　それに連戦連勝のフェルム王を相手に反乱を起こしたとして勝てるはずもない。

　恐怖と尊敬。フェルム王は絶妙なバランスの玉座に座っている。

　とはいえ、前の領主であるラゴウ・アスの統治を懐かしむ民は多くいる。

　ラゴウ・アスはフェルム王と比べて遙かに戦争下手だったが、それでもフェルム王ほど極端な圧政は敷かなかったし、税は低かった。

「俺がラゴウを殺して、王になり独立した時は大喜びだった癖にな」

「ははは、当時のアス領の民はロサイス氏族の言いなりになっていたラゴウ・アスに不満を抱いていましたからね」

　ロサイス王の国は決して一枚岩の国ではない。だから平民たちが忠誠を誓うのは王ではなく、自分の土地を治める領主だ。

　その自分たちが忠誠を誓う領主が、ロサイス王という自分たちにとってはよく分からない者にヘコヘコと頭を下げていれば、不満の一つ二つ覚えるのは当然だ。

　もっとも、ラゴウ・アスは決してロサイス氏族の言いなりではなかったのだが……。

　言いなりになっているように、平民に見られたことそのものがラゴウ・アスの失策だろう。

　結果としてフェルム王はスムーズにラゴウ・アスを殺害して、王を名乗り独立することができた。

　失敗があったとすれば一つだけ。

「今となってはあのクソガキ、テトラ・アスを見逃したのは痛いな」

「死んでいますよ。十歳の子供が森の中を一人で彷徨さまよって生きていられるわけがない。今は狼の血肉になっているでしょう」

　心配しすぎだとフェルム王の側近は言った。

　そうこう話していると、犬を使って逃亡者たちを追跡していた呪術師がフェルム王の前に進み出てきた。

「王様！　連中の居場所を摑みました」

「よくやった。場所は？」

「ここから南に少し行ったところです。ですが……」

　呪術師の男は少し言いよどむ。

「村のような場所がありました。そこから連中の臭いがします」

「村だと？」

　彼もグリフォンに守られている村の噂は聞いたことがある。

　だがしょせん噂だと思っていたのだ。捨てられた子供が団結してどうにか暮らしていこうと頑張った程度だろうと。

　証拠とされるグリフォンの羽も拾ったもので、鉄剣などは死体から剝ぎ取ったもの。

　もしくは、何か別の話が人々の口から口へと渡るうちに尾ひれがついただけで、本当はもっと大したことがない、取り留めのない話だろうと。

　そう思っていたのだ。

　だが実際に村があるとなると話が違う。

「不ま味ずいですね……さすがの我らも神には勝てませんよ」

「グリフォンは人の戦に関わらんと聞いている。問題ないだろ。それに奴の領地はもっと奥地だ。問題ない」

「それは確かなのですか？」

「俺は昔、森で迷ったことがあってな。その時、グリフォンに出会った。奴は言ったぞ。奥地が自分の領地でその周辺で何をやろうと、勝手にしろとな」

　フェルム王は遠い目をして、自分が幼い頃に経験したことを思い出した。

「なるほど、さすがは王様です。王様が大丈夫というのであれば」

　側近は改めてフェルム王に忠誠を誓い、疑ったことを謝罪した。

　しばらくたつと視界が開け、木が疎まばらになり切り株が増えてくる。

「あれがそうか？　それなりの規模だな」

　フェルムは遠くに見える村を見ながら呟く。

　家の数や畑の広さから見て大体、六十人から百人規模の村だ。

　村には狼除けのためか、簡易的な柵と堀が設置されている……が、軍隊を防げるようなものではない。

「ん？　誰か出てきたぞ」

　村の入り口から二十人から三十人ほどの、手に剣や弓を持っている人間が出てきた。

「殲せん滅めつしますか？」

「待て。こんなことで大事な兵を擦り減らしたくない。様子を見るぞ」

　集団の中から一人の男が前に進み出てきた。

　男は少しずつ前に進み出て、ギリギリお互いの顔が確認できるところで立ち止まった。

「どのようなご用件ですか？　フェルム王様！」

　フェルム王は顔色を変えず、言葉を返す。

「まずは貴様が何者か答えよ」

「私はこの村を治めるアルムスという者です」

　フェルムは目を凝らしてアルムスと名乗った男を観察する。

　年が十五から十八ほど。端正な顔立ちをした若者だ。

「私はこの村に逃げてきた我が国の国民を追ってきた！　大人しく引き渡せ！」

「我らも人を目の前で殺させるわけにはいかない。受け入れることはできません」

　フェルム王は笑みを浮かべる。面白い交渉になりそうだ、と。

「では話し合おう。一人でここまで来い！」












　フェルムがそう呼びかけると、若者……アルムスは一人で前に進み始めた。

　随分と度胸があるようだ。

　お互いの顔がはっきりと見えるところでアルムスは止まった。

　髪と瞳は灰色。体には筋肉が付いていて、鍛え抜かれた体をしていることが服の上から分かる。

　服は平民にしては上等な物を着ている。

「初めましてフェルム王様。もっと近づいた方が？」

「いや。その必要はない。貴様も安心できぬだろうからな」

　フェルムは答えた。アルムスへの配慮、というよりは自身の安全のためだ。

　窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむ。追い詰められたアルムスというこの若者が、相討ち狙いで自身の首を狙うかもしれないからだ。

「さて、受け入れない理由は？」

「わが村は人口が少ないので。どうせ殺すなら私たちが受け入れても問題はないでしょう？」

　アルムスは相当肝きもが据すわっているらしく、フェルムに怯える様子は一切ない。

「そういうわけにはいかない。罪人を逃したまま放置するわけにはいかないのだよ」

「なるほど、おっしゃる通りです。……では、村人全員の指輪を差し上げます。これで殺した証明になるはずです」

　フェルム王はアルムスの提案について、思案を巡らせる。

　皆殺しにしようとすれば間違いなく、死傷者が出る。貴重な精鋭をそんなことで失うのは下策だろう。

　元々全員分の指輪だけ持ち帰り、積み上げることで国民に見せつける予定だったので、指輪だけ受け取って帰っても問題はない。

　問題はこのやりとりを兵士が見ていることだろう。

　アルムスの提案を受け入れれば、フェルム王が恐れを抱いて妥協したように思われるかもしれない。それだけは避けたい。

　それにせっかく豊かそうな村にやって来たのだ。

　大した兵力ではないとはいえ、それなりに費用はかかっている。略奪か、貢こう納のうを要求することで何らかの利益を得て、赤字を補塡したいところではある。

「ではこうしよう。指輪とこの村にある全ての財を貰う。どうだ？　生命と衣服だけは許してやろう。なかなか寛大な提案だと思うが」

　試しにフェルム王は大きくふっかけてみる。するとアルムスはすぐに返答した。

「全ての財を失ったら、我々は飢え死にです。せめて五割でお許しいただきたい。……もしフェルム王様が我々から力づくで全ての財を奪おうとなさるならば、我々は火を放つ覚悟です」

「火を放てばお前らも飢え死にするのではないか？」

「ええ、ですから賢明なご判断を」

　フェルム王は暫く考えこむ。

　ハッタリである可能性は高い。自分たちの村や財に火を放てるほど、肝の据わった人間は滅多にいない。このような閉鎖的な場所で、戦争にも巻き込まれずにいた村人がそれほどの覚悟を持っているとは思えなかった。

　だがしかし、絶対にないとは言い切れなかった。

　アルムスはフェルム王が村にやって来るのを予期していた節がある。

　すぐに兵士を外に出して対応したり、名乗ってもいないのにやって来たのがフェルム王であると知っていたのが証拠だ。

　もしかしたら火を放つ覚悟と準備を済ませている可能性がある。

　フェルム王はゆっくりと口を開いた。

「では、七割だ。七割の財を捧げてもらおう。今日のところはそれで見逃す」

「ありがとうございます、フェルム王様」




　こうしてアルムスたちはフェルム王に七割の財を渡した。

　アルムスたちは死を免れ、フェルム王は本来の目的に加え、少ないながら利益を上げ、その利益を兵士たちに還元することで口封じをした。

　双方、納得する結果になったのである。





　　　　　※






「さて、どうするか……」

　イアルから伝授された交渉術のおかげで、ひとまずは危機を乗り切ることができた。

　しかし、我々は多くの財産を失う羽目になった。

　今度はこれからどう生きるかを考えなくてはならない。

「これからロサイス王のところに行ってくるよ。難民のこととか、これからの生活について相談してくる」

　俺はみんなにそう伝えると、ロンが不安そうに呟いた。

「助けてくれるかなあ……」

「一応、今まで少ないながら税金は払ってたからな。国の保護を求めたのはこういう時のためだし……」

　むしろ助けてもらえないと困る。

　そんなことを考えていると、突然イアルが立ち上がった。

「アルムス様はロサイス王様とご面識があるのですか？」

「えっと……まあな」

「では私も同行しても宜しいでしょうか？　直接、私の口から説明した方が……」

　俺は大きく首を横に振った。

「すまない。お前を連れて行っていいか、判断ができない。今はここに待機していてくれ」

　俺がそう答えると、イアルはあっさりと引き下がった。立場は弁えているようだ。

「じゃあ行って……」

「待って。私も行く」

　そう名乗りを上げたのはテトラだった。

「いいのか？」

「少し、いろいろ考えて」

　……そうか、まあテトラが自分で考えたのなら文句はない。

　考えの内容は道中で聞けばいい。




　馬に乗り、ロサイス王の国に向かう道中。

　村からある程度離れたのを見計らってか、テトラが口を開いた。

「今まで、ずっと逃げてた。みんなとの生活を壊したくなかったし、フェルム王も怖かった……」

　自分にここ以外の居場所はない。そう泣いていた時のテトラの姿を思い浮かべる。

　あの時はずいぶんと小さかったが……。

「でも、フェルム王のせいで苦しんでる人がいる。……私は豪族の、アス氏族宗家唯一の娘で生き残り。支配者層に生まれたからには、責任がある」

　昔に比べて、心も体も大きく成長したようだ。しかし……。

「テトラ。俺はお前の人生はお前のためにあると思っている。イアルたちのためじゃない。豪族の責務なんて関係ない。……嫌だと思うことをお前がする必要はないと思う」

　すると、テトラは凜とした声で返した。

「うん……でも、豪族の娘として生まれたのも私の人生だから。……いつまでも、フェルム王に翻ほん弄ろうされる人生は嫌だ。私は、自分で自分の人生を歩むためにフェルム王と決着をつけたい」

　……そうか、そこまで考えてか。俺の知らない間に大人になってたみたいだな。

「なら、俺は何も言う事はない」

「うん。それと、一つだけ言わせて」

　ん？　何か雰囲気が変わったような……。

「フェルム王と決着がついたら、私と結婚して」

　…。

　……。

　………。

　え、今何て言った？

「結婚して。結婚して。結婚して。結婚して。結婚して。結婚して。結婚して!!」

「分かった、聞こえたから。ひとまず黙ってくれ」

　俺がそう言うと、ピタリとテトラの結婚コールが止む。

　さて、落ち着こうか。

　テトラは俺に『結婚して』と言った。少なくとも俺の記憶上では『結婚して』というのは『夫婦になってください』という意味だったはずだ。

「唐突じゃないか？」

「前、大切な存在って言ってくれた」

　……それ、ロンとかにも割と言ってるんだけど。

「少し落ち着こう。まずは馬から降りてそこで話し合おう」

「落ち着くべきなのはあなた」

　俺は馬から降りて、テトラと向き直った。

　空のように青い髪、海のような瞳。

　長い睫まつ毛げ、スッと通った鼻筋。スラリと伸びた手足。

　まだ十四歳という年齢のため、体は若く少女の域を出てはいないが、服の上からでもしっかりとその膨らみは確認でき、女を感じさせる。

　そんな美少女が顔を赤らめ、しかし俺を真っ直ぐ見つめて言う。

「結婚してください」

　……落ち着こう。落ち着け、俺。

　俺は今までテトラは無論、ロンやソヨンたちを弟や妹のように思ってきた。

　だから彼ら、彼女らを友人や恋人の対象とは少し分けて考えていた。

　しかし改めて意識すると……。

「結婚するというのはこれからもずっと一緒に生きていくことだぞ」

「知ってる」

「離婚なんて簡単にできない」

「分かってる」

「それに……あれだ、結婚するということは子供も作るということで……」

「望むところ」

　テトラの顔の朱色はますます濃くなっていくが、彼女は決して目を逸らさなかった。

　俺が何も答えられずにいると、テトラが口を開く。

「はいか、いいえで答えて。分かった？」

「はい」

「私のことは好き？」

「………………はい」

「女性として素敵だと思う？」

「…………はい」

「こんな女の子がお嫁さんだったらいいなあ」

「……はい」

「結婚してくれますか」

「いいえ」

「え？」

　目を見開き、呆然とするテトラに俺は言った。

「君からの結婚の申し込みは男として受け入れられない。だから……俺の口から言わせて欲しい。俺と結婚してくれ、テトラ」

　するとテトラは満面の笑みを浮かべた。

「はい!!」




　……ところで、これが死亡フラグになって俺死なないよな？





　　　　　※






「それはまた災難な話だったな」

「ええ、全くです」

　ロサイス王の国の宮殿に到着した後、俺は事の顚てん末まつを全てロサイス王に話した。

「それでかなりの食糧と財産を奪われてしまいまして……」

「分かった。少なくともこの一年は食べていけるだけの食糧を保障しよう。その代わり、難民の世話はお前たちがしろ」

「ありがとうございます」

　俺が礼を言うと、ロサイス王は穏やかな笑みを浮かべた。

「フェルム王の国の国境ではよくあることだからな。むしろ、村が焼けなくて良かった。人が死ねば税が取れなくなるからな」

　最終的には税金で返ってくるから問題ない、ということか。ロサイス王に税金を支払っていて良かった。

　もし払っていなかったら、自己責任で切り捨てられてしまっただろう。

　そしてロサイス王は視線を俺から俺の隣……テトラに移した。

　テトラは深々とロサイス王に頭を下げた。

「お久しぶりです、ロサイス王様」

「ふむ、久しぶりか。私は君と出会った記憶はないが……教えてくれないか？」

「十年前でございます。ロサイス王様がアス領の首都アスの屋敷にお越しになられた時、父と一緒にご挨拶させて頂きました」

　ロサイス王はテトラを睨みつけながら言った。

「これより一度でも噓を述べたら死罪とする。また、私の質問に答えなかった場合も死罪とする。君の父親の名前は？」

「ロサイス王の同盟者、アス氏族宗家家長ラゴウ・アスです」

「母親の名前は？」

「キリシア人ヘレン・アスです」

「君の名前は？」

「テトラ・アスです。名乗り遅れて申し訳ありません」

　テトラは真っ直ぐとロサイス王を見つめ返した。

　二人は暫く見つめ合ったが、先にロサイス王が天井を仰ぐように目を逸らした。

「全く……神はまだ私を見捨てていないようだな」

　そう呟いてからロサイス王は再びテトラに尋ねた。

「君の身分を証明する証拠はあるか？」

「腰の部分に家紋の入れ墨があります。ご覧になりますか？」

「女性に背中を見せろというのは失礼だが、見せてくれ」

　テトラはゆっくりと振り返り、少し服を捲まくって見せた。

　テトラの白い肌に、黒色の小さな家紋が確かに刻まれていた。

　ロサイス王は顔を近づけて、じっと家紋を見つめる。

「……あの、ロサイス王様。もう宜しいでしょうか」

「ああ、すまんすまん」

　少し恥ずかしそうなテトラの声を聴き、ロサイス王は慌ててテトラから離れた。

「指輪は持っているか？」

「はい。ここにあります」

　テトラは服の中から金色の指輪を取り出した。

　そこにはテトラの腰の部分と全く同じ家紋が刻まれていた。

「それ、初めて見たんだが今までどこに持ってたんだ？」

「えっと……ほら、これ金でできてるから。その……みんな困ってる時に私だけ金の指輪を持っているのは悪いかな、と思って……その埋めて隠してたというか……せ、生活に困ったら売るつもりだったよ!!」

「いや、怒ってないよ」

　俺は持ってないから分からないが、こういうのは一種のアイデンティティー、つまり自分の一部みたいなものだ。そう簡単に売ったり捨てたりはできないだろう。

「痴ち話わ喧げん嘩かはそれまでにして、早く指輪を見せてくれ」

　ロサイス王がテトラを急かす。

　テトラは指輪を床に置くと、もう一つ別の指輪を服の中から取り出した。

「もう一つ、ロサイス王様より賜たまわった氏し族ぞく璽じもございます」

　ロサイス王は目を丸くした。

　よく分からないが……璽と言うからには重要な公文書とか勅ちよく令れいとかに押す印鑑なのだろう。

「よく、見せてくれ」

　ロサイス王はテトラから受け取った指輪と氏族璽をじっくりと様々な方向から確認する。

「今から専門の紋章官を呼ぶ。その上で君の背中の家紋と指輪、そして璽が本物か確かめる。本物であることが分かったらお返ししよう」

「はい。分かりました」

　しばらくしてから紋章官がやって来た。

　テトラは紋章官に連れられて別室へ移動する。精密な検査をするのだろう。

　テトラが去ってから、ロサイス王は俺に向き直った。

「さて、アルムス君。どこで彼女を見つけた？」

「どこも何も、昔から彼女は俺の仲間でしたよ」

「では言い方を変える。いつから知った？」

　うーん、ずっと前から知ってたけど黙ってましたは印象悪いよなあ……でも噓をついてバレるのはもっと印象悪いな。

「数年前に打ち明けられました。本当はロサイス王様にお伝えするべきでしたが……彼女から誰にも言わないで欲しいと頼まれまして。申し訳ございません」

「全くだ……はあ、まあよいだろう。アス氏族宗家最後の生き残りを保護した功績もあるからな。罪には問わん」

「ありがとうございます」

　俺は深々とロサイス王に頭を下げた。

「ところでお前とあの子はどんな関係だ？」

「道中、結婚してくれと申し込まれました。それは断って私から逆に申し込み、了承を得ました」

「豪族の娘と平民の子供が結婚できると思うか？」

　まあ、できないだろうな。できたとしても大問題になる。だけど……。

「俺を士族にしてくれるのではないですか？」

「士族と言ってもピンからキリだぞ」

「ではピンになれるように頑張ります」

　俺が笑って答えると、ロサイス王は肩を竦め、小さな声で何かを呟く。

「ユリアの奴になんて言おうか……」

「何かおっしゃいました？」

「いや、何でもない」

　ロサイス王は手を振って否定した。そして俺の目を真っ直ぐ見つめる。

「あの娘が本物か確証が取れるまではまだまだ時間がかかる。だからそれが終わるまでに前に話した宿題の解答を聞かせてもらいたいが……もう用意したか？」

「一応できていますが、まだまだ細部は詰められてません」

「それでもいい。聞かせてくれ。……少し待て、ライモンドを呼んでからにしよう」




　それから一時間後、ライモンドが謁えつ見けんの間に到着してロサイス王の右側に座った。

「では前にお二方から頂いた、『どうすれば中央集権国家』を作れるかについての解答ですが……平民の力を利用するというのが私の解答です」

　ロサイス王とライモンドは二人揃って顔を顰しかめた。

「説明しろ」

「はい。中央集権国家とはその名の通り中央にありとあらゆる国家権力を集めた政治体制です。代表的なモノは兵権と徴税権でしょう。ロサイス王の国ではこれらが地方に分散されてしまっている。中央集権化にはこれを集約させなくてはならないわけです」

　と、まあこの辺りは当然ロサイス王やライモンドは分かっているだろう。

　二人が俺に出した宿題は、その権力の集め方だ。

「豪族たちに兵権と徴税権を寄越せ、と、言ってもそう簡単には手放してくれないでしょう。ですから、まずは豪族たちの政治権力を削ぎ落とすところから始めなくてはならない」

「なるほど。それで、平民の力を利用するというのは具体的にはどういうことかな？」












　ライモンドが俺を真っ直ぐ見つめる。

「平民の政治的力が強くなれば相対的に豪族の力は弱まる。違いますか？」

　ロサイス王とライモンドは顔を合わせた。

　二人の顔には失望の色が見える。勝手に期待したのはそっちなんだけどなあ……。

「確かに平民の力が強まれば相対的に豪族の力は弱まる。しかし……王家の力も弱まるという事は理解しているのか？」

　ロサイス王の問いに俺は頷いた。

「ええ、普通ならばの話ですが」

　俺がそう言うと、ライモンドとロサイス王が身を乗り出し始める。

　さて、ここからが肝心だ。

「国王には平民の権利を守る義務、すなわち護ご民みん義ぎ務むがある。故に国王は平民の財産や生命を守るために、平民の側に立って豪族と戦わなくてはならない。と、いうのはどうでしょうか？」

　ロサイス王は首を傾げた。意味が分からない、という様子だ。

　一方ライモンドの方は笑みを浮かべた。真意に気付いたらしい。

「つまり、本来ならば発生する王族・豪族（支配者）対平民（被支配者）の関係を、護民義務という言葉を使うことで、豪族対王族・平民にすり替えてしまおう、ということか。実に面白い!!」

　ライモンドは愉快そうに笑う。気に入ってもらえたようだ。

　そう、ライモンドの言う通り俺の『中央集権化プラン』の肝は対立構造のすり替えにある。

　中央集権化というのは本来、支配者同士の内輪揉めに過ぎない。

　これを被支配者階級まで巻き込んで、支配者と被支配者の対立の問題に論点をすり替える。

　これならば本来豪族の権力を取り上げるという横暴な行為に、『平民の権利を守る』という立派な大義名分が出来上がるというわけだ。

「待て、それは下手をすれば我々王族も巻き込まれるのではないか？　それにそもそも平民の方からの権利の要求がなければ成立しない」

「はい、その通りです」

　これは大変な綱渡りだ。足を踏み外せば、王族も豪族の仲間と見られて平民に攻撃される。それに平民が階級闘争を生じさせないとそもそも成り立たない。だが……。

「私は平民の階級闘争が起こる可能性は十分にあると思います」

「その理由は？」

　ロサイス王の問いに俺は答える。

「アデルニア半島南部のキリシア諸都市の影響です。キリシア人たちは都市国家を形成していて、彼らの多くは国王のいない政治体制、『共和制』を採用している」

　テトラによると、一口に『共和制』と言っても貴族による寡か頭とう制せいの国もあれば、地球の現代人の視点から見て直接民主主義、間接民主主義に当たる国家もあるらしい。

　何にせよ、封建的な王政を敷くアデルニア人からすればとても新鮮な政治体制だ。

　キリシア人が植民都市を築いてから、二百年ほど経つらしいが……それだけ時間が経っていれば確実にアデルニア人にもその思想が行き届き始めているだろう。

「だがそれはお前の予想だろう？　実際には……」

「いえ、すでに影響が出ていると私は思いますよ」

　俺の代わりにそう答えたのはライモンドだった。

「我々にとって、最悪の出来事であったロバート・フェルムによる謀む反ほん。その原因を私は探っていましたが……どうやらロバート・フェルムは平民や下級士族の支持を得て反乱を起こしたようです。だからロバート・フェルムは……悔しいですが我々の目指す中央集権的な国家を作り上げることに成功した。三百程度の常備軍も持っているようですしね」

　三百か……それがこの世界において少ないか多いかは分からないが……。

　まあライモンドの口ぶりからすると、フェルム王の国の国力から考えると大きな数なのだろう。

「……なるほど。確かにそれを考えると悪くない手だな……ところで、権力を削ぎ落とした後の豪族の扱いはどうする？」

「兵権、徴税権、裁判権と少しずつ権力を削り落とせばもはや反乱など起こせないでしょう。彼らを中央に呼び寄せて法ほう服ふく貴き族ぞくにしてしまいましょう。これで官僚制度も整います。問題は呼び寄せる条件ですが……一定の家か禄ろく、私有地に加えて今まで豪族が抱えてきた膨大な借金の肩代わり、もしくは帳消し。そして……議会のような場所を設けて一定の政治権力を与えてやればいいでしょう」

「議会を設置するとむしろ権力の集中から遠とお退のかないか？」

「議会は中央にあります。大切なのは政治権力を中央に集めることでは？　何もかも一つに権力を集めるのはむしろ組織の硬直化を招くと私は考えています。地方もある程度自治をさせてやった方が、地方官を派遣するよりも費用が浮くかと。後は……と、これ以上は中央集権化をした後の話。それはおいおい考えればよいかと」

　よし、ちゃんと宿題は提出しましたよ、ロサイス王様。

　俺はロサイス王の顔色を確認する。

　ウケは良さそうだが……顎に手を当てて考えている様子だ。

　まあ、参考にしてくれるならそれでいい。しょせん、俺は平民の子供。採用されることはないだろうけどね。

　どうせ立案するのであれば、できるだけ壮大で大きな計画を立てて驚かせてやろうと思って考えた。もとより実現できるかどうかは分からない。

「ふむ、実に面白い内容だった。参考にさせて……」

　そんなロサイス王の言葉を遮って、ライモンドが衝撃的なことを言った。

「アルムス君、私の養子にならないか？」

「はい、分かり……え、養子？」

　養子って養う子の養子だよね？　つまり、ライモンドは俺に向かって「今日から君のパパは私だ」って言ってるってこと？

　この人、ロサイス王の弟だよね？

「ライモンド!!　お前は突然何を言っている!!　アルムス、お前はすぐに退室しろ。そしてこのバカの言葉はすぐに忘れるんだ!!」

　ロサイス王に怒鳴られ、退室するように命令された俺は大人しく下がるしかなかった。

　……意味分からん。





　　　　　※






「意味が分からん!!　お前は何を考えているのだ!!」

「端的に申しますと、彼を次の国王にしようかと思います」

　ライモンドは笑顔を浮かべ、そう言い切った。

「……何を血迷った？」

「別に血迷ってませんよ。最善ではないですが、彼が次善であると考えました」

　ライモンドは本気である、とロサイス王に意思を伝える。

「意味が分からん。あいつは優秀だが平民だし、まだ十六の若造だぞ」

「ふむなるほど、確かにそうです。では兄上は誰を次の王にするべきであると？　まさか、あの男……リガル・ディベルですか？　あの男を王にするくらいなら、そこら辺に歩いている奴を王にした方がマシだと常日頃言っていたではありませんか」

「確かに言った。だがそれは酒の席での戯たわ言ごとだぞ？」

　ロサイス王の国に於いて、王位継承順位第一位はライモンド……だがライモンドには子供がいないし、そもそも種がない。

　このままではロサイス王の血筋が絶えてしまう。よって現在ではユリアの夫を次の王に据えるのが次善とされている。

　そのユリアの婚約者、つまり現状において次の国王とされているのがリガル・ディベルという豪族だ。

　アス氏族亡き今ロサイス王の国において、ロサイス氏族の次に権勢のある豪族、ディベル氏族宗家の家長である。

　年齢もまだ二十代と若く、何より家柄が良いのが次代国王に選ばれた最大の理由だ。

「はっきり言いましょう。あの男はバカです。ディベル氏族の親戚や家臣の言いなり。あの男の頭は酒と女と金しかありませんよ。それに粗暴で思し慮りよが浅い。あの男が王になれば、我々が今まで進めてきた中央集権化が一気にご破算になる!!　あの男に仕えるのは御免です」

　ライモンドは声を荒らげた。

　リガル・ディベルが王になれば、ディベル氏族を極端に優遇してロサイス氏族を政治から遠ざけるのは目に見えている。それはロサイス氏族にとって、絶対に許されない。

「しかしライモンド。奴以外を王にしようとすれば国が割れるぞ？」

「勝てばよいではありませんか。根こそぎディベル氏族を排除してしまえばいい」

　ライモンドは吐き捨てるように言った。

　ロサイス氏族と協力関係にあったアス氏族と違い、ディベル氏族は中央集権化を推し進めようとするロサイス氏族と長年対立してきたため、両者の対立は根深い。

「それに宜しいんですか？　ユリア様をあのような男に任せて。あの男、すでに二度自分の妻を殺していますよ」

「それは……確かに私はリガル・ディベルは気に食わん。あの男に娘を任せたくない。だが、婚姻が上手くいけばロサイス氏族とディベル氏族の合同が可能になる。そうすれば中央集権化も……」

　ロサイス王とライモンドが長年計画してきた中央集権化の骨子は婚姻政策だ。

　元々はロサイス王の子とアス家宗家家長ラゴウ・アスの子を結婚させて、ロサイスとアスの合同を図る計画だった。

　それがフェルム・ロバートの謀反によりご破算となり、代替案として挙がったのがディベル氏族とロサイス氏族の合同だ。しかし……。

「兄上。あの男が我々ロサイス氏族と歩調を共にすると思いますか？」

「…………」

　ロサイス王は言葉を詰まらせた。ロサイス王自身、リガル・ディベルの能力と人格には大きな懸念を抱いているのだ。

「まあよい。リガル・ディベルが相応しくないというのは同意しよう。事実だからな。だがどうしてそこであの若者になる」

「器として最適だからです」

「だからなぜ最適だ？　頭がおかしくなったか？」

　ロサイス王の問いに、ライモンドは答える。

「第一にグリフォンの子という宗教的な権威があること。これはむしろ、兄上の方から言い出したことです。グリフォンの宗教的な権威は平民の生まれなどという些さ細さいなことは吹き飛ばせる。第二に人格に信用ができ、その上血筋の後ろ盾がないこと。リガル・ディベルとは違い、我々ロサイス氏族が政治の主導権を握ることができる。第三に彼が中央集権化に深い知識があり、また発想も豊かであること。まだ若いですが、経験を積めば必ず優秀な王になる。いえ、育てて見せましょう。第四に彼は多種多様な知識を持っていること。どこで身につけたのかは分かりませんが、役に立つことは間違いない。以上です。何か、他に疑問点はありますか？」

　ロサイス王は目を見開いた。

　ライモンドの言う通り、アルムスがとても魅力的な後継者に思えてきたからだ。

「……ディベル氏族との合同はどうする？」

「そもそもディベル氏族との合同は不可能です。ですから、ここは従来通りアス氏族との合同を図ります。アルムス君がテトラ・アスを連れてきてくれましたからね。幸運ななことにアルムス君とテトラ・アスは恋仲のようですから、二人を結婚させればいい。主導権は我々にあります。元々アス氏族は勢力を大きく擦り減らしている。そんなアス氏族に、王おう弟ていである私の養子であり、グリフォンの息子であるアルムスという若者を後継者として用意する。喜んで受け入れても、拒絶することはないでしょう。そしてその後、ユリア様とアルムス君を結婚させる。これでアスとロサイスの合同は成立する」

　ロサイス王はライモンドへの反論を探し、暫く考えた後……。

「……いいだろう。お前があの若者を養子に取ることは認める。だが王位に就けるかどうかは未定とする。リガル・ディベルとアルムス。どちらがマシか、私が判断する。だからアルムスに王位のことは話すな」

　ロサイス王の答えを聞き、ライモンドは笑顔を浮かべた。

「ありがとうございます。では、早速彼の意思を聞きましょうか」
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　突然、ライモンドに「パパと呼んでくれ」と言われた後すぐに追い出され、特にすることもなく待っていると、再び俺は謁見の間に呼び出された。

　謁見の間にはどういうわけか、不貞腐れたロサイス王とニコニコと笑顔を浮かべるライモンドがいた。

「というわけで、先ほどの続きだ。アルムス君、私の養子にならないかな？」

「……その養子というのは、ようするにライモンド様が私の父親になると、養父になるという認識で宜しいでしょうか？」

「そういうことになるね」

　……それってひょっとしなくても、凄いことじゃないか？

「どうかな？」

「えっと……どうしてでしょうか？」

　はっきり言って、ライモンドが俺を養子にする理由が分からない。

　確かにライモンドとは将棋を打ったりとそこそこ親しい仲だが、それでも俺にとってはただの親しいおっさんの域を出ないし、ライモンドからしてもただの親しい青年程度の認識のはずだ。

「君の考えを聞いて、素晴らしいと思った。それではダメかな？」

「……それだけですか？」

　こんな重大なこと、そんな理由で決まるとは思えないが。

「では正直なところを言いましょう。君がグリフォンの子供だからです。君が思っている以上にこの権威は大きい。その上、テトラ・アスを保護した人物でもある。君とテトラ・アスを結婚させてアス氏族を復興させる。人はね、物語的な話が好きなんだよ。無論、結婚は今すぐじゃない。私のところでいろいろと勉強をしてからにしてもらう」

　……確かに、反乱で領地を追われたお姫様を、グリフォンに育てられた神の子が救い、二人は結婚して家を復興させる。

　というのは中々物語的かもしれない。正直、納得し切れないけど納得しておこう。

「で、返答は？」

「……仲間と相談してきてよいですか？　テトラの事も伝えなくてはなりませんし」

　そう聞くと、ライモンドは笑顔で頷いた。

「構わないよ。但し、君とテトラ・アスとの結婚はまだ正式なモノではない。それは言わないでくれ。ではいい返事を期待している」





　　　　　※






　その後、様々な検証が終わりアス氏族宗家の娘であることが証明されたテトラと共に俺は村に帰還した。

　村に着くと仲間たちが一斉に集まってきた。

「遅かったね」

「大丈夫だった？」

「食べ物は何とかなりそう？」

　俺は大きな声で難民にも聞こえるように伝える。

「一年分の食糧は支援する。その代わり難民はここで預かれ、だそうだ。難民……新しい仲間には今日から働いてもらう」

　俺がそう宣言すると、新しい仲間たちは一斉に歓声を上げた。

　ひとまず難民問題はこれで解決だな。さて……。

「大切な話がある。ロン、ロズワード、グラム、ソヨン、ルル、そしてテトラは今すぐ俺の家に来てくれ」




　全員を集めた後、俺はまず初めにテトラの出生の話をした。

「……黙ってて御免」

　テトラは小さく頭を下げた。するとみんなは笑って口々に言った。

「謝ることなんてないよ」

「誰だって隠したい過去はあるし」

「テトラちゃんはテトラちゃんだよ」

「仲間であることは変わらないよ」

「もう少し早く言ってくれた方が嬉しかったけどね」

「みんな……」

　テトラは目に涙を浮かべながら、笑った。

　さて、ここからはテトラにも言ってない俺の話だけど……。

「実は俺も、話さなきゃいけないことがあって……」

　そう言って、俺はライモンドから持ち出された養子の話をした。

　すると……。

「凄い!!　リーダー!!」

「流石さすが兄さん!!」

「王族になるんですか!!」

　ロンとロズワードとグラムが身を乗り出してきた。

　あれ？　何というか、思ってたのと違うような……。

「アルムスさんが王族ということは私たちは家臣ですね」

「呪術の勉強、頑張らないと!!」

「……アルムスが王族……ということは!!」

　ソヨンとルルとテトラも、我が身のことのように喜んでいる。

「……止めないの？」

「何でですか？」

　ソヨンが首を傾げた。

「リーダー嫌なの？」

「いや、嫌じゃないけど……」

　最初は突然のことで戸惑うばかりだったが……。

　冷静に考えてみると、これはまたとない大出世のチャンスだ。

　俺だって人並みの欲はある。それに前世はそういった、自分の欲を満たす前に死んでしまった。

　今世では、欲……というのは言い方が悪いな。男として、大きなことを為してみたい。

「むしろ嬉しい、かな？」

「じゃあいいじゃん。何が不満なの？　兄さん」

　ロズワードの問いに、俺は答えた。

「いや、ほら王族になったらみんなと会えないかなあ……と思って」

「アルムスさん、確かに会う時間は減るかもしれませんけど、今生の別れではないですよ。私はアルムスさんはこんなところで終わる人じゃないと思います。大丈夫です、私たちもすぐに追いかけますよ」

　ソヨンは笑顔を浮かべ、そう答えた。みんなも同じ意見のようで、首を何度も縦に振っている。

　俺は良い仲間を持ったなあ……。
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　村を離れた後、俺とテトラはすぐに王宮に向かい返答をしに行った。

「ライモンド様、養子の件ですが是非ともお願いします」

「よし、分かった。今日から私のことはパパと呼びなさい」

　いきなり難易度高くないか？

「冗談だ。義ち父ち上うえで結構だ」

「親子で盛り上がっているところ悪いが、私の話をしてもよいか？」

　ロサイス王が少し不機嫌そうに言った。

　何でも、俺を養子に入れるか入れないかでライモンドと喧嘩になったらしいが……。

「テトラ・アス」

「はい！」

　ロサイス王に名前を呼ばれたテトラは背筋を伸ばした。

「これより君を現アス氏族有力者のボロス・アス・ペルム殿に預ける。ボロス殿のところで、豪族としての立ち居振る舞いを学びなさい」

「分かりました」

　テトラはロサイス王に対して深く頭を下げた。
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　ライモンドの養子になった後、最初に始まったのは礼儀作法についての授業だった。

「思ってたより、簡単ですね」

「まあ、豪族とはいえ文字も書けない者がザラにいる世界だ。礼儀作法なんて、あってないようなものだよ」

　アデルニア半島には食器は存在しないので、食事は基本手摑みでマナーなど存在しない。

　気を付けなくてはならないマナーはほとんど存在せず、強いて言うなら言葉遣いだがこちらは元々テトラから教わっていたので全く問題なかった。

「まあこちらからすると、楽でいいね。あとは顔見せだが……君はグリフォンの息子だという設定を忘れないでくれ」

「ええ、それはもう……」




「ふう……」

「疲れた……」

「お疲れ様でした。アルムス、テトラ」

　挨拶回りで疲れ切った俺とテトラを、ユリアが労ってくれた。

　ライモンドの養子になって一か月、俺の養子入りを祝う歓迎会のようなモノが催もよおされた。

　テトラの無事と発見を祝う会も同時開催なので、ビッグイベントになっていた。

「いや、それにしてもいろいろ驚いたよ。何か知らない間にアルムスが私の従兄いとこになってるし、テトラがアス氏族の娘になってるし……何があったの？」

「まあ、話すと長くなるんだけどね……」

　俺はユリアに俺とテトラに関する今までの経緯を説明した。

　俺とテトラの身に起こった事はライモンドやロサイス王越しに、すぐにユリアに伝わったようだが、何分忙しかったので直接経緯を話したのはこれが初めてのことだった。

「ふーん、なるほどね……」

「ところでさ、俺ってロサイス氏族の中でどういう風に見られてる？」

　挨拶回りをした手応えとしては、好意的に感じられた。

　ライモンドが随分と俺のことを良く言ってくれたみたいだし、俺も猫を被ったからだ。

　グリフォン様の息子という権威も効いていたように感じる。

　だが本音のところは分からない。

「ロサイス氏族はみんな好意的に受け止めてるよ。まあ私とライモンドと何だかんだ言ってお父様がアルムスのことを良く言ったしね。アス氏族もテトラを助けてくれたことに感謝してるみたい。……まあ、あいつらは別だけど」

「あいつら？」

「ディベル氏族。平民上がりのアルムスがロサイス氏族になるのが気に入らないみたい。あと、テトラのことも偽物だって疑ってるみたいだね。まあ、グリフォン様の権威を味方に付けてロサイス氏族が強大化するのも、テトラによってアス氏族が復興するのもあいつらからすると気に食わないんでしょ」

　だから三分の一くらいの豪族が欠席してるのか。

　俺とテトラを認めない、という抗議の意思表示というわけか。

「そう言えば……リガル・ディベルとユリアって婚約してるんだっけ？」

「それが？」

　俺がディベル氏族宗家家長とユリアとの婚約の話を持ち出すと、露骨にユリアは不機嫌になった。

「いや、ユリアはどう思ってるのかなって……」

「嫌いよ。大嫌い。アルムスも会って話せば分かるわ」

「そ、そうか……」

「……アルムスが婚約者だったらいいんだけどね」

　ユリアが小声で何かを呟くが、宴会の喧けん騒そうで掻き消されて聞こえない。

　聞き直そうとした時、俺は肩を叩かれた。

　振り向くと、五十代前半ほどの大柄な男性がいた。

「アルムス、この人がボロス・アス・ペルム。アス氏族ペルム家当主」

　テトラが紹介してくれた。そうか、この人が……。

「アルムスです。テトラにはお世話に……」

「アルムス殿!!」

「うわっ！」

　いきなり肩を摑まれた。爪が食い込んでる！

「お嬢様を今まで守って頂いて、本当にありがとうございます。あの憎きフェルムの小僧からラゴウ様を守れなかったことがずっと心残りでした。私を含め、家臣一同あなた様に忠誠を誓わせて頂きます」

「ああ、ありがとう。分かったから涙拭け」

　感激のあまり号泣するボロスに俺はハンカチを手渡した。おい、鼻をかむな。

「というか、私はロサイス氏族でボロス殿とは直接の主従関係はないはずですが……」

「おや？　テトラ様とご結婚なさるのではないのですか？」

「ちょっと、それはまだ不ま味ずい!!」

　俺はボロスの口を慌てて塞いだ。どうやら、周囲に聞かれはしなかったようだ。

「ねえ、アルムス。テトラと結婚って本当？」

　すぐその場にいたため、ボロスの爆弾発言を聞いてしまったユリアが俺に尋ねてきた。

「えっと、そのままだよ……」

　俺がそう伝えると、ユリアは笑顔を浮かべた。

「そう、分かった。誰にも言わない。おめでとう！」

　いつものユリアの笑顔……なのだが、どういうわけか泣きそうな顔に見えた。

　俺は何か言おうと、口を開きかけるが……。

「アルムス殿。あなたが将棋を開発したと聞きました。一局、やりませんか？」

「私もお願いします！」

「今まで連敗しているのです！　勝ち方を教えてください!!」

　俺に話しかけてきた、ロサイス・アス氏族の豪族たちに邪魔をされてしまった……。
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　一か月のゴタゴタが終わり、俺とテトラはようやく一度村に帰ることができた。

　これからは落ち着くので、週に二回ほど村を訪れてみんなの様子を見る予定だ。

　それに、人の少ないところで実験・開発したい物もある。

　もっとも、村に行くのは俺とテトラだけではない。

「いやあ、士族階級に取り立てられる仲間だと思っていた人が突然士族をすっ飛ばして王族になってしまった！　という俺の気持ち、分かりますか？　アルムス様」

「分かるから、少し離れてくれないか？」

「酒臭い……」

　俺とテトラはバルトロから少し離れて、馬を進める。

　俺とテトラが村に帰るのは、何もホームシックになったからではない。

　村の防備を固めるためである。

　というのも、このまま俺たちの村が丸裸のままだと再びフェルム王がやって来た時に抵抗できないからだ。

「村のみんな、ちゃんとやれてるかな？」

　ライモンドのところに行く前に、俺はいろいろと指示を出しておいた。

　新しく村人となった難民たちの住居や畑の振り分け、食糧の分配、ルールや刑罰についてだ。

　元々村には明確なルールや刑罰はなかったのだが、人口が増えた以上そういったモノをきっちりとさせる必要があった。

　もしもの時のために、ロンとロズワード、グラム、ソヨン、ルル、そしてイアルの六人の合議制で物事を進めるようにはしたのだが……。

「揉めてないといいけどね」

「テトラ様、それは無理でしょう。急に増えた住民、突如不在となったリーダー。これは揉め事の臭いがしますよ」

　バルトロは酒を飲みながらへらへら笑う。黙っていて欲しい。

　そんなやり取りをしながらしばらくすると、ようやく村が見えてきた。同時に……。

「やめて!!　あなたたちなんて両親じゃない!!」

　ルルの悲鳴のような声が耳に飛び込んできた。

「不味いな」

「……揉めてる」

「ほら、言ったでしょう？」

　俺たちは村への歩みを速めた。




「俺はあんたらに近づくなと厳命したはずだぞ。どういうことだ」

　俺は目の前で土下座するルルの両親を見下ろす。

　揉め事の発端はルルの両親が、ルルに接近したことだった。

　実は俺が留守にする前にも同様のことが起こったので、二人には接近禁止令を出して村人に監視させていたが……。

　二人はどうしてもルルと仲直りがしたかったらしく、監視の目を盗んで会いに行ってしまった。

　だが会ったからといって、はい仲直りとなるわけがない。

　古傷を抉えぐられたルルはソヨンとテトラに付き添われて泣いている。

「何か申し開きはないのか？」

　俺が再度聞くと、二人は縋り付くように言う。

「お願いです！　どうか仲裁をしていただけないでしょうか？」

　はあ……反省してないみたいだな。どうするか。

　とりあえず俺の命令を無視したのだからそれ相応の罰を与えねばならない。今後のことを考えて。

　だが俺が直接罰を下すと、難民の間で緊張が走ってしまう。

「お前たちはルルの古傷を抉ったんだ。あいつはお前たちの顔も見たくないんだよ。ルルはあんたらの顔を見るだけで傷つく。分かってるのか？」

「でも私たちは……」

「理由は関係ない!!　お前らはルルを捨てた。これは変わらない。そしてルルはお前らのことが嫌い。これも変わらない。諦めろ!!」

　俺はつい怒鳴ってしまう。それと同時に部屋にイアルが入ってきた。

　イアルは静かに近づき、二人の胸倉を摑んで殴り飛ばした。

「おい!!　どうしてアルムス様の命令に背いた!!」

「だけどイア……」

　もう一度イアルの拳は頰ほおを打つ。

　そしてイアルは二人の頭を押さえつけながら自分も土下座をした。

「申し訳ありません。罰は下しました。どうか……二人を許してやれないでしょうか」

「……次に同じことがあったら追い出す。よいな？」

　俺の中のイアルの株が大きく上がった。
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　ルルとその両親の間に起こった揉め事は、イアルのおかげでどうにか収まった。

　ルル以外にも一か月の間揉め事は何度も起こったらしいが、ロンたちとイアルが協力して治めてくれていたらしい。

「で、バルトロ。どういう感じだ？」

「そうですね……まあ木の柵と堀、落とし穴を作ればそれなりに固くはなるでしょう。フェルム王が進軍してくるとしたら、獣道。となると、精々兵力は百程度、頑張って二百。あくまで同数の兵力、という前提ですがそれなりに防げるかと」

「この村の人口は百くらいだから、男手は四十人程度なんだけど……」

「大切なのは村を略奪して得られる利益よりも、損害が上回ってるように見せることですよ？」

　おっしゃる通りだな。

「ところで、ふと思ったんだが……この村を攻め落とせば首都はすぐ目の前だよな？　それを狙って攻撃を仕掛けてくる可能性は？」

　頭に思い浮かんだ疑問をバルトロに問うと、バルトロは唸った。

「うーん、どうでしょう？　王都は決してがら空きではありませんからね。徴兵された兵とはいえ、常に五百の兵で守られています。もし王都を陥かん落らくさせられるほどの大兵力を動員すれば我々が気付きます。百、二百程度を素早く編成されれば気付けませんが……どちらにせよ、その程度ならば十分に撃退は可能です」

　まあ、確かに俺たちの村が落ちなければそもそも問題にはならないな。

「そう言えば、バルトロってどれくらいの立場の軍人なんだ？」

「あ、私も気になる。お酒運ぶ人？」

　俺とテトラがバルトロに尋ねると、バルトロはぶっきらぼうに返した。

「今年、対フェルム王戦線の総指揮を執ることになりましたよ」

　……それって、かなり凄い事じゃね？

「そうだよ。俺がただの酒飲み親父だと思ってたでしょう？」

　俺とテトラは一緒に頷いた。

「まあ、総指揮と言っても越境する権限はないですけどね。あくまで、防衛。でも、俺実は名将なんですよ？」

　本当か？　正直、酒ばっかり飲んでて指揮をするバルトロのイメージが浮かばない。

「よし、じゃあ試合でもやってみます？　あくまで怪我はしないように。俺の華麗な剣捌きを見れば少しは納得するでしょう」

　剣か……俺の剣道がどれくらい通じるか、試してみるのもよさそうだな。

「お願いする」

「よし、じゃあ早速やりましょう」




「いや、アルムス様。あなたどういう力してるんですか？」

　俺が軽く振った剣で軽く吹き飛んだバルトロが抗議の声を上げた。

　俺は森に生えている適当な木を蹴り飛ばし、真っ二つに叩き折って見せる。

「脚力はこんな感じだけど」

「そう言えば、ユリア様があなたは加か護ご持ちだと言ってましたね……」

　バルトロが頭を抱えた。

　そんなバルトロのところに、ロンとロズワードとグラムが近づいていく。

「あの、バルトロさんって軍人なんですよね？」

　ロズワードがバルトロに尋ねた。

「ああ、そうだけど」

「俺、兄さんと一緒に戦えるようになりたいんです。軍に入れてください!!」

　三人は一斉に頭を下げる。

　お前ら……。

　思わず目が潤うるむ。俺は本当に良い仲間を持った。

「今度、演習があるからその時試験してやろう。いいですよね、アルムス様」

「いいよ。三人とも、頑張るんだぞ？」

　もう三人は大人と言ってもいい。三人の意思を尊重しよう。
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　そして演習の日の事。

「どう？　うちの国の軍隊」

　ユリアが俺に自慢げに言った。

　俺の目の前では千人の男たちが隊列を組む訓練をしている。

　パッと見、兵科は重装歩兵でいわゆるファランクスという戦術を採用しているようだ。

「傭よう兵へいじゃなくて、徴兵制だからみんな士気が高いの」

「まあ、人は守るモノがある時は強くなるからな」

　傭兵は勝っている時は強いが、負けている時は途端に弱くなる。

「あっちだと弓の訓練してるよ」

　ユリアが指をさしたところを見ると、二百人くらいの男たちが的に矢を当てる訓練をしていた。

　おそらく、本業として猟師などをしている者たちだろう。

　彼らに混じって、グラムは弓を射ていた。

　何度も真ん中に軽々と命中させているところをみると、グラムは合格だろう。

「で、あっちは近この衛え兵へい。こっちは精鋭だよ」

　ユリアが指をさしたところでは五十人ほどの男たちが模擬戦をしていた。

　近衛兵は王宮の警護が主な役割だそうだ。

「あれで精鋭か？　ロンやロズワードの方が動きのキレが良さそうだけど」

　俺は前世で養護施設の院長（自称四段。真偽は不明）から剣道を教わったが……。

　その俺から見ると、無駄な動きが多いように見える。

　もちろん、技術の差はあるだろう。

　俺がロンやロズワードたちに教えたのは、日本で長い間研けん鑽さんされてきた剣道だ。

　一方、彼らはおそらく我流で剣を振っている。

　全員の動きに統一性が見られないからだ。

　だから剣道を知っているロンやロズワードの方が強いのは当たり前だ。

　だが俺が気になっているのは身体能力だ。

　明らかにこいつらは身体能力がロンやロズワードよりも低い。鍛えてる成人なのに。

「おいおい、言ってくれるねえアルムス様。まあ、戦ってみれば分かるさ」

　バルトロがニヤニヤと笑みを浮かべながら言った。相当自信があるようだ。

「ロン、ロズワード。頑張れよ」

「「はい!!」」

　二人は緊張した表情を浮かべて、試合に臨んだ。

　そして……。

「「噓だろ……」」

　俺とバルトロの口から同じ言葉が零れ落ちる。

　二人が近衛兵を完封したのだ。

　おそらくバルトロが噓だと思ったのは二人の強さで、俺が噓だと思ったのは近衛兵の弱さ。

　いや、そろそろ何となく分かってきたけど、多分『噓』なのは二人の強さだ。

　俺の目の前で再戦を挑んだ十人の男があっという間に二人によって地面に倒される。

　バルトロの口振りからすると近衛兵の強さには相当の自信があったはずだ。

　つまりその自信の根拠となる訓練を近衛兵はしていたと考えるのが妥当だろう。

　近衛兵が弱いのではない。二人が強すぎるのだろう。

　実は何故村の子供たちは病気にならないか、疑問に思ったことがある。

　七十人を超える子供たちが、四年間一人も風か邪ぜ一つ引かないのは違和感がある。

　明らかに、村の子供たちは普通の子供よりも身体能力が高い!!

　ふと隣を見るとユリアが押し殺すように笑っていた。

　俺の視線に気付き、ユリアはにやけながら俺の方を向く。

「ごめんね。ちょっとあなたが驚いているのが面白くて。気づいてないなんてね」

「何だよ。それ」

「ふふ、いいよ。種明かししてあげる」

　そう言ってユリアは俺を引っ張って、人気のない場所に連れて行く。

「何だよ」

「アルムスの『大王の加護』は、昔は自分を指導者と認める人間の数だけ身体能力を向上させる程度のモノだった。でもね、アルムスと出会って一年くらいしてから能力が増えたみたいなの。増えた能力は、自分自身に絶対の忠誠を誓っている人間も、加護の保有者ほどじゃないにしても能力が上がる、というもの。男なら身体能力が、女なら呪術の才能が伸びる。どう？　疑問は解けた？」

　なるほど、だからロンたちはやたらと強くてソヨンやルル、テトラは呪術の才能に優れていたのか。

　しかし、忠誠か……。

　俺は忠誠を誓わせたつもりはないんだけどな。

「それで、何で今になってそれを？」

「実はさ、あなたが自分で気付くまで面白いから黙ってようと思ってたの。でもね、あなたはなかなか気が付かないし……」

　ユリアは一度言葉を切る。

「私がリガル・ディベルと婚約してるのは知ってるでしょ？　私はね、あいつと結婚してあいつを王にし……子供を産んで次の後継者を作らなきゃいけないの」

　ユリアは泣いていた。声を上げず、目からただ涙を流しながらユリアは語る。

「だから今、教えてあげようと思ってね。もう言う機会ないから。あーあ、もっと大きな反応をしてくれると思ったのになあ」

　ユリアは明るい声で、涙を流しながら笑う。

「これ以上あなたと一緒にいると、決心が揺らいじゃう。だから、これが最後」

　そう言ってユリアは俺に近づいてきた。

　涙で潤うるんだ目が近づく。

「!!」

　ユリアは俺の唇に自分の唇を合わせてきた。

　ユリアは舌を俺の口の中に割り込ませ、俺の舌を吸い、絡めてくる。

　永遠に近い時間が流れ、ユリアは俺の唇から自分の唇を離す。

　唾だ液えきの橋が架かる。

「あなたのことが好きです。アルムス。でも、それは叶わない。テトラのこと、宜しくね。でも、最後に一つだけ覚えておいて欲しいの」

　ユリアは俺から離れ、背を向ける。

「あなたの初めてのキスは私だということをね」

　ユリアは走り去っていく。

　ああ……。

　失って初めて気付いた。俺は……。

　ユリアにも恋をしていたのか……。

　とんでもないクズだな。
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　二人の若者のやり取りを木陰から見守る、二人の男たちがいた。

　一人は病に体を蝕まれ、命の炎が消えそうな王。

　もう一人は、未来ある若者に炎を託そうとする王弟。

「ユリアに余計なことを言うなよ」

「はあ……理解に苦しみます。あなただって、リガル・ディベルよりもアルムス君の方が王として、能力も人格も上。その上、ロサイス氏族にとっても、都合がいいことは分かっているでしょう？」

　ライモンドの言葉に、ロサイス王は無言で返す。

「可哀想に……ユリア様は絶望していますよ。当然です。妻を殺した過去のある、横暴な男ですよ、リガル・ディベルは。そんな男と結婚しろと言われれば、誰だって絶望する。あなたも娘の幸せを思う父ならば、ユリア様をアルムス君と結婚させるべきです」

　ロサイス王は深い溜息をついた。

「私だって、アルムスを王にしてお前がそれを補佐する政治の方が中央集権化も進み、ユリアも幸せになるということは理解している。アルムスは……まあ俺があれくらいの時よりは優秀だからな。ちゃんと教育すれば立派な王になるだろうよ」

「では……」

「現実を見ろ」

　ロサイス王はライモンドを睨みつけた。

「あいつを王にすると発表して、どれだけの豪族が付いてくる？　間違いなくディベル氏族は反はん旗きを翻ひるがえすだろう。リガル・ディベルが黙っていない。内乱になれば、この国はテーブルの上のパイのように諸外国に切り取られるだろうさ」

「ただ腐る時を待つよりも、リスクを冒してでも膿うみを取り出して害虫を駆除した方がよい。違いますか？」

　内乱をそもそもよしとするライモンドと、内乱を許せないロサイス王。

　二人の意見はいつも平行線だ。

「まあ、よいでしょう。結論を出すのはまだ早い。アルムス君かリガルか。双方選択肢に入れておいたままにして下さいよ？」

「……分かっている」

　ロサイス王は深い、深い溜息をついた。

　後継者問題というストレスは確実にロサイス王の残りの寿命を擦り減らし始めていた。













「ねえ、アルムス。さっきから何をしているの？」

　村の隅っこでこそこそと、実験・開発を行っていたところテトラに見つかって声を掛けられた。まあ、テトラになら話してもいいか。

「黒こく色しよく火か薬やくを作ってるんだよ」

「黒色火薬？」

　俺は静かに頷うなずいた。

　黒色火薬とは中国で発明された、最も古い歴史を持つ火薬である。

　技術の進歩は人を幸福にするだけでなく、同時に人を不幸にすることは地球で二度の世界大戦で証明されているため、こういう軍事的な技術はできるだけこの世界に持ち込みたくないというのが俺の本音だが……しかし、フェルム王という脅威がある以上四の五の言ってられない。

　鉄砲や大砲を作れるほど、アデルニア半島の工業力は高くないので筒に入れて敵に投げたりする、てつはうのような用途の兵器を目指している。

　音と煙で敵の隊列を乱すこともできるだろうし、音に敏感な馬を驚かせて騎兵を無力化する効果も期待できる。

　そうテトラに説明すると、テトラは身を乗り出してきた。

「どうやって作るの？」

「木炭と硫黄と硝しよう酸さんカリウムを混ぜ合わせるんだよ」

　木炭は自作したうちの、上手に炭化している部分を削って使用。

　硫黄は、幸運なことにアデルニア半島は火山が多かったこともあり簡単に手に入った。

　温泉もたくさんあるそうなので、いつかアデルニア半島温泉巡りをしてみたいものだ。

　硝酸カリウムは古土法と呼ばれる方法で取り出した。

　家の床下の黒土に水を加えて加熱し、木灰を混ぜ合わせることで比較的簡単に結晶化させることができる。

　とはいえ、これでは大量に生産ができないのでもし黒色火薬が有用で需要が高まったら、別のやり方で生産できるようにするつもりだ。

「兵器なんだよね？　ちょっと見せて」

「まだ試作段階だから、威力は保障できないぞ」

　俺は一摘まみの黒色火薬を平たい石の上に乗せた。

「少し、離れて見てろ」

　俺はテトラが距離を取るのを見計らってから、別の石で黒色火薬を強く叩いた。

　バン!!

　突然の大きな音に、テトラは体を竦ませた。

「と、まあ少量でもこれくらいの音は出る。これを密閉容器に詰め込めば人を殺せる破壊力が生まれる。中に石いし礫つぶてや鉄破片、陶器の破片を入れれば完璧だな」

　ちなみに何故容器に密閉するのかというと、そうしないと爆発しないからだ。

　爆発とは要するに、急速な燃焼反応のことなので普通に火を付けただけだと燃えるだけで終わってしまうが、容器に密閉すれば燃焼による体積の膨張を押し留めることができる。

　まあ、分かりやすく言うなら「力を押し留めて一気に解き放つ」ということだ。

　しかし……投げる前に火を付ける作業は面倒だな。

「なあ、テトラ。発火する魔術陣を作ることってできる？」

「火花を作る程度なら、簡単」

「じゃあ、作ってみてくれないか？」

　もしかしたら、手榴弾のようにピンを抜いただけで爆発するような手軽な爆弾ができるかもしれない。
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　黒色火薬を作り始めて約一か月。ようやく実用できる程度の爆弾が完成したので、バルトロに意見を聞くために俺は彼の元を訪れた。

「こんなところで何をやってるんだ？」

「戦術を考えてるんですよ。フェルム王に確実に勝つためのね」

　バルトロは王都から離れたところにある木陰で、地図と駒を使って戦術を考えていた。

「ファランクスは知ってますよね」

「まあ、一応」

　ファランクスというのは、とても分かり易く説明するなら長い槍と盾を持って敵に突っ込むというとても単純な戦術である。

　左手に盾を持ち、自分自身と左側の味方を盾で守るので、盾で守られていない右翼側が無防備になってしまうという特徴があり、基本的に右翼に精鋭を配置する。

「あれ、要するにただの押し合いなので時の運と士気頼りなんですよ」

「側面を騎兵で攻撃するというのはどうだ？　ファランクスは側面が致命的に弱かったはずだが」

　長い槍を全員で持っているファランクスは基本、前以外進めないので側面を攻撃されると一瞬で総崩れになる。だから普通は軽歩兵や騎兵で側面の守りを固める。

「それは考えましたが、騎兵が用意できません。アルムス様の鐙あぶみは素晴らしい発明ですが、すぐには騎兵は育成できない」

「……じゃあ、敵の弱点の右側を叩くために敢えて左側に戦力を集中配置するのは？」

　ふと、前世の世界で大昔に起こったとある戦いを思い出し、その概略を教える。

　俺の話を聞き終えた後のバルトロの顔は、夏休みの読書感想文を書き終えた子供のように輝いていた。

「さすが、グリフォン様の息子ですねえ」

「それ、あまり好きじゃないからやめてくれないか？」

　するとバルトロは愉快そうに笑い、酒を飲む。

「ふう、やはり酒は美味いな。ところで、その筒は何ですか？」

「黒色火薬という兵器だ。まあ、少し見ててくれ」

　丁度目の前に木があるのだ。こいつを吹き飛ばそう。

　俺はバルトロに木から離れるように言い、木の根元に火薬の詰まった筒を半分地面に埋めて固定する。

「さて、あとは……」

　俺は筒の真ん中に刺さっている棒を摑み、棒を固定している安全装置を取り外す。

　そして棒を引き抜き、一気に駆け出した。

　すると……。

　大きな爆音と真っ白い煙が立ち上り、メキメキと音を立てて木が倒れた。

「どうだ？」

「……どういう仕組みですか？」

　驚きで目を見開いているバルトロに黒色火薬の説明をする。

　ちなみに棒を引き抜くことで爆発する理由は簡単だ。

　テトラが、棒を引き抜いて初めて魔術陣が機能するように設計してくれたからだ。

　言葉で発動するように設計するよりは、楽だそうだ。

「……アルムス様、これをもっと作ることは可能ですか？」

「ああ。できるよ」

　すると、バルトロはニヤリと笑みを浮かべた。
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　ロバート・フェルムの父は死ぬ前に、ロバートにこう言った。

「いいか、ロバート。男として生まれたからには上を目指すのだ」

　ロバートはその言葉に従った。

　ラゴウ・アスの家か臣しんとして忠実に職務を全うし、徐々に支持を集めていった。

　自分たちの主であるラゴウ・アスは非常に平凡な豪族だった。

　何事もなければ平凡に領主としての生を全うしただろうが……。

　ある時飢き饉きんが起こった。

　子供を大量に捨てなければならないほどの大飢饉。ラゴウはそれに何の解決策も出せなかった。

　ラゴウ・アスにパンを空から降らすような能力はないのだから、仕方がないことだが……ロバートはこのチャンスを見逃さなかった。

「ラゴウ・アスは民が苦しんでいるのに、一人だけ贅沢な暮らしをしている!!」

　ロバートは声高に叫び、民を煽あおり、そして自分に忠誠を誓う者たちと共に反はん旗きを翻ひるがえした。ロバートは、重要会議のために集まったアス家の重鎮家臣やアス氏族の有力者、ラゴウの親戚を一夜で皆殺しにすることに成功した。

　だが問題が一つ。

　肝心のラゴウの妻と娘であるテトラ・アスに逃げられた。

　ロバートは精鋭を率いてこれを追跡し、ロマリアの森近郊で追い詰めた。

　ラゴウの妻を殺し、泣き叫びながら逃げるテトラ・アスの背に剣を振り上げようとするが、一瞬、躊ちゅう躇ちよしてしまった。

　ロバートはラゴウに信用されていたため、何度かテトラ・アスの面倒を見たことがあった。

　ラゴウと全く似てない。非常に利発な子供というのがその印象だった。

　当然だが、生かすという選択肢はないし、生かしても何の得にもならない。

　だが剣は一瞬止まった。

　テトラ・アスはその隙に森の闇に消えてしまい、ロバートもその背を追う気にはならなかった。

　どうせ子供、狼に殺されるか空腹に負けて毒草でも食べて死ぬだろう。

　主人と罪もない人間を大勢殺したくせに重要人物の小娘は見逃す。

　彼の行動は不可解のように見えるが……人間とは常に不可解で非合理な生き物だ。

　確かなことは、ロバートは人生に於おいて最大のミスを犯してしまったということだ。
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　アルムスとテトラの運命と境遇が劇的に変わってから、約二年が経過した。

「テトラ・アス。はあ……あの時殺しておけばよかったな」

　フェルム王は深い溜息をついた。

　アス氏族宗家の唯一の生き残り、テトラ・アスが発見されてボロス・アス・ペルムの後ろ盾の下で豪族に復帰したという報告を聞いたのは今から二年前のことである。

　フェルム王とて万能ではない。国内には僅わずかながら、アス氏族に忠誠をちかう士し族ぞくが残っているし、民の一部もフェルム王の過酷な統治にうんざりして、アス氏族による統治を懐かしんでいる者もいる。

　そういった反乱分子が最近急速に動きを活発化させ、フェルム王を悩ませていた。

「正直、本物かどうか怪しいところだが偽物だとしても厄介なことは変わらないな」

　テトラ・アスの死体を確保できなかった以上、テトラ・アスが死んだと証明することは不可能。いわゆる、悪魔の証明である。

　フェルム王が頭を抱えていると、そこへ一人の兵士がやって来た。

　兵士は手に持っていた筒をフェルム王に手渡す。

　フェルム王は筒の中の羊皮紙を読み……笑みを浮かべた。

「どうかしましたか？」

　副官がフェルム王に問うと、フェルム王は羊皮紙を副官に突き出した。

「ロサイス王の国に潜ませた鼠ねずみからの伝でん書しよ鳩ばとだ。ロサイス王が倒れたそうだ」

　それを聞き、副官もニヤリと笑みを浮かべた。

「まあ、死にはせんだろう。いつもの発作だな。後継者問題で精神を摩ま耗もうしたのだろう。とはいえ、指揮をとれないのは事実。ロサイス王の国に攻め込むぞ」

「ですが兵糧が足りません」

「何を言っている。その兵糧を確保するために戦をするのだろう？　最低限、三日分の飯さえ用意できれば十分。後は奪えばいい」

　兵糧の現地調達はアデルニア半島では戦争の基本だ。

「森を抜けてロサイス王の宮殿に奇襲を掛けるぞ」

　副官は目を見開いて驚く。

　ロサイス王の宮殿は森を抜ければすぐなので、確かに理論的には可能だ。

　グリフォンへの恐れと、軍隊の進める道がなかったため、実行した者は一人もいない。

「しかし、グリフォン様の祟たたりに……」

「前、通った時は祟りなんぞなかった。つまり通ってよいという事だ。獣が怖くて戦ができるか。それに最大の問題である進軍ルートも、難民のおかげでどうにか通れる獣道が見つかって、解決したしな」

　フェルム王は淡々と言う。

「あの者たちが特別にグリフォンに寵ちよう愛あいを受けている可能性は？」

「ない。あるならば七割の食糧を要求した時点でグリフォンが出てくる」

　フェルムはハッキリと言い切る。

　七割という普通なら飢うえ死にしてもおかしくないだけの食糧を脅し取ってもグリフォンは出てこなかった。

　つまりグリフォンは人間同士の争いにはあくまで中立なのだ。

「グリフォンの加か護ごとやらを受けてる村を占領し、そこを拠点に王都に直接攻撃を仕掛ける。村を開け渡さなければ攻め滅ぼせばいい。兵糧も確保できて一いつ石せき二に鳥ちようだ」

　そうと決まれば話は早い。

　フェルムは呪じゆ術じゆつ師しを呼び寄せた。

「例の村とロサイス王の国の王都へ、偵察に行け」

「分かりました、我らの王よ」
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　呪術師三人はフェルム王の命を受けて偵察のために鷹を飛ばしていた。

　この魂たましい乗のせという技術は非常に難しい。

　まずは生きている状態で自分自身の魂を体から出さなければならない。

　並の呪術師では戻れなくなり、死んでしまう。

　さらに魂を乗せる生き物とある程度心が通じ合っている必要がある。

　何度も訓練をすることで、鷹の目や犬の鼻で世界を視たり嗅いだりすることができるようになる。

　鷹は人間の約八倍の視力を持つ。偵察に用いるには最高の生き物だ。

（前に来た時よりも防備が固い……）

　呪術師三人のリーダーは念入りに防備が施された防衛設備を見て、思わず心の中で漏らした。

　狼対策にしては過剰設備だが人対策ならば合点がいく。

　対象は……考えるまでもないだろう。

　呪術師三人は目を凝らして村の様子を観察して、村の地形を頭に叩き込む。

（もう問題ないだろう）

　特に警戒するようなこと……傭よう兵へいなどは存在しない。

　村の人口も変わっていないように見える。

（帰還するぞ）

　その意を伝えるために一鳴きして、方向転換する。

　村に背を向けた直後のことだった。

「キャッ……」

　後ろから鷹の悲鳴が上がった。

　背後を確認すると、見知らぬ大きな鷹が眼光を光らせていて、その足には先ほどまで共に偵察していた鷹。

　爪が喉に食いこみ、ピクリとも動かない様子から死んでいることが分かる。

　リーダーは一鳴きして全速力で羽搏かせるように鷹へ命じる。

（クソ！　どうしてこんな時に……）

　リーダーは己の不運を恨む。

　動物を使って偵察をしている時に、その動物の天敵に遭遇してしまうということは極まれにある。

　偵察に集中し過ぎ、周囲の警戒が疎おろそかになりがちだからだ。

（早く逃げなくては。魂乗せ中に動物が死ねばこっちも死んでしまう！）

　そう思っていると、突然自分の目の前を飛んでいた仲間が消えた。

　下を見下ろすと、仲間と大きな鷹が格闘していた。

　しかし体格の差で仲間はあっさりと喉を爪で引き裂かれ、死んでしまう。

（二羽目！）

　混乱しながらリーダーは必死になって飛ぶ。

（っ！）

　ゾクリとしたものが体を走り、慌ててリーダーは体を右に捻る。

　そこを大きな鷹の爪が通過する。

（三羽目だと！）

　鷹は群れを作らない。

　二羽なら偶然居合わせただけだと考えることもできるが、三羽目となれば話は違う。

（呪術師か！）

　敵はリーダーを囲むように飛び、徐々に距離を縮めてくる。

（どうして！　あんな小さな村に三人も高等呪術師がいるはずない！　どういうことだ……まさかロサイス王の国の呪術師か？）

　どちらにせよ報告しなければ。

　リーダーは高度を下げて、森の中に逃げ込もうとする。

（あと少し！）

　森の中に入るというところで、衝撃が全身を襲った。

（？）

　相棒じぶんの胸に棒のような物が刺さっている。

　それが矢だと分かったのとリーダーが意識を失うのは同時だった。
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「よし！　仕留めたぞ!!」

　グラムは自分が射落とした鷹を拾う。

　相変わらず見事な腕前だ。

「ぐぬぬ……私が倒すつもりだったのに」

　自分の体に魂を戻したテトラは立ち上がってそうそうに悔しそうに顔を歪める。

「せっかく苦い草も食べたのに」

　そう言ってテトラは口から魂乗せを行うのに必要な薬草である離り魂こん草そうを取りだす。

「ふふん。どうですか。最初の奇襲を成功させました！」

「さすがだ、ルルは。最強だな！」

　戻ったルルをグラムが労った。それに対し、ルルは自慢げに平坦な胸を張る。

　たまたま、俺とテトラが村を訪れていて、テトラとソヨンとルルが魂乗せの練習をしていたのが幸いだった。

　念のために仕掛けておいた、呪術の結界に引っかかったのだ。

　こちらの方が大きな鷹の種類だったことも、また幸運だったと言える。

　村の防衛設備が相手に知られる前に、口封じできて幸いだった。

「ところで殺してよかったの？　これで敵対することになるけど」

　テトラが心配そうに言う。

「大丈夫だよ。呪術師が任務中に天敵に襲われて死ぬということは実際にあるしな。それにこんな小さな村に三人の魂乗せ中の呪術師を殺せる呪術師がいるとはフェルム王も考えないだろうし。それに偵察に来た時点で、敵対行為だろう」

　さてと……。

　偵察に来たということは、間違いなくこちらへの攻撃の意思があると考えてよいだろう。

「イアル、ロサイス王の国に行って救援を要請してくれないか？」

「分かりました」

　そう言ってイアルはロサイス王の国に向かった。




　だがすぐに戻ってきたイアルの報告はあまりよくないものだった。

「ロサイス王は発作を起こして倒れたそうです……」

「何！　じゃあ救援は？」

「それが……ロサイス王が倒れるのと同時にフェルム王の軍が動いたそうです。それに加えて周辺国と豪族たちが不穏な動きをしているそうで……援軍が出せるのは最低でも三日後だそうです」

　三日だと……。

　俺たちが独力で戦うしかないのか……。

　さらに続けて、イアルはライモンドの言葉を俺に伝える。

「三日間、フェルム王軍を抑えて欲しい。フェルム王の狙いはロサイス軍の分断と、王都へ接近することでロサイス王の国を混乱させることだと、ライモンド様がおっしゃっていました」

　確かに、少数の兵でもロサイス王の国の王都に近づければ、大きな心理的効果を期待できる。

　バルトロは王都には五百の兵がいるから、大丈夫だと言ったがそれは平時の時。

　ロサイス王が倒れ、周辺国と豪族が不穏な動きをしている中で王都に接近されれば、どれほど守りが万全でも動揺は走るだろう。

　……本音を言えばその五百をこちらに連れてきて欲しいのだが、まあ流石さすがに王都の守りを疎かにはできないだろうな。

「リーダー！　黒色火薬のチェック、終わりました。問題ありません」

「兄さん！　武器は大丈夫だ。いつでもいけるぜ」

「矢と食糧の備蓄は大丈夫だった！」

　ロンとロズワードとグラムが口々に報告してくる。

　仕方がない。俺たちだけで迎え討とう。

　俺は村人全員を集めて、宣言する。

「これからフェルム王の軍隊がこの村を略奪しに来るかもしれない。俺たちの村を守るぞ!!」

「「おおお！！！」」
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「王よ。呪術師たちが戻ってきません」

「どういうことだ？　天敵に襲われたか？」

　偵察中に鷹がその天敵に襲われるというのは稀まれにあるし、森という視界が取りにくい環境ならば三人が同時に襲われて死んでしまうことはあり得る。

「もしくは……」

　ロサイス王の子飼いの呪術師がアルムスという若者の村を守っているか。

　すでにフェルム王の耳には、アルムスという名のグリフォンの息子が王おう弟ていの養子に入ったと、耳に入っていた。

　同名で、グリフォンの息子と言うからにはあの村の若者のことだろう。

　だが三人の呪術師がロサイス王の呪術師に倒されたとしたら、三人以上の呪術師があの村に派遣されていることになる。

　果たして三人も貴重な呪術師を割いて辺境を守らせるだろうか？

（いや、もしかして俺の狙いに気付いているのか？）

「仕方があるまい。偵察は直接、兵士にさせるか。仮にロサイス王が俺の狙いに気付いて村を守っていたら、それだけ兵が救援のために割かれるということ。攻撃してみる価値はある」

　フェルム王は思案にふける。

「残る魂乗せができる呪術師は六人か……うち二人は国の防衛に当たらせる。四人はロサイス王との戦いに投入する。準備に入れ」

　フェルム王の指示に呪術師たちは頷き、次々と離魂草を口に含んでいく。

「ご指示通り、二百の兵を極秘に編成しましたが……最終的にはどれほど動員なさいますか？　王様」

　一人の将軍の問いにフェルム王は答えた。

「三千二百だ。お前は兵二百を率いて例の村を占拠して来い。その後は、可能ならば王都に攻撃を。不可能ならば出来るだけロサイス軍を引きつけろ。俺は三千の兵を率いてロサイス王の国を正面から攻める」

　将軍たちの間に緊張が走る。

　フェルム王の国の動員限界は三千前後である。つまり三千二百という兵力は、事実上の総力戦と言える。

　しかしフェルム王には勝算があった。というのも……。

「緊張を解すために、少し概要を話してやろう。ロサイス王の国が動員できる最大兵力は一万五千程度だ。しかし、実際に一万五千の兵力を俺たちに注ぐことはできない。ロサイス氏族の次にあの国で勢力を持つディベル氏族が非協力的だからな。それにリガル・ディベルには書しよ簡かんを送り、王位を条件に中立を約束させた」

　フェルム王はリガル・ディベルの顔を思い浮かべる。

　大した能力もなく、自分と戦う勇気もない。その癖に王になるなどという分不相応な欲を持っている男だ。

　自分の王位継承が確定していないのが不満なのか、ライモンド・ロサイスに奪われることを心配しているのか、フェルム王の言葉にあっさりとリガル・ディベルは乗った。

「まあ、目的はピンチになるまで放って置き、丁度良いタイミングでロサイス氏族を助けて恩を売ろうということだろうが……まあ、あの男ならいくらでもあしらえる」

　フェルム王はニヤリと笑みを浮かべた。

「ディベル氏族が動かない時点で、ロサイスの兵力は一万程度だ。加えてロサイス王は病床にある。混乱のロサイス氏族は大して兵を集められん。まあ、頑張って七千だな。さらに、ロサイスの隣国二か国にはすでに共闘を願い出ている。もう彼らの兵がロサイスとの国境に張り付いたとの報告だ。まあ、こいつらが動くのは俺が勝った後だろうけどな。それでもロサイスは最低二千ずつは対処に回す必要がある。つまり連中が俺に対して動かせる兵力は……三千前後。多くても四千は超えないと予想できる」

　将軍たちの表情が明るくなる。

　同数から千前後の差ならば自分たちの王は勝つ。そう彼らは心から信じているのだ。

　そして実際、今まで勝ってきた。

「では諸君、ロサイス王の宮殿で祝杯を上げようではないか！」

「「おおお！！！！」」

　フェルム王の家臣たちは大歓声を上げた。
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　フェルム軍二百の別動隊がアルムスたちの村に到着したのは、進軍を始めて一日と半日過ぎたころだった。

　別動隊を率いる将軍は村を目の前にして、大きな声で叫んだ。

「村を明け渡せ。そして食糧を提供しろ！　そうすれば命は助けよう」

「お断りしましょう」

　アルムスは大きな声でそう返答して、交渉はあっさりと決裂した。

「調子に乗りおって。百程度の人口しかない村に何ができるというのだ。こちらは二百だ。力ずくで落とせ！」

　司令官はよく村を観察する。

　深い堀と、高い木の柵。そして正門が一つ。

　村はそれなりの大きさなので、二百人では包囲は難しいし、強引に攻めるのであれば兵力は分散せず、集中させた方がよい。

「まずは門の周囲を確保しろ。そこに破は城じよう鎚づちをぶち込め！」

　戦慣れした兵士たちは隊列を組みながら門へ殺到する。

　だが突然、隊列が乱れ始めた。

「落とし穴か……面倒な物を……迂う回かいしろ」

　落とし穴の下には槍が上向きに埋まっていたようで、数人の死者が出たが、落とし穴に落ちたのは最初だけだ。

　慎重に落とし穴を避け、時には板を渡して前に進む。

「やはりそれなりの防衛設備はあるようだな」

　司令官は愚痴をこぼす。

　それなりの犠牲を覚悟しなければならない。

　村との距離が縮まるにつれて、石や矢が二百の兵を襲うようになる。

　負けじと、フェルム軍も矢を放ち、石を投げて牽制する。

　アルムスたちの村は人口が百人程度で、戦える人間は精々四十人程度。

　一方、フェルム軍は二百でその兵力差は五倍。戦力が圧倒的に違う。

　アルムスたちは時間稼ぎをする程度しかできず、フェルム軍の接近を許してしまう。

　戦いから一時間、フェルム軍は村の正門に破城鎚での攻撃を始めようとしていた。




「アルムスさん、押し込まれています！　か、勝てるでしょうか？」

　弱気な声を上げながら、グラムは弓を引き絞り空へと放つ。

　防衛に参加している村人たちの間にも不安が広がっているように感じる。

　当然だ。まだ死者こそ出ていないが、怪我人は数人出ているし、何より敵の攻撃が激しすぎてまともに反撃できていない。

「ああ、作戦通り進んでいる」

　そう言う俺の手は震えていた。

　村を守るための防衛策は施してある。バルトロのお墨付きをもらった奇策だ。

　しかし、成功するかどうかは本当に試してみないと分からない。

「大丈夫」

　テトラが俺の手を握ってくれた。

　テトラは魂乗せを使った直後で、体力的にはフラフラのはずなのに鞭打って俺の側にいてくれていた。

　……そうだな、大丈夫だ。自分を信じろ。

「リーダー！　敵軍が門に取り付きました!!」

「よし、作戦を開始する。ロズワード!!　点火しろ！」

「了解です!!」

　その瞬間、大きな爆音と煙、そして悲鳴が門の向こう側から発生した。




「地獄絵図、って感じだな」

　俺は僅かに生き残っているフェルム軍を助けながら、呟つぶやいた。

　俺が取った作戦は単純明快。門の目の前の地面ごと、下から爆弾で吹き飛ばしたのだ。

　あらかじめ、門の下の地面を五、六メートル前後掘って、その上に木製の支えを作って土を被せる。

　すると地面の下に地下空間が生まれる。

　こんどは村の内側から地面を掘り、坑道を作る。

　あとは戦いの前に、地下空間に大量の爆弾と油を入れた樽を用意するだけ。

　そして敵軍がその地下空間の真上まで来たら、坑道から伸ばした導火線に着火。

　ドカーン!!　ということだ。

　問題はドカーン!!　とする前に天井が抜け落ちて、見破られてしまうことだったが、どうにか成功した。

　まあ当然、作成段階で強度は試していたけど……万が一ってことはあるから……。

　しかし、見ればみるほど酷い状況だ。

　トマトが潰れたみたいな死体が散らばっていて、中には人間だったのか疑問に思うほど悲惨な死体もあった。

　自分が作りだした物の恐ろしさを改めて実感する。

　もし自分の敵が黒色火薬を使ったらと考えると寒気がする。

「た、助けてくれ……」

「分かった。少し待ってろ」

　俺は血の海の中にいた、一人の男を救いだす。

　どこかで聞いたことのある声だが……。

「もしかして、司令官か？」

「…………」

　男は無言でそれを返した。無言は肯定と受け取ろう。

「首を取られるか、情報を俺たちに教えるか。どちらか好きな方を取れ」

　男は誤魔化しきれないと判断したのか、小さな声で言った。

「分かった。……全て話す」
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　ロサイス王の国の宮廷は大混乱に陥っていた。

　遡さかのぼること約二日、ロサイス王が心労と病により発作を起こして倒れた。

　この時はそれなりの騒動になったのだが、それでも何とかライモンドが動揺を治めた。

　しかしここに来てフェルム王が大規模動員をしているという情報が宮廷に飛び込む。

　ロサイス王の代わりにライモンドが陣頭指揮を執りどうにか兵士を掻き集めるが、しかし肝心のロサイス王が病に伏しているということもあり、兵士が集まりにくい。

　その上、フェルム王軍がアルムスたちの村を攻撃しようとしているという情報が、たまたま村に帰省していたアルムスからもたらされた。

　本来ならば、王都にいる五百の兵で弾き返せると落ち着いて言い切ることができたのだが、混乱状態だったのが不ま味ずかった。

　不安と混乱が一気に宮廷を支配し、それが豪族に伝わり余計に兵の集まりが悪くなり、混乱に拍車が掛かるという悪循環を招いていた。

　そして現在……。

「ええい!!　リガル・ディベルの奴め、何が自分は領地を守るので出兵できないだ！

　あの臆病者め、やはりフェルム王と裏で通じていたか……」

　ライモンドは歯軋りしながら、リガル・ディベルから届けられた書簡を引き裂く。

　こうなるとリガル・ディベルも敵に回る可能性まで、考慮に入れなくてはならない。

「まあ、一応次期国王第一候補。ロサイスが滅びれば損をするのは奴だ。おそらく我々に恩を売る機会を狙っているのだろう」

　ライモンドはリガル・ディベルの側近の顔を思い出した。

　リガル・ディベルはさほど能力は高くないが、彼の側近には一人優秀な者がいる。

　もしリガル・ディベルのおかげでロサイスが救われれば、リガル・ディベルが国王になった時に、ディベル氏族の発言力が増す。

　あの爺が好みそうな策略だ。

「まあ、いい。これはチャンスでもある。我々ロサイス氏族とアス氏族だけでこの問題を解決すれば、ディベル氏族の発言力を大きく削ることができる」

　ライモンドは前向きに物事を捉え、どうにかしてこの危機を乗り越えられないかと思案に耽っていると……。

「ライモンド様、アルムス様がご帰還されました！　敵を撃退し、敵将を捕らえたそうです」

「本当か!!」

　ライモンドはこの朗報に飛び上がるほど喜んだ。

　敵将を捕らえることができれば、敵の作戦の概略も分かる。

　何より、アルムスの功績の一つとして大きく宣伝もできる。

「すぐにアルムス君を呼べ!!」
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　俺は敵兵の救出を終えた後、すぐに王宮に向かいライモンドと対面した。

　そして敵将から得た情報を全て、ライモンドに伝えた。

「……なるほど。してやられたな」

　ライモンドは深い溜息をついた。

「兵はどれくらい集まりそうですか？」

「……あと三日もあれば七千は集まる。フェルムの小僧の予想と同じなのが腹立つな」

「我が国と国境を接する二か国……ベルディベル王の国とエビル王の国の様子はどうですか？」

　すると、ライモンドは苦虫を嚙かみ潰したような表情を浮かべた。

「連中も兵の動員を始めた。……二千ずつ、対処に回さねばならん」

「ということは、フェルム王に当てられる兵は……」

「奴の予想通り、三千ということになるな」

　さすが、クーデターを成功させて王になっただけはあるな。

「フェルム王軍は……強いのですか？」

「兵の質はロサイスとそこまで変わらん。だが、あのロバート・フェルムがかなり優秀だ。同数で勝てたことがない。そして奴は同数未満では絶対、勝負を挑まない」

　勝てない戦いはしないタイプ。つまりフェルム王は絶対に勝てると踏んでいる、か。

　俺たちはフェルム軍二百をどうにか撃破したが……まあ大勢に影響はないだろう。

　敵を混乱させる、という目的はある程度果たしたのだから。

「フェルムの小僧は、大国ドモルガルの支援も受けているからな。我々よりも軍隊に占める鉄器の数が多い。……愚痴を言っても始まらん。とにかく、兵を上げて倒す」

　ライモンドは立ち上がった。

「アルムス君、君を総司令官に命じる。フェルム軍を撃退せよ」

「はい、御拝命……うん？」

　総司令官？　待て待て、俺はつい昨日が初うい陣じんだったし、そもそも軍隊の指揮なんてやったことないぞ!!

「私の養子になって二年、君にはある程度の兵法と王族としての立ち居振る舞いを教えたはずだが？」

「いや、いくらなんでも無理でしょう」

　こんな国家の危機に……。

　仮に俺に、ハンニバルやシャルル・マニュー、ナポレオン並みの軍才があったとしても、やったこともない戦争の指揮で勝つのは無理がある。

「大丈夫だ。副官としてバルトロ・ポンペイウスとボロス・アス・ペルムを付ける。実質的指揮は二人が執る、というか君に執らせはしない。……さすがの私も、初陣がつい昨日の若者に国の命運を任せるほど親馬鹿ではない」

　……それもそうだな。勝手に勘違いした俺が恥ずかしい。

　しかし、さすがはライモンドと言うべきか。

　ロサイス氏族が主導権を握るために、自分の養子である俺を形だけの総司令官に任じて、実質的な指揮は有能なバルトロに。そしてアス氏族に配慮して、ボロスをバルトロと同等の地位に就ける。

　もしバルトロを総司令官に任じると、いくら有能とはいえ成り上がりのバルトロの下に就けられたボロスが不満を抱く。逆にボロスが総司令官だと、不安が残るし何よりロサイス氏族が主導権を握れない。

　政治的にも軍事的にもよく考えられている。

「ところで、俺の村の人間も一緒に戦いたいと付いてきているのですが……」

「護衛は必要だ。構わない。それに、テトラ・アスも含めて優秀な呪術師が三人いると聞いている。今は猫の手も借りたい。さて、早速準備をしろ。私は国内の豪族と火事場泥棒共に睨にらみを利かせるために、ここに残って指揮を執る」

「はい、御拝命承りました！」




　俺と一緒に来てくれたのは、十五歳以上の仲間たちだった。

　難民としてやって来た村人たちとは違い、彼らはずっと昔から俺と共に生きてきた。

　だからだろう。せっかく、危機が去ったというのに、俺と一緒に戦ってくれると言っている。

　実はイアルも一緒に戦いたいと言っていたのだが、彼は残った小さな子供たちと元難民の指導、そして捕まえた敵兵の監視として残してきた。

　二年間の付き合いだが、イアルのことは心から信頼している。だから任せた。

　……と言ったら一生付いてくると言われてしまった。別に一生を懸ける必要はないと思うのだが。

　ライモンドからの任命を受けた後、俺は急いで仲間たちの元に向かった。

「許可はとってきたけど、お前たち本当に来るのか？」

　俺は付いてきてくれた仲間に尋ねる。

「リーダーのいるところが、俺のいるところだよ」

　ロンは笑みを浮かべ、大きく頷く。

　他の仲間たちも同様の意見なのか、同時に頷いた。

　……戦争は殺し合い、ということは彼らも当然分かっているはず。

　自分の意思で決めたこと。俺が反対する理由はない。

　俺の加護の影響で、彼らは全員呪力も腕力も強くなっている。戦場に連れて行けば、絶対に役に立ってくれるだろう。

　しかし……。

「リア。お前は呪術を使えないだろ？」

　俺は元ゲルマニス人の奴隷だったリアに問いかけた。しかしリアは手に持っている槍を少し上げて答える。

「でも、力は強いです。アルムスさんは私を解放してくれました。それに……ロズワードと一緒に戦いたい！」

「リ、リア……」

　ロズワードとリアが見つめ合う。知らない間に随分と仲良くなったものだ。

　……まあ、実際リアはロンやロズワードの次に強いからな。

　女性だからといって、最前線で直接戦えないというわけではない。

「分かった。好きにしろ」

　俺がそう言うと、リアはロズワードとハイタッチして、喜んだ。

　全く……お願いだから、誰も死なないでくれよ？
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　捕らえた敵将からの情報より、敵の進軍予定地も分かり、ロサイス軍は三日かけて編成を終えると、すぐに進軍を開始した。

　総司令官は王弟の養子、アルムス・ロサイス。つまり俺。

　副官として実質的な指揮を執るのは、若く将来有望な将軍、バルトロ・ポンペイウス。

　そして同じ副官としてバルトロを補佐するのは、ボロス・アス・ペルム。アス氏族ペルム家当主であり、テトラ・アスの後見人だ。

「緊張してますか、総司令官殿」

『総司令官』の部分を強調し、酒を飲みながらバルトロが問いかけてきた。

「お願いだから、揶揄からかわないでくれ。本当に緊張してるんだ」

　俺は震える手を押さえながら、ライモンドから借りた馬を進める。

「ご安心を、我々が輔佐致します」

　ボロスが力強い言葉で俺を励ましてくれる。

「そうそう、実質的な指揮はこの名将バルトロ・ポンペイウスが執るんですよ。……総司令官様は馬の上で踏ん反り返っていればいい。そうしないと、兵士が不安がる」

　確かにバルトロの言う通りだ。総司令官の俺が不安そうにしてちゃダメだな。

　俺は背を伸ばした。

「バルトロ。俺は指揮はできないが力は強い。……前線で戦わせてくれ」

　ロンたちだって戦おうとしている。テトラたちも呪術で俺たちを助けてくれる。

　なのに、俺だけが後方で安全な場所で踏ん反り返っているわけにはいかない。

「……ライモンド様からは危険な目に遭わせるな、と言われていますが、まあいいでしょう。あなたの馬鹿力で槍を振るうだけで、敵は吹き飛ぶでしょうしね」

　馬鹿力と言われると、あまり褒ほめられてる気がしないが……まあいいだろう。

「アルムス……」

　隣で馬を進めていたテトラが俺の手を握った。

「無茶しないでね？」

「分かってる」

　俺は頷き、手を握り返した。

「お熱いですねえ」

　バルトロの茶化しを聞いて、俺たちは慌てて手を放した。

「ここから三時の方角、一時間のところに敵軍を発見しました、総司令官」

　ソヨンがなぜか、『総司令官』の部分を強調して報告してくれた。

　報告を聞いてバルトロが進路を少し、変更する。

「全く、優秀な呪術師ですね。あなたをライモンド様が養子に迎えたのは正解だ。こんなに優秀な呪術師や兵士たちがセットで付いてくるんだから」

　人をハッピーセットの玩具みたいに言うのはどうかと思うのだが。

「総司令官。間違いなく今日のうちに戦いが始まります。覚悟、して下さいね？」

「ああ、分かった」

　俺は深く頷いた。




　それから約三十分。ついにフェルム王の軍と目視できる距離まで近づいた。

　一時間ではなかったのは、フェルム軍も我々と同じ速度で行軍したからだろう。

「うーん、敵の士気は高そうだな……多分穀物を奪わないと飢え死ぬぞとか言って発破かけてるんだろうな。面倒だ」

　バルトロは溜息をつきながら、酒を飲み、俺を一瞥した。

　俺は軽く頷いてから、声を張り上げた。

「手筈通り、陣形を組み替えろ!!」

　とは言うものの、その手筈通りを俺は聞かされていなかった。

　おそらく、陣形の完成図はバルトロしか知らないのだろう。

「なあ、そろそろ教えてくれてもいいだろ？　作戦」

「作戦ですか？　てっきり勘付いてると思ってましたよ。二年前、アルムス様に教えてもらった戦術です」

　……それってつまり。

「斜線陣エシユロンか」

「ええ。二年の成果、見せて差し上げますよ」

　バルトロは笑みを浮かべた。




　ファランクスは右手で長槍を持ち、左手に盾を持って自分自身と左側の味方を盾で守りながら、敵に突進する非常に攻撃力の高い戦術である。

　しかし攻撃力を前面に押し出した結果、側面への攻撃に致命的に弱い。

　特に盾で守られていない右翼側が無防備になってしまう。

　故に右翼側に精鋭を配置するのが、当然でありフェルム王もそのルールを踏とう襲しゆうしていた。

　フェルム王の率いる軍が強いのは、フェルム王自身が最も危険な右翼で兵士と肩を並べて戦うからである。

　フェルム王はロサイス軍とほぼ同時に陣形を組み始めると共に、呪術師に鷹を飛ばせて陣形を確認させる。

「王様、これが呪術師が確認した敵の陣形の概略図です」

　副官がフェルム王に羊皮紙を手渡した。

　それを見て、フェルム王は顔を顰しかめた。

「……妙に左側が分厚いな」

　敵の左翼、つまりこちらの弱点である右翼にぶつかる場所が極端に分厚くなっている。

　一方で敵にとっての弱点である右翼側が極端に薄い。

「……なるほど。戦力を左側に集中させて、俺のいる右翼を早期に叩き潰す。面白い発想だな。しかし、面白いだけだ」

　王道は王道であるが故に王道である。

　なるほど、敵右翼を叩くために左翼を強化する。確かに、道理に適っている。

　だがそれは同時に自らの弱点である右翼をより弱体化させる行為に他ならない。

　ただでさえ弱い右翼が、兵数を減らされてより弱体化しているのだ。それを打ち破るのは容易い。

「この戦い、勝ちだな」

　フェルム王は自らの勝利を確信した。




　アデルニア半島ではまず、重装歩兵同士の戦いの前に軽歩兵と騎兵による攻撃が行われる。

　それが終わってから、重装歩兵による決戦が始まる。

　バルトロも、そしてフェルム王もその点に関しては同様のようで、バルトロとフェルム王が軽歩兵と騎兵に攻撃命令を出すのはほぼ同時だった。

　軽歩兵による弓射、槍投げ、投石、そして両翼の騎兵がぶつかる。

「もっとも、俺たちには秘密兵器があるけどな」

　バルトロが笑みを浮かべるのと同時に、大きな爆発音が戦場に響く。

　合計十の爆弾がフェルム王軍の陣の中で爆発したのだ。

　……しかし。

「崩れない、か。やはり強固だな」

「何の呪術か知らんが、ファランクスはその程度の攻撃では崩れんよ」

　一度陣形を組み、動き出したファランクスを崩すのは至難の業わざ。

　たかが十の爆弾では不可能だった。

　本来ならばもっと多くの爆弾があったのだが、アルムスが村を防衛する際に大量に使用してしまったので、この十個の爆弾で打ち止めだ。

　そして双方、お互いの顔が目視できる距離に近づく。

　フェルム王率いるフェルム軍精鋭の右翼と、バルトロが強化した左翼。

　それが接敵する、その直後。

「勝たせてもらうぞ。この戦」

　フェルム王が動いた。

　フェルム王率いる精鋭が、一気に速度を速めてロサイス軍の側面に周り込んできたのだ。

　本来、ファランクスは長槍を装備しているため方向転換がし辛く、敵の側面に周り込むのは普通の兵ではできない。

　しかしフェルム王自ら率いる、精鋭の常備軍はそれを見事に実現させた。

「不味い!!」

　バルトロの顔に緊張が走る。

　ファランクスの脆ぜい弱じやくな側面を精鋭に攻撃されれば、如何に左翼を敵の数倍の厚さにしようとも食い破られる可能性があった。

「この戦、私の勝利だな」

　フェルム王が勝ちを確信した、その時。

「悪いが、ここから先は行かせない」

　灰色の髪の若者がそれを遮った。




　馬を操るのに長たけるロズワードとリアは騎兵。弓を射るのが得意なグラムは軽歩兵の弓兵隊。テトラ、ソヨン、ルルの三人は呪術師として敵の索敵。

　そして俺が配置されたのは、ロサイス軍の主力と言える左翼の最前列だった。

　ロンも俺と同じ配置で、俺の隣にいる。なお、歩兵として戦うので下馬済みだ。

「不味い、このままだと側面に周り込まれる」

　俺は目の前で急速に動きを変えたフェルム軍右翼を見て、息を飲んだ。

　その動きは鈍重なファランクスとは思えないほど、スムーズな動き。

　しかし感心している暇いとまはない。何とかしなければ。

「ロン、行くぞ」

「了解、総司令官」

　しかし、前線で槍を振るう総司令官というのは……フェルム王でさえ、最前列には立っていないというのに。

「みんな、よく聞け。敵の狙いは我々左翼の側面!!　食い止めるぞ!!　グリフォン様の加護は我らにある!!」

　俺がそう声を上げて歩を進めると、左翼が一気に速度を上げる。

「悪いが、ここから先は行かせない」

　俺は驚きよう愕がくで目を見開いているフェルム王に向かって、大声で宣言する。

　戦場全体の状況は分からない。

　しかし俺がフェルム王率いる右翼を押さえ、接敵してるということは……。

　フェルム王の側面攻撃は失敗したということ!!

　五列ほど、後方のフェルム王は俺の顔を思い出したのか、大声で叫ぶ。

「お前は、あの時の!!」

「そうだ、アルムス・ロサイス。グリフォンの息子で、今はライモンド・ロサイスの養子だ。そして、テトラ・アスを保護したのは俺で、彼女の婚約者でもある」

「……そうか、お前が総司令官の、ライモンドの息子か。つまり、お前を殺せば俺の勝ちということだな」

　ファランクスという陣形は三メートルほどの長槍を密集して用いるため、槍を自在に振るうことは難しい。












　結果、腕力にモノを言わせた叩き合いと盾での押し合いになる。

　そして技量ならともかく、大王の加護を有する俺に優る腕力の持ち主はいない!!

「最前列の灰色の若者を殺せ!!　そいつがアルムス・ロサイス。敵の総司令官だ。奴を殺した者には特別に恩おん賞しようを与える!!」

　フェルム王がそう叫ぶと、敵の槍が一斉に俺に向かう。

　俺は歯を食いしばり、盾を構えて、猛攻を防ぐ。

　俺に攻撃が集中すれば……。

「死ね、アルムス・ロサっぐああああ!!」

「目の前にも敵がいるということを、忘れるな」

　ロンが俺を攻撃しようとして、余よ所そ見みをした敵を槍で貫く。

　そう、俺に攻撃が集中すればその分敵兵の注意が散漫になり、陣形が崩れ、俺たちが有利になる。

「リーダー、無理しないでよ？」

「大丈夫だ。安心しろ」

　俺は力に任せて槍を振り下ろし、敵の頭に槍を叩きつけて倒す。

「俺に勝てる奴はいないのか！！！」




「兵士に発破をかけたのは、失策だったな。まさかここまで強いとは」

　フェルム王はあと二列まで迫ったアルムスを睨みつける。

　次々と精鋭を叩き斬り、吹き飛ばしていく様はまるで猛獣のようだ。

　アルムスの活躍、そして異常に分厚いロサイス軍左翼が確実にフェルム軍の右翼を押し潰そうとする。

　このままではフェルム軍右翼が食い破られるのは時間の問題と言えた。

「しかし、もうここまでだ。そろそろ我が軍の左翼が、敵の脆弱な右翼を食い破る。それで戦は終わりだ」

　そう、本来ならばそれで終わりだ。終わりなのだが……。




「随分と呆けた顔をしているな、フェルム王。もしかして、俺たちの右翼が崩れないのが不思議か？」

　フェルム王が勝ちを確信して暫しばらく、ついにアルムスの槍がフェルム王の目前に突き出される。

　未いまだ、ロサイス軍右翼は崩れていない。

「……何が言いたい？」

　フェルム王はアルムスの強力な槍の一撃を盾でどうにか防ぎながら、問う。

　アルムスは笑みを浮かべた。

「簡単だ。我々右翼は、未だフェルム軍左翼と接敵していない。何故なら、陣形を傾けているからな」

　アルムスの言葉に、フェルム王が目を見開いた。

　そう、ロサイス軍は脆弱な右翼の接敵を遅らせるために、軍隊全体を大きく斜めに傾けていたのだ。

　これにより、分厚い左翼側から敵に激突する。

　そして最も脆ぜい弱じやくな右翼が食い破られる前に、左翼で敵の脆弱な右翼を食い破ることができる。

　これこそが斜線陣エシユロンまたの名を、ロクセ・ファランクス。

　かつて元の世界のレウクトラという場所での合戦で用いられた戦術だ。

　もっとも、これは下手に運用すれば左翼と中央と右翼がバラバラになって、陣形が崩壊してしまったり、攻撃力不足で左翼が敵を食い破るのが遅れたり、逆に左翼に力を割きすぎて中央が崩壊したり、傾きが足りずに右翼を食い破られることもある。

　斜線陣エシユロンを可能にしたのは、偏ひとえにバルトロの優れた指揮によるものだ。

「さてフェルム王。テトラの代わりに、ラゴウ・アスの仇を討たせてもらう」

「ックソ、こんなところで死んでたまるか!!」

　フェルム王は必死にアルムスの槍を盾で弾き、槍を叩きつける。

「悪いな。兵の指揮や謀ぼう略りやくならともかく、腕力ならあなたに負けないよ」

　俺はそう言って、槍に力を込めて突き出した。

　槍はフェルム王の盾を貫通し、鎧を貫き、そして肉を引き裂いた。

「っぐ、ぐはあああ」

　俺の突き出した槍はフェルム王の体を見事に貫いた。

　フェルム王は俺の槍を摑み、何とか体から抜こうとする。

　俺はさらに力を込めて、槍を深々と突き出す。

「……ここで、こんなところで死ぬのか、俺は、ゲホッ」

　フェルム王の口から血が溢れ出る。もう、長くはないだろう。

「……アルムス、といったか」

「ああ」

「この俺を、ロバート・フェルムをお前は討ち取った。討ち取ったからには、責任を取ってもらう。王になれ」

　フェルム王は苦しそうに、吐血しながら俺に向かって叫ぶ。

「アデルニア半島を統一するという俺の夢をかわりに叶えてくれ。そして偉大な王として名前を歴史に残し、その偉大な王に最初に討ち取られた無能な暴君として俺の名前を後世に残してくれ」

　フェルム王は最後の力を振り絞り俺に言った。

「最後に、テトラ・アスを幸せにしろ。せっかく、俺が見逃したんだ。さもなくば、化けて出るぞ」

　そしてフェルム王は静かに地面に倒れた。

　フェルム王の重い言葉を受け止めきれず、呆然としていると、ロンが歓声を上げた。

「総司令官が敵の王、フェルム王を討ち取ったぞ！！！」

「「おおおおお！！！！！」」

　ロンの言葉に呼応するように周りの兵士たちも歓声を上げ、俺は我に返った。

　そうだ、今は戦争中。この勝機を無駄にするわけにはいかない!!

「敵将はこの俺、アルムス・ロサイスが討ち取った!!」

　俺は槍を高々と上げて、宣言した。




　アルムスがフェルム王を討ち取ったことにより、形勢は大きくロサイス軍に傾いた。

　フェルム王という支柱を失ったフェルム軍右翼は、ロサイス軍左翼に食い破られて崩壊し、右翼の崩壊を見て敗北を悟ったフェルム軍の兵士たちは一斉に武器を放り出して逃げ出した。

　王を失ったフェルム王の国は抵抗する間もなく、ロサイス軍に侵攻されて王都を明け渡した。

　フェルム王の国は崩壊。ロサイス王の国はアス領を取り戻したのである。

　こうしてロバート・フェルムの謀む反ほんより始まった六年間の『フェルム戦争』は終結。

　後に『神しん帝てい』と呼ばれ、『帝国四大名君』の一人に数えられる、アルムス帝。

　そして古代史に於ける最高の将軍の一人にして、アルムス帝の持つ双剣の一振り、バルトロ・ポンペイウス将軍。

　無能な暴君にして裏切り者、ロバート・フェルムの名前は、そんな二人に最初に倒された者として、後世に語り継がれることになる。
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　フェルム王の国はわずか一か月でロサイス王の国に完全併合された。

　本来、一国を征服すれば各地で抵抗運動が起こるのだが……。

　そもそもフェルム王の国はロサイス王の国の一部だったし、抵抗運動を主導する将軍たちも会戦で殆ほとんどが討死してしまったため、目立った抵抗もなかった。

　また、ライモンドによる占領政策が上手くいったことも大きな要因として上げられる。

　ライモンドはフェルム王の国の領土全てを、本来の持ち主であるラゴウ・アス……の娘であるテトラに戻すことを決定したのだ。

　というのも、フェルム王の圧政を経験した国民の殆どは『昔は良かった』とラゴウ・アスの統治を懐かしんでいたのだ。

　結果、戦争こそ弱かったものの比較的善政をしていたラゴウ・アスの娘に統治権が戻るのであれば、と多くの国民が手放しで喜んだのだ。

　……六年前、ロバート・フェルムの即位を手放しに喜んだことについては「フェルム王に騙だまされていた!!」ということなのだろう。

　まあライモンドを含むロサイス王の国としても、国を裏切り大事な同盟者を殺した事に関して「騙されていたのなら仕方がない」という形で許すこともできるし、フェルム王の国の国民もそのことに多少の負い目があったらしく、双方が都合の良い噓に乗ったというのが事の真相だ。

　とはいえ、問題となるのはアデルニア半島には『女子』に財産の相続権が存在しないことだ。

　そこで、重要となってくるのが俺の存在だ。

　早い話テトラに相続権がない以上その領土と統治権を相続するのはテトラと結婚してアス氏族に婿養子として入る予定の俺になるというわけだ。

　ライモンド曰いわく、本来の慣習だと婿養子として入った後でなければ相続権は発生しないらしいのだが、あくまで慣習法で成文化されているわけではないので、セーフらしい。

　ロサイス氏族からすればライモンドの養子である俺がアス氏族宗家を継げばアス氏族に影響をもつことができるし、アス氏族からしても憎きフェルム王を討ち取り、領土を取り返した俺が婿養子となるのは大歓迎、ということだった。

　俺がテトラと結婚するのは、本来もっと後だったのだがフェルム王を討ち取って、アス領を奪い返すという大きな功績を立てたことによって、前倒しに事が進んでいった。

　そして今日……ついに結婚式を迎える。




「はあ、緊張するな」

「兄さん、主役なんだから……」

　呆れ顔でロズワードは言った。ここは元フェルム王の国の宮殿で、そして今日は結婚式の会場だ。

「ロサイス王や他の豪族も来てるんだ。しっかりしてくれよ」

　ロズワードが溜息混じりに言ったが、そう言われても緊張するモノは緊張する。

「準備できたよ。早く来て」

　ソヨンに背中を押され、俺はテトラの衣裳部屋に入った。

　テトラは青を基調とする花嫁衣装を着ていた。

　顔の半分を薄いベールで隠している。

　何でも海外から取り寄せた絹でできているらしい。

　薄らと化粧をして、微笑ほほえんでいるテトラは湖の妖精のようだった。

「綺麗だよ」

　思わず俺の口から洩れる。テトラは少し顔を赤くして微笑んだ。

　俺はテトラの手を取って、会場に向かった。

　俺たち二人を、割れんばかりの拍手が迎える。

　珍しく酒を飲まずに両手で拍手するバルトロ。にこやかな笑顔を浮かべているイアル。号泣するボロス。得意気な顔のライモンドに、憮ぶ然ぜんとした表情のロサイス王。

　そして、やはりディベル氏族の豪族たちは全員欠席していた。

　俺たち二人は導かれるままに、壇上に上がる。

　壇上にはロサイス王の国の神官長……ユリアが立っていた。

「二人ともおめでとう」

　ユリアは微笑んだ。

「ありがとう」

　テトラは微笑み返す。

　ユリアは俺と決して目を合わせずに、淡々と口を開く。

「あなたたち二人は、これから永遠に、いかなる時も助け合い、愛し合うことを誓いますか？」

「「誓います」」

　俺たちは揃って答える。

「では、指輪の交換を」

　ユリアは箱に収められた、二つの鉄製の指輪を俺たちに突き出した。

　金や銀、白金ではなく鉄製なのは誓いの強さを示すためであり、そして鉄が黄金よりも高価だった時代の名残だ。

　俺は指輪を一つ手に取り、テトラの薬指に嵌はめる。

　テトラもその細い指で指輪を取り、俺の薬指に嵌めた。

　指輪の交換を見届けてから、ユリアは朗々と語る。

「天、海、大地の神々よ。この世が混こん沌とんの渦であった頃から我らを見守り、助け、導いてくださった神々よ。この者たちの結婚に祝福を」

　そこでユリアは言葉を一度切る。

「あなた方の愛に妖精の御加護を。願わくばその愛が永遠に続くことを……」

　そして、ユリアは淡々と俺たちに言った。












「では、誓いを」

　俺はテトラに向かい合い、彼女のベールを上げる。

　そこには熱っぽい瞳で俺を見つめるテトラの顔。

　俺はそんなテトラの唇に自分の唇を押し付けた。

　拍手が巻き起こった。




　その後は飲めや歌えやの大宴会だった。

　豪族から祝辞を述べられ、祝いの品を大量にもらった。

　驚いたのは、ディベル氏族からも一応祝いの品をもらったことだ。

　アルムス・ロサイスによる旧フェルム王領の継承は認めないが、結婚そのものは祝福する、というスタンスのようだ。全く、政治というのは難しい。

　ロンやロズワードが酔っぱらって喧けん嘩かしたり、酔ったグラムとルルがそれを煽ったり、ソヨンとリアがその仲裁に入ったり……。

　バルトロがイアル、ボロスと酒飲み勝負をして二人を潰したりといろいろあったが、テトラがとても綺麗だった、ということに比べれば特筆することではない。

　一つ、気になることがあると言えば……。

　宴会が終わった後、帰る時のユリアの瞳が潤うるんでいたことだけだ。
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「全く、ライモンド。貴様、自分のしでかしたことの大きさが分かっているのか？」

「アルムス君のことですか？」

　結婚式が終わり、宮殿に帰った後ロサイス王はライモンドに対して、苦虫を嚙み潰した顔で言った。

「人が寝ている間に随分とことを進めてくれたな」

「もしもの時は国王の権限は全て私に一時的に委い譲じようされる、と仰ったのは兄上です」

「だから、反対はしなかっただろう。文句を言っているのだ」

　ロサイス王はユリアを含む呪術師たちの懸命な治療により、戦争終結後一週間で意識を回復させた。

　しかしロサイス王が目を覚ました時にはすでに遅かった。

　ライモンドが旧フェルム王領の領主をアルムスとすることを、すでに決定して発表してしまったからだ。

「でも、これでアルムス君が王位についても文句を言う者はいなくなりましたよ。何しろ、フェルム王を討ち取った英雄ですからね。それに加え、彼が王になればアス氏族も安心する。早速、ユリア様にお伝えしてご結婚の準備を……」

「リガル・ディベルと全面戦争をする気か？」

　ロサイス王の問いにライモンドは深く頷いた。

　今まではロサイス氏族の力とディベル氏族の力の差は、大きく離れていたため戦争をすれば勝てても大きな損害を被る可能性が高く、他国に付け入る隙を与えないためにどうしてもリガル・ディベルとの妥協が必要だった。

　しかし旧フェルム王領がロサイス王の国の支配下に入り、アルムスがアス領の領主としてその地を治めるようになったことで話は変わる。

　ロサイス氏族とアス氏族の力で、大きくディベル氏族を上回ることができた。

「もう、後には引けないのではありませんか？　兄上」

「……誰のせいだと思ってる？」

　ロサイス王はライモンドを睨みつけ、深く溜息をついた。
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　キリシア半島。

　世界有数の先進地域であり、数々の都市国家ポリスが攻防を続ける戦乱の半島。

　そのキリシア半島最東端の都市国家。

　そこに一人の男が足を踏み入れた。

「ここがキリシア半島とペルシス帝国を繋ぐ交易都市、クラリスですか……」

　男は巨大な城壁を見上げる。

　クラリスは人口二十五万。

　キリシア半島第二位の国力を持つ都市国家だ。

　元々はキリシア半島の都市国家の一つが建てた植民都市に過ぎなかったが、ペルシス帝国とキリシア半島を結ぶ唯一の場所であり、北は灰海、南はテーチス海に面し、鹿か角づの湾わんと呼ばれる天然の良港を有していたため、自然と商人が集まった。

　そして東西交易で力をつけた有力商人たちが宗主国に反旗を翻し、独立。

　現在では世界有数の交易都市として栄えている。

「おい、兄さん。早く入りな」

「ああ、すみません」

　門番は愛想笑いを浮かべる。

「入国税は……」

「ないよ。商売の妨げになるからな。まあ一か月以上滞在するなら滞在税を払ってもらうしかないが……さてはあんた、初めてか？　そう言えば見かけない顔だが……どこから来たんだ？」

「緋ひ帝てい国こくという国から来ました。皆さんの言う極東の絹の国です。陽よう青せい明めいと申します」

「へえ、絹の国から……まあいい。とりあえずアドバイスをしておこう。いいか、クラリスには二種類の人間がいる。一つは一級市民。高い人頭税を払えるそれなりに裕福な市民。もう一つは二級市民。こいつらは税金がまともに払えない貧乏人だ。二級市民街には近づかない方がいい。まあ見ればヤバいところだって分かると思うけどな」

「これはこれは……ご忠告、ありがとうございます。気を付けるようにしますね」

　青明はニコリと笑い、門をくぐった。




　呑のん気きに青明が歩いていると、人ごみから薄汚れた男が飛び出してきた。

　手には革製のバッグを持っている。

「誰か!!　そいつを捕まえて!!　スリよ！」

　青明は男の足を思いっきり蹴り飛ばす。

　男は見事にすっ転んだ。

　男の手から離れたバッグを青明は拾い上げる。

「これが二級市民ですか……」

　青明は男を見下ろす。

　生活に困っての犯行だろう。

　同情の余地はある……が、犯罪は犯罪。許されることではない。

　騒ぎを聞きつけた警けい吏りが二級市民を連行していく。

「やめてくれ!!　もうしない、だから奴隷にだけは!!」

「黙れ、鉱山に送りこまれたいか？」

　男は引きずられるようにその場から消えた。

「ありがとう！　そこの人!!」

「いえいえ」

　青明は走ってきた黒髪の女にバッグを手渡す。

　女の肌の色はオリーブ色で、顔の彫が深い。

　女は青明から受け取ったバッグを胸に抱く。

「そんなに大切な物ですか？」

「ええ、私は建築家を目指しているの。この中には私がキリシアやペルシスで見た建物のスケッチや、私が考えた設計図が入ってて……」

　その言葉に青明は少し驚いた。

　女性は家を守るのが仕事で、学問は必要ないし、そもそも学んだところで雇ってくれる場所もないというのが、青明の出身地である緋帝国の常識だ。

　そもそも東方では貴族の娘でも文字の読み書きができるのは極一部なので、裕福な一級市民とはいえ、町娘に見える目の前の女性が『建築家を目指している』というのは非常に驚くべきことだ。

「何？　あなたも女がそういう職を目指すのは変だって思うの？　女は呪術か、家で夫を待ってろって？」

　目の前の女は不快そうに眉を顰めた。

「まさか、ただ少し驚いただけです。私の故郷では字の読み書きができる女性というのがそもそも少なかったので」

「ふーん」

　女は少しだけ納得したような顔をする。

「もしかして皆さん、文字を書けるんですか？」

「そもそもだけど、一級市民は最低限の字の読み書きと計算ができなきゃいけないの。だからクラリスの一級市民は赤子と老人を除いて、全員それくらいできるわ。まあ二級市民については分からないけど」

　青明は、さすがは世界有数の商業都市国家だと感心した。

「ところで助けてくれたお礼に何かしたいんだけど……」

「じゃあ……案内してもらえません？　この街を」

　青明がそう提案すると、女は大きく頷いた。

「いいわ。私の名前はイスメア。あなたは？」

「陽青明。陽が氏で青明が名前です」

　……正確には字だが、キリシア人には名前と説明した方がよいだろう。

　青明はそう思いながら名乗った。




「ところであなたはクラリスについて、キリシアについてどれくらい知っているのかしら？」

「そうですね……二度のペルシス─キリシア戦争、オリーブと葡萄が特産。あとキリシア半島には何十も都市国家ポリスがある。この辺くらいしか……」

「なるほどね……」

　街を歩き終えた後、二人は食堂タヴエルナで夕飯を食べながらキリシアについて話をしていた。

「いい？　キリシアの都市国家は互いに同盟を結んで不戦協定を結んでいるの。そしてその同盟同士の間にも協定がある。例えば四年に一度の祭りには戦争をやめて、祭りを楽しむとか外敵……ペルシスが攻めてきた時には共同で迎撃に当たるとかね」

「なるほど……疑問に思っていたんですよ。キリシアはバラバラの国同士なのにどうしてあの超大国ペルシス相手に二度も戦争に勝てたのか。そういう理由があるんですね」

　青明は羊皮紙でできた手帳に書きこんでいく。

　彼は旅の途中で見聞きしたことをすべて手帳に書き留めているのだ。

　青明は右手で食事をしながら、左手のペンを動かすのをやめない。

「やめなさい。食事中でしょ」

「あはは、すみません」

　青明は照れ笑いをしながら手帳をポケットにしまう。

「ところであなたはどうして旅をしているの？」

　イスメアがさり気なく聞くと、青明は目を輝かせて言う。

「最果ての海を……キリシア風に言う地の果てオケアノスを見るためです。私はこの大陸の東の端で生まれたんです。五歳の頃に両親と共に世界の果てを見るために旅に出て……途中で両親は死んでしまったんですが、その時に必ず地の果てを見ろといわれて」

「それがあなたの夢？」

「いえ、違いますよそれは私の両親の夢。私の夢は別にあります」

「何？　もったいぶらないでよ」

　イスメアが身を乗り出した。

「私が旅の途中で見聞きしたことを本にまとめることです。できるだけ多くの人に世界を知ってもらいたい」

「へえ、嫌いじゃないわ。そういうの」

　イスメアは微笑んだ。

「でも良かったわね。もうすぐあなたのご両親の夢は叶うわ。クラリスから明後日、アデルニア半島のレザドっていう都市に行く船が出るの。アデルニア半島から最西の海まではすぐよ」

「本当ですか！　長かった旅も終わるんですね……」

　青明は思わず天井を仰ぐ。見たことがない最西の海への期待が高まる。

「ところであなたが良ければ私も一緒に行っていいかしら？」

「ん？　構いませんが……何か用事があるんですか？」

　青明が聞くと、イスメアは大きく頷いた。

「キリシアには優秀な建築家が腐るほどいるわ。ここじゃあ女の私は建築の仕事に関わることさえできない。でも後進地域のアデルニア半島は違う。あそこの国々なら優秀な建築家は喉から手が出るほど欲しいはずよ」

「なるほど……」

　キリシア半島は実力を磨くという点では良い場所だ。ライバルもたくさんいる。

　だが名を上げる場所としては不適切だろう。

　その点、未開の土地なら就職先はより取り見取りだ。

「分かりました。一緒に行きましょう！」

「決まりね！」

　二人は握手を交わした。




　次の日……。

「うぐぐぐぐっ……」

「大丈夫？　青明？」

　トイレのドアの向こうで唸る青明に声を掛ける。

　青明に答える余裕はない。

「ごめんね。キリシアの料理は油がたくさん使われてて……食べ慣れてない人が食べると高確率でお腹を下しちゃうこと言い忘れてた。てへぺろ、許してね？」

　タヴェルナでは食べるな。

　そう青明の手記に刻まれたのは言うまでもない。









あとがき






　書籍版からの方は初めまして、桜さくら木ぎ桜さくらと申します。

　ＷＥＢ版からの方は、お久しぶりです。

　まずは拙せつ作さくを手に取って頂いたことに、お礼を申し上げます。

　さて、この小説は一応『ローマ風ファンタジー戦記』という事になっております。

『風』と『ファンタジー』のところが重要です。

『戦記』と書かせて頂きましたが、『内政系』小説としての一面もあります。内政と戦争の一対一の割合です。

　多くの『戦記』や『内政系』はどちらか一方に偏っているモノが多いですが、この小説は『内政』で準備をして、『戦争』で叩くというのをコンセプトにしています。

　ですので、『内政系』が好きな方も『戦記』が好きな方も楽しんで頂けるかと思います。




　今後、主人公アルムスがどのように成り上がり、王となり、どのような国家を築き、どんな歴史を作り出すのか、見守って頂けたら幸いです。




　では、そろそろ謝しや辞じを申し上げさせて頂きます。

　まず、この小説を引っ張り上げてくださった編集のＳ様、誠にありがとうございます。素晴らしいイラストを描いて頂いた屡る那な様、細かい注文を付けて申し訳ありません、そしてありがとうございます。

　この本に関わって頂いた全ての方、何よりこの本を購入して下さった読者の方に、お礼を申し上げさせて頂きます。




　では、『異い世せ界かい建けん国こく記き』二巻でまたお会いできることを祈っております。














著者

桜木桜

Sakuragisakura




小説を初めて書いたのは、中学二年の時。すでに書いた小説は闇に葬り去りましたが、今でも思い出すと枕に顔を埋めて、バタバタしたくなります。
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屡那
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１９８４年２月生まれ。福岡在住。肩と腰の痛みと闘いながらイラストを描いています。

ファンタジー作品を描く際は色々と妄想を膨らましつつ楽しんで描かせて貰っております。
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